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第一章 二度と〝清楚系ビッチ〟なんて呼ばれたくありません！








　夏真っ盛りの八月とはいえ、受付のある一階はエアコンが効きすぎていて寒いくらいだ。

　新宿駅西口を出て、有名な五十階建ての教育施設や高層ビルの建つ中央通りから、西新宿方面へ十分ほど歩いた場所に建つ五階建てのビルがみちるが働く会社だ。

　周囲には飲み屋の入った雑居ビルもちらほらあるが、学校やクリニックなどもあり治安は悪くない。ビルの入り口には警備員が一人建っていて、みちるが座る受付からはガラスドアの向こうに行き交う人々が見える。

　みちるは長袖のブラウスの上から腕を摩りながら、隣に座る同期──橋はし本もと久く美みに声をかけた。

「そろそろ上がろ」

「あ、もう十七時半か。そうだね」

　久美は『ご用の際は警備室へ』というプレートを置き、パソコンの電源を落とした。

「なぁに、今日は愛しの悠ゆう人とくんとデート？」

　トートバッグに入れた財布やスマートフォンを手にして、ロッカーに向かう途中、久美がからかうように聞いてきた。

「うん、デートなんだ」

「相変わらず仲いいよね～みちる可愛いからなぁ。悠人くんぞっこんでしょ」

　それなりにモテるのは否定しないが、悠人が自分にぞっこんかと言われると、自分の方がはるかにぞっこんだとしか言えない。

「久美だって須す和わくんと仲いいでしょ？」

　久美の恋人──須和翔かけるを話題に出すと、彼女が照れたように頬を赤らめた。

　高校、大学時代は、とある事情からぼっちだったみちるだが、社会人になってからは久美と翔という仲のいい友人ができたおかげで息苦しい思いをせずに済んでいる。

　久美はなんでも開けっぴろげに話すタイプで、当時片思いしていた同期の翔についてみちるが相談に乗ったのをきっかけに仲良くなった。

　二人が恋人関係になったことで、たまに会社帰りに三人で飲みに行き、惚気られて帰るのだ。みちるも、恋人である悠人について話せるのはこの二人だけで、お互い様だった。

「私は翔と一緒に暮らしてないし」

「一緒に暮らしてもデートはしたいの。だって、外で見る悠人と、家で見る悠人はまた違うっていうか。かっこよすぎるんだもん。だからね、私はもっと可愛くなって、悠人をメロメロにしたいの」

　悠人とは大学三年の頃からの付き合いで、今年で交際六年目になる。大学を卒業して引っ越す際に、互いの両親と顔を合わせ同棲の了承を得た。

　現在は、渋谷区笹塚にある２ＬＤＫのマンションに二人で暮らしている。

　一緒に暮らしていても、週に一度は必ずデートをしているし、朝の通勤電車の中や昼休み中でも電話をしたりメッセージを入れたりする。

　みちると悠人は、二十七歳になった今でも倦怠期？　なにそれ？　というラブラブカップルであった。

「はいはい……惚気はいいから」

　更衣室で制服から私服に着替える。ライトベージュのノースリーブワンピースは、腰で切り返しのあるタイプで、スカート部分はシフォン素材で涼しげだ。

　みちるは社内用である黒のパンプスから、色鮮やかなライトピンクのサンダルに履き替えると、メイク直しをして髪を整えた。

「今日のデートはどこ？」

「待ち合わせは渋谷。ほら、前に行きたいって言ってたフレンチに連れていってくれるんだって」

「あ、誕生日だもんね。おめでとう！　もしかして、プロポーズじゃない？」

「ありがと。どうだろうね。だったら嬉しいかな」

　二十七歳という年齢からしても、そろそろとは思うものの、男性は二十代での結婚を早いと思う人が多い。実際、自分たちの間で具体的な結婚話が出たことはなかった。

「報告待ってるわ！　じゃあお疲れ～」

「はーい」

　久美が更衣室から出ていくのを見送り、みちるも支度を終える。会社から待ち合わせの渋谷まではＪＲ線で数駅の距離で、この近辺は普段の買い物や食事でもよく利用していた。

　渋谷駅につき、待ち合わせのビルの前に向かうと、悠人はまだ来ていなかった。朝、家を出るときに、少しだけ残業になってしまうかもしれないと聞いていたため、みちるはスマートフォンを見て時間を潰す。

「みちる！」

　十五分経った頃だろうか。喧噪の中で聞こえてきた声の方へ視線を向けると、恋人である梶かじ原はら悠人が手を振り近づいてきた。

　身長百八十を超える悠人は、どこを歩いていても人目を引く。真っ直ぐで艶のある黒髪に男臭さのない綺麗な顔立ちも相まって、周囲を歩く女性の視線は引きも切らない。さらに言えば、父親は大企業の社長で、本人も上場企業に勤めているともなればモテないはずがなかった。

　みちるも大学の頃から大和撫子と囁かれるくらいの美人で、男の視線を集めていたため、自他共に認める美男美女のカップルであった。

　みちるの見た目が周囲に儚げな印象を与えてしまうのは、昔から変わらない。

　顔は小さく、ぱっちりとした大きな目に小さな鼻とふっくらとした唇が目を引く。そして、己の努力により昔から白い肌をキープし続けている。

　目を瞠るほどに整った顔。真っ直ぐで癖のない黒髪は肩の下で切りそろえられている。ヘアスタイルがおとなしそうな印象に拍車をかけていて、華奢な身体は男性の庇護欲をそそるようだった。

　肉感的な体型ではないが、胸がそれなりに大きいのも男の欲を誘う要因になっているようで、胸元に視線を感じることは頻繁にあった。

「悪いっ、待たせたか？」

「ううん、残業って聞いてたから大丈夫だよ」

　みちるが笑って答えると、悠人も安心したように口元を緩めた。

　悠人の勤務先は高田馬場に本社を置くＩＴ系企業だ。

　基本的な業務内容はソフト、ハードウェアの開発やコンサルティングサービスで、取引先には、医療機関や鉄道会社、金融機関などがあり、様々なソリューションを提供している。

　彼の所属する部署はクラウドサービス事業部で、中でも医療機関向けのクラウドサービスを担当していると聞いた。顧客からのクレームがあれば昼夜問わず呼びだされるため、残業も多く非常に忙しい。

「よかった。せっかく予約したのに間に合わないかと思った」

　悠人は肩で息をしながら、汗で濡れた額を手の甲で拭った。みちるはバッグからハンカチを取り出し、彼の顔を拭く。

「予約してくれてありがと。最近、忙しそうだったのに、無理させちゃってない？」

「忙しくても、みちるの誕生日くらい無理をさせてくれよ」

　悠人はそう言って、みちるの手を取った。指を絡ませ、こうして手を繋いで歩くのもいつものこと。みちるは彼の腕にもたれかかり、頬を擦り寄せた。

「私、悠人が大好き」

「俺もみちるが好きだよ」

　悠人はこちらを見ずに、頬を赤く染めながら言った。その横顔は凜々しく、何度見ても惚れ惚れとしてしまう。

（外で見る悠人のスーツ姿って、やっぱりすっごくかっこいい）

　一緒に暮らしていれば、毎日彼のスーツ姿は見られる。だが、朝見る悠人のスーツ姿と夜、外で見るスーツ姿ではまったく違う。

　出勤前のしゃきりとした悠人の姿は〝できるビジネスマン〟という印象を抱かせるが、仕事を終えたあとの色香を含んだアンニュイな表情もたまらない。

　それに、出会った頃こそ、悠人は無口でぶっきらぼうな印象だったが、みちるが言葉を尽くすと、照れながらも必ず愛情を返してくれる優しい人だ。いつだって、みちるを喜ばせようと考えてくれているのがわかる。さらに言えば、彼とのセックスの相性もたまらなくよかった。口には出せないが、毎日でも、それこそ何度だって抱かれたいくらい。

　みちるは、彼と付き合えてよかったと心底思うのだ。悠人以上に好きになれる人などこの先絶対に見つからないし、彼も同じであってほしいと思っている。

　予約した店は、渋谷から表参道方面へと向かったビルの地下一階にある。ミシュラン星１を獲得したフランス料理店で、以前にテレビで取り上げられてから、一度足を運んでみたいねと二人で話していたのだ。悠人はそれを覚えていたのだろう。

　ビルにはほかの飲食店も入っているが、繁華街とは離れており雑多な印象はない。すぐ近くには私立の有名大学もあり、すぐ一本向こうの通りはオフィス街となっている。

　店名が書かれた看板の横にガラスケースに飾られたメニューが置かれていた。あらかじめ値段はチェックしてきたものの、こういった格式高い店はどきどきしてしまうものだ。

　階段を下りた先にあったのは、一見するとフランス料理店とはわからないシンプルな木のドア。

　ドアを開けると、カウンター席がいくつかと二人席、四人席が等間隔に並べられていた。店内はそう広くはなく薄暗い。ダウンライトの明かりがスポットライトのようにテーブルを真上から照らしていて、デニムＮＧ程度のドレスコードはあるようだが、そこまで堅苦しくはなくアットホームな雰囲気だった。

　みちるがほっと息を吐きながら悠人を見ると、なぜか彼はいつもより少し緊張した様子だ。こういった店でのデート経験も何度かあるし、店の雰囲気に圧倒されたわけではないと思うのだが。

（仕事、早く帰るの大変だったのかな？）

　テーブルに案内されて席に着くと、真っ白なテーブルクロスの上には、木製のフレームにガラスが嵌められた薄いケースが置かれていて、中には土と花が飾られていた。テーブルセッティングが可愛らしい。

「可愛い。この上に料理を置くのかな？」

「あぁ、そうみたいだな。メインは鹿と鴨と牛から選べるって。みちるはどれがいい？」

　悠人はリラックスした表情でメニューを広げた。やはり、気のせいだったのだろう。

　コース料理のみを提供しており、季節に合わせてメニューは変わるらしい。オーナーは畑までわざわざ足を運び、生産者を厳選しこだわり抜いた食材を使用しているという。

　食前酒を聞きに来た従業員が、本日のコースメニューを見せながら、料理の一つ一つを丁寧に説明してくれた。

　ワインリストを差しだされたが、グラスワインを料理に合わせてペアリングしてくれると言うので任せることにする。

「選べるなら鴨にしようかな。食べたことないから」

「じゃあ俺も同じものを」

　普段はあまり酒を好まない悠人もこの日は珍しくワインをオーダーしていた。

「お酒好きじゃないのに、平気？」

「あー、べつに嫌いじゃないんだ。いつもは……ただ」

　悠人はそう言って、言葉を濁す。ただ、の続きが気になり、みちるは言葉の続きを待った。だが、なにかを誤魔化すように「なんでもない」と言って苦笑を向けられる。

「それよりほら、料理が来たぞ」

「うわぁ……すごい！」

　テーブルに運ばれきた前菜のシャルキュトリーは不思議な盛りつけ方で、ＳＮＳをやっていなくても写真を撮りたくなってしまう。みちるは先ほどまでの違和感も忘れ、従業員に許可を取って、スマートフォンで撮影した。

「なんか……写真撮ると場慣れしてない感があって、恥ずかしいね」

　すると悠人が柔らかく目を細めて、首を横に振る。

「いや、ほかの客も撮ってるから大丈夫だろ。その写真、あとで俺にも送って。そうだ、二人でも撮ってもらおうな。最近、撮る機会があまりないし」

「うん、嬉しい」

　そのあとに運ばれてきたメインの鴨料理もデザートも最高に美味しかった。

　ただ、料理には大満足だったのだが、やはり悠人の様子がおかしく気に懸かる。彼はどこか上の空で、気を張っているような様子だったのだ。

「悠人、今日、疲れてる？　やっぱり無理して帰ってきたんじゃ……」

「あぁ、いや、違うから！　大丈夫。そうじゃないんだ。悪い、俺、ちょっと電話をかけてくるな」

　悠人はスマートフォンも持たずにそう言って席を立った。

　気にはなるが、残すところデザートのみだし、なにかあるのなら家に帰ってから聞けばいい。そう思い彼が戻るのを待った。

　そして席に戻ってきた悠人は薔薇の花束を持っていた。

「え、なに……どうしたの、それ!?」

「みちる、誕生日おめでとう。あと……俺と、結婚してくれないか」

　緊張した面持ちで膝をついた悠人に花束と共に指輪を手渡された。そうか、だから料理を食べていても時々、周囲を窺うように見て、緊張した顔をしていたのかと納得する。

「びっくりした……」

　みちるは口元に手を当て、大袈裟過ぎるほどに驚いた。明らかに今日の悠人はおかしかったし、もしかしたら別れ話でもされるのではと一瞬頭を過ったくらいだ。

「挙動がおかしくて悪かった。不安にさせるつもりじゃなかったんだ。ずっと、プロポーズのタイミングを窺ってた」

　彼のことだから誕生日プレゼントは用意してくれていると想像していたが、まさか本当にプロポーズされるなんて思ってもみなかった。

「指輪、嵌めていいか？」

「う、うんっ」

　感動で胸が詰まり、目の奧がじんと熱くなった。大好きな彼にプロポーズされ、感情が堰を切ったように溢れだす。気を抜けば号泣してしまいそうだった。けれど悠人の前でマスカラが取れてぐちゃぐちゃな顔になるのは絶対にいやだ。ぐっと唇を引き結んだ涙をこらえたみちるの顔は、ブスに違いない。それでも彼は可愛いと言ってくれるのだが。

　左手を取られ、ダイアモンドのついた指輪が薬指に嵌められた。

　サイズはぴったりだった。

「綺麗」

　左手を掲げて、うっとりと指輪を見ていると、従業員が「当店からのお祝いでございます」とケーキをテーブルに持ってきた。

「ありがとうございます」

　店員に頼み、スマートフォンで写真を撮ってもらった。写真を悠人にもメッセージアプリで送り、自分の左手を見つめてはにやにやしてしまう。いつかは来るであろう未来だと想像はしていた。ただ、それが現実になるのだと思うと、込み上げてくる喜びをこらえきれない。

「悠人……嬉しい、ありがとう。これからもよろしくね」

「こちらこそ、よろしく」

　彼との付き合いに若干の懸念はあるものの、みちるにとって結婚したいと思える相手は悠人しかいない。プロポーズを受け入れるのも当然だった。

　二十一時近くになってもＪＲ線は混雑している。花束が押しつぶされるのがいやで、店の前にタクシーを呼んだ。

　みちるは、タクシーの中で隣に座る悠人にもたれかかる。仕事終わりの彼の匂いがすると、下腹部が甘く疼くような感覚がしてくる。会話はなかったが、みちるがそっと悠人の手を握ると、その手を握り返された。彼が自分と同じ気持ちを抱いてくれているかのようで嬉しかった。

　みちるが悠人と暮らしている六階建てのマンションはファミリー層も多く住んでいる。

　子どもができれば別だが、結婚しても生活はそう変わらないだろう。

「ただいま～」

　玄関に入ると、みちるは早速とばかりに花束の包装を解いた。根元を軽くカットして、花瓶に生けて玄関先に置く。

「着替えてくるな」

「うん」

　みちるは時計を見て青ざめる。すでに二十一時を過ぎているではないか。明日は平日で、自分も悠人も仕事だ。

（急がないと悠人とエッチする時間がなくなっちゃう……っ！）

　これから洗濯機の準備をして、明日の朝ご飯の準備もしなければ。そして風呂での全身のケアも欠かせない。風呂から上がる頃には一時間は経っているだろう。

「悠人、先にお風呂入っていいよ」

　スーツから部屋着に着替えた悠人は、洗濯機に入れるワイシャツを手にしてリビングに戻ってきた。

「みちるは？」

「私は時間がかかるから、あとで大丈夫」

「わかった。お湯溜めておくから」

「うん、ありがとう」

　悠人がバスルームへ姿を消すと、みちるは大急ぎで準備を始めた。洗濯機に洗剤をセットし予約をする。そして米をとぎ、朝六時頃にご飯が炊けるようにスイッチを入れた。

　寝室に入ると、悠人が取り込んで畳んでおいてくれた洗濯物を片付ける。

　あらかじめエアコンのスイッチを入れてくれていたようで、室内は涼しかった。

　一緒に暮らしていても、自分のものは自分で片付ける、が基本である。ブラウスをハンガーにかけてクローゼットにしまい、スカートは畳んでくれたまま引き出しにしまう。

（あとはパンツとブラと……）

　彼はシャイなところがあるので、みちるの下着には決して触れない。どうやらキャミソールも下着だと思っているようで、ショーツとブラジャーを隠すようにしてベッドの上に置いてあった。

　毎日、キャミソールに隠されている下着を見ては、彼を可愛いと思ってしまうのだから、みちるの想いは重症である。ニヤニヤしつつも、それらを丁寧に畳んで形が崩れないように引き出しに入れていく。

　ほんの十分程度で悠人がバスルームから出てくる。みちるのためにバスタブに湯を溜めてくれるが、彼は暑いらしく、夏場は風呂に浸からない。

「風呂空いた。入れば？　そろそろお湯も溜まると思う」

「あ、うん。入ってくる」

　入れ違いにみちるも風呂を済ませた。むくんだ足のマッサージをして、触れ心地が悪くならないように肌のケアを終える。

　すべて終わらせて風呂を出る頃には二十二時半を過ぎていた。

「悠人、今日の嬉しかったよ。ありがとう」

　みちるは、リビングのソファーに座りテレビを観ていた悠人の隣に腰かけた。彼の手を取りきゅっと握りしめると、頭ごと引き寄せられる。

「俺も。みちると夫婦になるのが楽しみだ。お互いの親に挨拶ってのも今さらだが、報告はちゃんとして、それからいろいろと決めていこうな」

　みちるも悠人も家族は都内に住んでいる。月に何度かは互いの家族に「ご飯を食べに来なさい」と呼びだされるため、実家に帰る頻度はかなり高い。結婚の報告をしても、ようやくか、と思われるくらいだろう。

「うん。ねぇ『娘さんを俺にください』っていうのやるの？」

「やってほしいのか？」

「やってほしいよ……嬉しいもん」

　みちるは彼の腕の中で身動ぐと、悠人の膝の上に乗っかった。

「みちるが喜んでくれるなら、やる」

「悠人……悠人、大好き。ずっと一緒にいてね」

　彼の逞しい胸板に胸を押しつけ、頬に口づける。

　ちゅ、ちゅっと音を立てて、頬から首筋にキスをした。

「こら、くすぐったいって……っ」

　くすぐったいと言いながらも、腰を支える彼の手が妖しく動き始める。みちるの背中から腰の括れを撫で、臀部に触れられる。

「だって、ちゅーしたい」

　みちるがキスをしながら腰をくねらせると、足の間にあたる彼のものはすっかり大きくなっていた。身体を捩るたびに昂る雄がパジャマ越しにあたり、興奮が高まってくる。

（早くほしいな……このまま挿れてくれてもいいんだけど）

　みちるは、自身の性欲がだいぶ強いと理解している。彼に同じだけの欲を求めて引かれるのはごめんだ。だが、年々増していくもどかしさに、感情が溢れそうになる。特に今日はプロポーズをされ、気持ちが高揚している分、抑えられない。

（前戯とかいらないから、早く中を突いて、擦ってほしい）

　絶対に彼はそんな性急な真似をしないとわかっているが、心の中で願ってしまう。強引に、もっと乱暴に奪われたいと。みちるは彼と付き合ってから、常にそんな欲求を抱えていた。暴力はいやだけれど、優しいだけのセックスじゃ足りないのだ。

（でも、そんなの言えるはずないし）

　誘うようにみちるが軽く腰を揺らすと、滾った陰茎がますます大きく膨れ上がり、悠人が穿いているスウェットを押し上げた。

「……っん、ベッドに行こう」

「うん」

　ここまで誘って、ようやくその気になってくれたらしい。

　悠人は艶めかしい息を吐きながら、みちるの身体を抱えて寝室のドアを開けた。ベッドに寝かされると、手早く服を脱がされる。

　唇へのキスから始まり、全身に甘く口づけられた。

　手のひらを取られ指を一本ずつ口に含まれた。肩や腕を通り、胸を念入りに舐められ、ふくらはぎや太腿の付け根まで、余すところなく舌が這う。

　悠人の唾液で肌がべたつき、特に念入りに愛撫された秘所は、シーツにしみを作るほどの愛液にまみれていた。触れていない部分などないくらい、手と舌で全身を丁寧に愛撫されて、みちるはすでに息も絶え絶えの状態だった。

（もう無理……無理……挿れてよ～っ！）

　挿入に至る頃には何度も達かされ、一時間も二時間も経っていることが普通で、みちるはこのもどかしさに毎回耐えねばならなかった。

（今日は……何回達ったんだろう……やば、寝ちゃいそう）

　彼のものがようやく身体に埋められ、力強く脈動する肉茎が緩やかに動かされた。挿入はいつもゆっくりで、愛撫で蕩けきった身体には苦しいくらいに焦れったい。

「も……もう、いいよ……いっぱい、動いて」

「だめ。痛くしたくないんだよ」

　宥めるように額に口づけられた。そう言われてしまうと、彼の厚意を受け取るしかない。

　悠人は、いつだってみちるの身体を労ってくれる優し過ぎる人だ。彼はみちるに覆い被さりながら、徐々にその動きを速めていく。

「あぁ、んっ」

「みちる……可愛い」

　エアコンの効いた室内は寒いほどなのに、ベッドで絡み合う二人の身体には汗がびっしょりと浮かんでいた。

　何度も体位を変えながら愛撫されたため、シーツはぐちゃぐちゃに乱れ、毛布はベッドの横に落ちている。室内には淫らな息遣いと腰を打ちつける肌の音だけが響いた。

「もう、出そうだ」

　荒く息をついた悠人が腰を震わせた。彼の汗がぽたぽたと胸元に滴り落ちる。彼の腰の動きがよりいっそう激しさを増す。腰を押し回しながら違った角度で蜜襞を穿たれると、頭の奥に靄がかかったようになにも考えられなくなる。

「あ、あっ……気持ちい……私も、もう……っ」

　愛しく思う人との行為はいつだってみちるに充足感を与えてくれる。彼の体液も、汗すらも、不快には思わない。

「あぁ……っ」

　汗ばんだ手のひらで腿を持ち上げられて、先ほどよりも奧を穿たれる。

（あ～それ、すっごく気持ちいい……っ、もっと、ぐりぐりしてほしい、また達けそう）

　媚肉を削り取るような動きで腰を動かされると、強烈な快感が幾度となく押し寄せてくる。みちるは甘ったるい声を出し、彼の耳元で喘いだ。

「気持ち、い……悠人、悠人……好き」

「みちる、もう……っ、出すぞ」

　悠人は眉間を寄せながら苦しそうに顔を歪め、息を詰めた。ぶるりと彼の腰が震えて、素早い腰の動きが緩やかになる。

「あっ……はぁ、はっ」

　みちるは彼の精を避妊具越しに受け止め、強張った全身から力を抜いた。ぼんやりと自室の天井を見ていると、案じるような視線が向けられる。

「身体、辛くなかったか？」

　気遣わしげな声をかけられて、頷いた。

（やっぱり足りない。もう一回したい……ううん、あと二回……）

　けれど、すでに深夜を回っていると考えると無理だ。たとえ時間が早くとも悠人とのセックスはいつだって一回だけなのだが。

（あ～もう、まだムラムラする）

　悠人とのセックスの相性は非常によかった。

　軽く擦られるだけでも恍惚とした心地好さに満たされる。悠人が上手いのもあるが、自分と彼の形がぴったりとフィットしているようで、いつも挿れられただけで達してしまう。

　だからよけいにみちるの性欲が収まらないのだ。気持ち良過ぎて、ずっとこの快感に浸っていたくて、何度達しても物足りない。

（ほとんど毎日エッチしてるのに、悠人を思い出して一人エッチするとか虚し過ぎる）

　けれど、そうしなければ我慢ができない。どうしてこんなに性欲が強いのだろう。みちるはため息をこらえて、ふたたび疼き始める身体をなんとか抑えようとする。

　しかし、中を埋め尽くしていた巨大な肉塊がゆっくりと出ていく感覚に包まれると、熱を持ったままの身体が昂り、ねだるような声が漏れてしまう。

「あ、んっ」

　数度達したものの、ふたたび達する寸前でそこに至れなかった身体はひどく敏感だ。硬い状態を保ったままの陰茎で蜜襞を擦られる心地好さに腰がびくりと跳ねる。

　だが彼は、みちるの反応を痛みと捉えたのか、さらに気遣うような視線を向けてきた。

「悪い。痛かったか？」

　へにょりと下がった眉はひどく申し訳なさそうで、みちるは後ろめたさを覚えた。セックスの気持ち良さを思い出して、興奮していただけなのに。

「う、ううん……違うの。平気、だから」

　身体の奥に灯った熱はくすぶったまま消えてくれない。だが、優しい彼はこれ以上続きをしようとはしないだろう。みちるも、もう一度してとは言えなかった。

（付き合ったばかりの頃に打ち明ければよかったけど……いつもムラムラしてるなんて言ったら引かれてただろうし、今こうしていられなかったかもしれないよね）

　悠人との結婚に躊躇いはないし、セックスの質には満足している。けれどみちるは、常に自分の性欲を持て余している。つまり、もっと彼に頑張ってほしいのだ。

（一回じゃ全然、まったく足りない！）

　悠人は性欲がそこまで強くないのか、一度身体を重ねれば満足しているようだった。一度達しても萎えていないのに、睡眠欲に抗えないのかなんなのか、みちるを抱き締めたまま眠ってしまう。

　だからみちるは、すっきりした彼の隣で常に物足りなさを感じている状態だ。仕方なく彼がいないところで一人慰めるしか、欲求不満を解消する方法はない。

（どんなに可愛くおねだりしても、誘われてくれないんだもん……どうすればいいの）

　三回とは言わない。せめて二回。そう思っていても、物足りないなどと打ち明けられるはずもなく、おねだりも失敗に終わっている。

　おそらく結婚したとしてもそれは変わらないだろう。回数は増えるどころか、年数を重ねれば減る可能性だってあるのではないか。

　身体を重ねるだけが愛情を確かめる方法ではないとわかってはいるが、そもそも好意を持った相手に対して性欲を抱くのは本能である。それに抗うのは簡単ではない。

（物足りないとか、もっと激しくしてもいいとか……それを言って前と同じことになったら）

　頭の中に〝清楚系ビッチ〟という言葉が浮かび、みちるはぎゅっと唇を噛みしめた。ため息を押し隠し、悠人の背中から手を離す。

　悠人はみちるが離れたタイミングで屹立したものから避妊具を外し、ゴミ箱へと捨てる。

　自分から手を離したくせに、悠人の身体が離れていくと寂しさに襲われる。みちるは避妊具の処理を終えた悠人の腕を掴んで、甘えるように頬を擦り寄せた。

「どうした？」

「くっつきたい、だめ？」

　甘えてねだるような声で言った。すると小さく笑われる。仕方がないな、そんなふうに髪を撫でられるのが好きだ。

「だめじゃない」

　賢者タイムに触れられるのを厭う男性も多いと聞くし、みちるの前の彼氏がまんまそのタイプだったが、悠人はむしろセックスのあとも甘く、肌を触れあわせているのが好きなようだった。

（そういうところも、好き）

　彼の腕にぎゅうっと抱きつき、顔を上げてキスをねだる。頬に軽く触れた唇がちゅっと軽い音を立てて離れていく。

「可愛い」

　心底愛おしいといった様子で後頭部を押さえられて、逞しい胸元に引き寄せられた。顔が埋まり、二人でベッドに倒れ込む。

　悠人のキスはやまず、額や頬、唇に何度も啄むように口づけられる。このままの流れで二度目のセックスに持ち込めるのではないだろうか、と考えていたときもあった。

　だって、足にあたる彼のものはまだ昂ったままなのだから。

　みちるが「もう一度」と誘おうと口を開きかけたそのとき。〝清楚系ビッチ〟と呼ばれた過去をふいに思い出してしまった。




　──おとなしそうな顔して、かなりのビッチだよな、お前。そういうの〝清楚系ビッチ〟って言うんだっけ。




　高校時代の元恋人である充みつるにかけられた言葉が脳裏に蘇ると、抑えきれない苛立ちと不安に襲われる。

　充は高校の同級生で、クラスの中心的存在だった。リーダーシップに優れ、巧みな話術で人を惹きつける人だった。

　あの頃は、引っ張っていってくれる男らしいタイプに女子たちは憧れた。たくさんの女子が充に交際を申し込む中、彼から告白されたときは優越感があったのだ。みちるは好きという感情がわからないまま充と交際に至った。そして、身体を重ねたのも早かった。

　行為に慣れない状態での挿入は痛みを伴った。気持ち良さなんて欠片もない。けれどみちるは、性欲だけは人一倍強かった。

　だから、頼んだのだ。充が気持ち良くなるように、自分も気持ち良くなりたいのだと。こういうふうにしてくれたら濡れるからと、彼の前で自慰をして見せた。こうすれば感じるし、自分も気持ちいいのだと彼に知ってほしくて。

　次からはもう少し前戯をしてもらえないかと。一人だけで楽しむのではなく、一緒に楽しみたいのだと充に頼んだのだ。バカだった。

（ほんとあの頃の私はアホ過ぎる。若かったし、頭の中、エッチなことでいっぱいだったし。いや、今でも変わらないけど）

　今思えば、充が下手だっただけの話なのだ。実際、悠人とは相性がよく、なにをされても気持ちがいいのだから。

　ただ、充の男心を傷つけるつもりは欠片もなくとも、言葉が足りなかったのは否めない。

　暗に下手だと言われた充は激高し、

『おとなしそうな顔して、かなりのビッチだよな、お前。そういうの〝清楚系ビッチ〟って言うんだっけ。俺、そういう女、無理』

　そう言って彼はみちるを手酷く振ると、友人らにみちるとのセックスについて話して聞かせたのだ。

　みちるは男に行為をねだるビッチだと。誰にでも足を開く女で、自分は騙されたと。

　彼はみちるの乳房の形、膣の具合に至るまで詳細に語った。当然、一人エッチのこともだ。そこで殊勝な態度を取り、泣きながら「やめて」と恥ずかしがるような性格だったならば、充の溜飲も下がったのかもしれないが、残念ながらみちるは勝ち気な性格で「エロくてなにが悪い」と開き直った。

　すると、状況はさらに悪化していった。

　みちるの清楚系ビッチ説は瞬く間に学校中に広まり、男子生徒だけではなく、ときには先生からも、誘ったら誰にでも足を開く女と見られるようになってしまった。女友達は離れていき、身体狙いの男しか近づいてこなくなった。

（あの野郎……今思い出しても腹が立つ！）

　たしかにみちるは性欲が強い。けれどどうして、性欲が強い＝不特定多数と遊んでいる、になるのか。みちるは恋人とたくさん触れあいたかっただけなのに。互いに高め合えた方がいいに決まっているではないか。

　高校時代「やらせてくれ」と頼まれた回数は片手では数え切れない。教師からも先輩からも同級生からも誘われた。無視をし続けていたが、どこで連絡先を知ったのかメッセージアプリでオナニー動画を送りつけてくる男もいたくらいだ。気持ちが悪くて不快だった。

　それでも無視をし続け、高校を卒業した。卒業式の日、家に帰るなり、あまりの安堵でぼろぼろと涙がこぼれた。悔しかったし、本当は、ずっと、ずっと苦しかった。

　みちるはただ、恋人にセックスの際に前戯をしてほしいと頼んだだけだ。見知らぬ男から性的搾取され、傷つかないわけがない。必死に虚勢を張って、負けるものかと必死に立っていたが、肩肘張った生活は辛かった。

　私がなにをしたの？

　そんなにいけないことだったの？

　そう、充を問い質したかった。

　毎日、学校に行くのが怖かった。もしかしたら、誰かも知らない相手に突然襲われるのではないかと、背後を気にするようになった。スマートフォンがメッセージを受信するたびに、また知らない相手からではないかと、怖くて開けなかった。

　悔しくて、悲しくて、充の本性を見抜けなかったバカな自分に対して涙が溢れた。けれど、怒りよりも恐怖が勝っているなんて知られたくなかったから、卒業まで必死に耐えた。

（もし……悠人が、充と同じように思ったら？）

　悠人があの最低な男と同じであるはずがない。そう思っていても、不安は消えない。もし同じ状況に陥ったら、二度目はあのときのように開き直れる自信もなかった。悠人への恋愛感情は、充なんかよりもずっと深く重い。だから失いたくないと思ってしまう。

　自分の性欲をコントロールすればいいだけ。今まで隠し続けて、上手くいっていたのだ。わざわざ打ち明ける必要もない。

　悠人に嫌われるような行動は絶対に取りたくない。だから、彼と出会ってから今まで、本性を悟られないように注意し続けてきた。

　決して、肉食系女子だと、男よりも性欲があるなんて思われないように。清楚で純情でおとなしくて、そんな見た目のイメージのままでいるように振る舞ってきた。

　もう二度と〝ビッチ〟などと呼ばれないように。あんな恐怖を味わわなくていいように。

　おとなしくて従順な自分を好きになってくれた彼に、本当はかなり性欲が強いのでもっと激しいセックスがしたい、などと言ったら、仰天どころではないだろうから。

　結果、今日のプロポーズに至るまで、なにも話せないままだ。

（悠人には、ちゃんと話そうっていつも思うんだけど）

　もともと、学部の違う彼とは知り合いではなかった。

　電車の中、目の前に立っていた悠人に、みちるは一目惚れしたのだ。

　性格が悪くともこれだけ顔が良ければ許されるだろう、と思うほど、彼は整った顔立ちをしていた。彼の顔ならば、たとえ一日中見ていたとしても飽きない。

　くっきりとした二重まぶたに長いまつげ、真っ直ぐに通った鼻筋。少し硬そうな黒髪。高い背も、すべてがみちるの好みだった。

　美形に違いないのに、彼の纏う高潔な雰囲気のせいか遊んでいそうな印象はまったくない。そんなところも好ましかった。

　あまり話す方ではないのか、時折友人たちの話に相槌を打ち、周りが爆笑している中、彼は少しだけ口角を上げて笑っていた。

　あまりにじっと見ていたからか、一緒にいた友人がこちらを見て笑いかけてくる。それなのに、彼はみちるに一瞥もくれなかった。

　電車内で友人たちとの会話をこっそり盗み聞きした結果、同じ大学だと知った。

　さらに恋人はいないという情報を掴んだみちるは、絶対に落としてやると意気込み、アプローチに出る……ところで踏みとどまったのだ。

　初めてとも言える胸のときめきに心が弾み、すぐさま行動に移ろうとしたが、これでは〝清楚系ビッチ〟再来である。

（肉食女子なんて絶対だめでしょ。またビッチなんて噂が立ったら卒業まで地獄だし。でもそうこうしているうちに、ほかの女の子に取られちゃうかもしれない……それは絶対にいや！）

　彼がモテることは想像に難くない。知り合いでもない自分が彼と交際できる可能性はかなり低いだろう。

　高校時代の自分ならば即行動に出ていたはずだが、失敗は繰り返さない主義だ。

　積極的なアプローチはいけない。ならばどうするか。

　ある日、みちるは、財布の中からすべての千円札を抜き取り、鞄のポーチに移しておいた。学食の券売機は一万円札が使えない。電子マネー決済が利用できるが、みちるは現金派だった。

　彼の姿を捜し、見つけたところで『私、困っています』という雰囲気を醸しだした。友人を探すような視線を周囲に向けながら、券売機との間を行ったり来たりする。悠人以外の男からの視線がちらちらと向けられる。だが、話しかけてきそうな男は無視し、彼の視線がこちらに向くのを待った。

（よしっ、かかった！）

　彼の目がみちるを捉えた。話しかけようかどうしようか迷っている様子だったが『早く来い』と念じていると、ややあって声をかけられた。

『どうかしたのか？』

　ガッツポーズをしそうになるのを我慢して、かすかなため息交じりで答える。

『あ、いえ……あの、一万円札を両替するの、忘れちゃって』

　彼は『あぁ』と頷き、みちるになんの興味もないといった表情で淡々と口に出した。

『券売機、電子マネー使えるけど』

『すみません、電子マネーを使ったことがないんです』

　すると、彼は仕方がないなといった様子で嘆息し、財布から千円札を抜き出し、券売機に入れた。

『どれにする？』

『いいんですかっ？　ありがとうございます。あの、後日お金はちゃんと返します』

　当然、彼に奢ってもらうつもりなどない。最初から男に奢らせるつもりの厚顔無恥な女を好きになる男がどこにいる。

『いや、べつにいいよ。数百円だし』

『いえ、絶対に返します』

　これで彼との繋がりを持てた。今日はそれだけでいい。

　みちるは、彼が少しでも可愛いと思ってくれるように頬の筋肉に力を入れて、唇に弧を描く。この美少女顔を作るのは意外と大変なのだ。

　ほんの少しだけ、彼の耳が赤くなる。みちるは心の中で「よし！」と三回言った。

　後日、彼の居場所を突き止め、お金を返しに行った。彼は驚いたような顔をして、そのときに名前を教えてもらった。

　それから、悠人とすれ違うたびに挨拶をした。挨拶は人付き合いの基本である。『おはよう』『こんにちは』『ありがとう』『さようなら』と挨拶をされて不快に思う人はいない。

　彼が男友達と一緒にいても、みちるは悠人にだけ挨拶をした。自分の気持ちに気づいてくれるように。ほかの誰でもなくあなただけが特別だとわかってもらえるように。

　しかし、そうして数ヶ月挨拶を続けても、彼はまったくみちるの気持ちに気づかなかったのだ。彼の友人でさえ、みちるの視線に気づき、それとなく二人になれるように誘導してくれていたというのに。

（どんだけ鈍いの！　そういうところも好きだけど！）

　ただ待つ、ということが苦手なみちるは我慢の限界で、結局、彼が一人でいるところに突撃し「好き」と可愛く告げて、運良く交際に至った──のだが。

　付き合ってから六年経った今では、徐々に素を見せることには成功している。だが、六年経ってもエッチが大好きですとは打ち明けられなかったのだ。

「ね、悠人……これ、平気なの？」

　みちるは彼の胸に顔を埋め、滾ったままの悠人のものにそろそろと手を伸ばした。

「あぁ、平気。そのうち収まるから」

　しかし、当然のごとく断られてしまう。そのたびにため息が漏れそうになるのをこらえて、どうすればその気になってくれるのかを必死に考えている。

「私は……まだしてもいいよ？　悠人に我慢してほしくないし」

　上を向いた陰茎に手を伸ばす。つるりとした丸い亀頭を指先で撫でると、精液の残滓が先端から溢れてくる。

「は……っ」

　悠人の口から艶めかしい息遣いが漏れて、みちるはますます興奮してしまう。陰茎に舌を這わせ、陰嚢を口に含んで舐めしゃぶったら、どれだけの反応を見せてくれるだろう。

（悠人は、私にフェラもさせないよね）

　みちるにそんなことはさせられない、とでも思っているのだろうか。舐めてくれと言われたなら、自分から行動もできるというのに。

（押し倒したい……）

　彼に余裕をなくさせもう一戦に持ち込みたい。だが、恥じらうふりをするしかないのが焦れったくて仕方がない。

（エッチさせてよ！）

　悠人の熱い昂りに触れていると、蜜襞を擦り上げられる感覚を思い出してしまい、ぞくりと肌が震えた。

「……っ、ん」

　もう一度触れてほしい。抱かれたい。みちるは色香を含んだ吐息を漏らした。その瞬間、手のひらにある彼のものがびくんと脈打つ。下半身はこんなに反応していて、みちるの中に入りたがっているというのに。

（なんでだめなの？）

　それほどまでに眠いのか。気持ちが満たされているから必要がないのか。どうしてこんなに大きくなっているのに、セックスできないのか、みちるにはさっぱりわからない。

　足りない、と口に出しかけては〝清楚系ビッチ〟という言葉を思い出してしまい、二の足を踏んでしまう。

「こら、触るなよ。出さなきゃ治まらなくなる」

　悠人は陰茎を握りしめるみちるの手に、自分の手を重ねてそっと外した。流されてそのままもう一戦持ち込む作戦は、今日も失敗だ。

「でも……これ、辛くない？　私なら……」

「いいよ。みちるに無理をさせたくない」

　みちるをぴしゃりと拒絶した悠人は、性欲を振り払うように目を瞑り、眠ろうとする。無理じゃないとみちるが言っても、おそらく聞き入れてはくれないだろう。結婚に迷いはないのに、時々、悠人の気持ちがわからなくなる。だから不安なのだ。

「悠人のそういう優しいところ、大好きだよ」

　諦めきれなかったみちるは、悠人の腕に絡みつき、豊満な胸を押し当てた。

　柔らかな乳房の感触に驚いたのか、悠人が一瞬、腕を引くような動作を見せた。そしてぐっと耐えるように唇を真一文字に結び、深く息を吐きだす。

「俺も、みちるが好きだよ」

　好きだと言いながらも、悠人はみちるを優しく抱き締めるだけ。

　ぐいぐいと胸を押しつけると、足にあたる悠人の肉棒がはち切れんばかりに硬くなっていく。みちるは逞しい腕に乳首を擦りつけながら、甘ったるく息を漏らす。

「ん……っ」

　甘ったるい喘ぎ声が漏れた。

　それでも構わず、彼の腕に乳首を擦りつけ、夢中になって動かす。彼はみちるの狙いなど知らない。みちるがぎゅうぎゅうと腕に抱きついているとしか思わないだろう。

　発情し赤らんだ顔を見せつけるように上げると、彼もまた熱に浮かされたような顔をしていた。そうして、さりげなく誘うくらいしかみちるにできることはなかった。

（だって、悠人に〝ビッチ〟って思われたら、生きていけない）

　充と別れたときには感じなかった焦りが、みちるを臆病にする。

　悠人と長く付き合えば付き合うほど、この人しかいないと思うようになった。付き合って六年。結婚だって決まった。

　結婚相手は悠人しか考えられない。つまり、みちるはもう一生、悠人としかセックスしないのだ。だからこそ、この不満をどうにか解消できないかと日々悩んでいる。

「好き……悠人、好き」

　みちるは彼の太ももに足を絡ませて、腰をかすかに揺らし、陰茎を擦る。耳元で聞こえる彼の吐息が次第に荒くなっていった。

「あ、はぁっ……み、ちるっ！　それ以上くっつかれると、まずいんだって！」

　悠人は、みちるがわざとやっているとは微塵も思わないのか、焦ったように腕を突っ張り距離を取った。なにかを耐えるように眉を寄せ、苦しそうに息を吐きだす。彼の目は欲情を孕んでいる。けれど、気持ちが凪いでいるのか、淡々と言葉を続けた。

「ほら、もう寝よう。明日も早いし。おやすみ」

　彼の股間はすでに臨戦状態に入っているというのに、それがもらえないなんて。

「おやすみ……」

　悠人に背中を向けられてしまい、ため息を呑み込んだ。しばらくすると彼の寝息が聞こえてくる。

　みちるは身体の疼きが収まらず、そろそろと足の間に手を伸ばした。下着の中に手を入れて、陰唇をそっとなぞる。すでにそこは乾いていたが、指で触れるだけで音が立つほどに新たな愛液が溢れてきた。

　くちゅ、ぬちゅ。隣で眠る彼を窺いながら、指の動きを速めて、達することだけを考える。指の腹でクリトリスを刺激し、蜜壺の浅い部分を擦り上げた。

「……ぅっん！　はぁ、はっ、はっ……ん」

　びくんと腰が波打ち、呆気なく高みへ上り詰めた。それでも物足りず、絶頂感が収まった頃にふたたび指を動かす。ショーツは愛液にまみれてぐっしょりと濡れており、パジャマにまで染みている。が、自分の指では悠人に抱かれているときほどの快感を得られない。

（ぜんっぜん、足りない……っ。あぁ、もう……達く達く……っ）

　二度、三度と達して、身体の力を抜く。物足りなさはまだまだあるものの、ようやく眠気がやって来た。みちるは枕元に置いたスマートフォンを手に取った。寝る前についつい見てしまうのはアダルトショップのサイトだ。

（指じゃ届かないなら、悠人のちんちんに近いサイズのディルドでも買おうかな……お～ビッグサイズもある）

　ホームページで検索すると、なんともリアルな男性器のディルドがいくつもあった。赤黒い亀頭や浮きでた血管、それに陰嚢までもが再現されている。しかもバイブレーション機能付き。これならば、と購入ボタンを押しかけて、はたと指を止める。

（いやいや、こんなの買ってるのが悠人にバレたら、ビッチどころじゃないでしょ！　こんな大きいのどこに隠しておくの！）

　毎日毎日苦しめられるこの強過ぎる性欲に頭がおかしくなりそうだ。悠人が二回、三回とセックスに付き合ってくれたならすべて解決するのに。

（今日だってあんなに誘ってもだめだったもんね。悠人ってもしかして、私とするの、あまり好きじゃないのかな？　そういえば……エッチに誘うの、私ばっかりじゃない？）

　みちるが腕にくっついたり、抱きついたりして、その流れでセックスに持ち込むのがいつものパターンだ。

　けれど、二人で部屋にいても、悠人からセックスに誘われたことはない気がする。付き合って六年。たぶん一度も。

（いや……気のせいだよ。一回くらいはあるでしょ。この間は、その前……あれ？　やっぱり……一度もない？）

　みちるは衝撃を受け、動揺する。

　二人でいるときは常にくっついているから、そこからベッドに持ち込むのはそう難しくない。ほぼ毎日身体を重ねているし、どちらから誘うかなど大した問題ではないと、回数ばかり気にしていたが、それ以前の問題ではないか。

（悠人って、実はそんなに性欲がない!?　もしくは私とのエッチに飽きてきてる!?　エッチの内容がマンネリ化してるのかな!?　え、待って。それってセックスレスまっしぐらじゃないっ!?）

　もともと悠人にそこまでの性欲がなかったとしたら、結婚し妊娠や出産を機にセックスレスになる可能性が高いのではないだろうか。今はまだみちるのお誘いに一度は応えてくれているが、いつ拒絶される日が来るか。

　もっと悠人をムラムラさせて、みちるをほしいと思ってもらわなければ。どうすればもっと彼をその気にさせられるだろう。

（家でばっかりエッチするのがいけないのかな。たまには雰囲気を変えてラブホでも行ってみる？　おもちゃを使ってみるのもいいかもしれないけど）

　というか、そもそも自分から悠人をラブホに誘うのは、非常にハードルが高い。おもちゃなんてさらにだ。おもちゃを用意して「これを使って」とねだれるくらいなら、とっくに「セックスが大好きだからもっとしたい」と打ち明けられている。

（盛り過ぎなのかなぁ。二日くらい開ければ、悠人から押し倒してくれる？　でも、生理中ですらムラムラしてる私が我慢できるわけないし……）

　ほぼ毎日のように身体を重ねるのは、悠人にとっては多かったのだろうか。若いカップルなら普通だと思っていたが、性欲の強さは人による。

　みちるの誘いにも本当は渋々応えてくれているだけだとしたら。毎日のセックスに疲れて果てているから、二度目のお誘いは拒絶されるのかもしれない。

（セックスレスになるのはいや！　誰か私に悠人をその気にさせる方法とマンネリ解消方法を教えて～っ！）

　考え事をしていたせいで、性欲が霧散してくれたのはいいのだが、新たな問題が浮上した結果、みちるは眠れずに悶々とした時間を過ごすこととなった。







第二章 可愛過ぎる彼女からのお誘いに理性が持ちそうにないのだが








　大学に入学し三年目の春、悠人が友人である木き村むら豊ゆたかとキャンパスを歩いていると、突然足を止めた木村が右斜め前方に視線を向けながら顎をしゃくった。

「ほら、まただぞ」

「なんだよ」

　悠人は、意味不明な言葉を訝しみながら、木村の示す方向へ視線を向けた。

「あれ」

　そこには、つい先日、初めて話す機会を得た奥おく村むらみちるの姿があった。彼女が悠人のいる方へと歩いてくる。

　次のミスキャンパスに選ばれるだろうとまことしやかに囁かれている彼女は、それも納得してしまうほどの美しい容貌の女性である。

（やっぱりくっそ可愛いな！）

　艶やかな黒髪に、ぱっちりと大きい目と長いまつげが印象的で、肌は透き通るように白かった。

　腰は折れそうなほどに細く、どう見ても華奢な体つきをしているのに、丸く形のいい柔らかそうな乳房が目を引く。

　彼女の顔や胸をちらちらと見てしまうのは絶対に自分だけではないはずだ。触れてみたい、と男なら誰でも思うに決まっている。

　そして声はやや高く、話すと快活な印象を受けるのだと先日知った。

　おとなしそうな印象を周囲に持たせているが、彼女におどおどした雰囲気はいっさいなく、キャンパスを颯爽と歩く姿はいつも凛としていて綺麗だ。背中が丸まらず常に伸びているからかもしれない。

（可愛くて、清楚で初心っぽいって、男のツボを突きまくってるもんな）

　男が女のどんな仕草に惹かれるかを知っていてやっているとしたら、とんだ小悪魔だ。そこにわざとらしさはないから、単純な男は笑いかけられるだけでイチコロだろう。

（これでバレないところで遊びまくってるんならがっかりだけど。そういうわけじゃなさそうだしな）

　彼女に告白した男は次から次へと玉砕し、デートにさえこぎ着けられないらしい。中身までも清純だなんて。身持ちの良さも相まって、彼女の男からの評価はうなぎ登りである。

　悠人は、上目遣いで微笑むみちるの顔を思い出す。

　ふっくらとした唇を少しだけ前に出し、おねだりでもするように首を傾げる。そんな彼女の仕草にまんまと惹かれてしまっていた。

　キスをして舌を絡ませたらどんな声を上げるのだろう。彼女の中はどれほど気持ちいいのだろう。最近では、そんな想像ばかりしてしまう。

　口の中に溢れた生唾を飲み干し、腹の奥が熱くなるのをなんとかこらえると、遠くを歩いていたみちるが悠人に気づき手を振ってきた。

「梶原くん！」

　駆け足でこちらに来ると、思わず口づけたくなるような満面の笑みを浮かべる。

「おはよう～」

「おはよう、奥村さん」

「これから授業？」

「あぁ、奥村さんも？」

「うん。でもご飯食べたあとだから眠くって」

　みちるは手のひらを口に当てて、ふわりとあくびを漏らす。あざといと言えるその仕草にさえ、むしろくらくらする。たまらなく可愛い。

　口は小さく、めいっぱい開けても五センチほど。もし自分のものをしゃぶらせたら、先端しか舐められないのではと考えてしまい、さすがにドン引いた。

（俺がそんなふうに見てるって、知りもしないんだろうな。つうか、隙があり過ぎだろう。男にあくびしてる姿なんて見せるなよ）

　悠人がそんなふうに考えていることなどみちるは露ほども気づかないまま、二言、三言言葉を交わす。そしてみちるは手を振り、去っていった。

「なぁ、気づいてるだろ？」

　自分たちのやりとりを黙ってみていた木村がぼそりと口に出す。

「なにに？」

「なににって本気で言ってる？　奥村さんさ、お前に惚れてるだろ、絶対」

「は？　まさか」

　みちるの態度は悠人を特別に想っているからではなく、単純に自分を可愛く見せる術に長けているだけだ。誰に対しても同じだろう。

　それに彼女はキャンパス中の高嶺の花である。みちるを恋人にしたい男はそこかしこにいる。かくいう悠人もその中の一人なのだが。話す機会に恵まれただけで、実際に悠人とみちるは友人ではない。みちるを助ける幸運を得たただの知り合いなのだから。

　彼女を初めて見たのは、通学途中の電車の中だ。みちるは悠人の斜め向かいに座っていた。まず外見に目を引かれて、綺麗な子だなと思った。おそらく窓の外を見ていただけだろうが、彼女の顔がこちらを向いた。咄嗟に視線を逸らしたのは、目が合えば一目惚れしてしまうとわかっていたからかもしれない。彼女の視界にわずかにでも入っていることに驚くほど緊張した。そのとき通りすがりＡでしかない自分は話すきっかけさえなかった。

　それが変わったのは、みちるが同じ大学の学生だと知ったときだ。

　悠人がカフェに向かっていると、券売機の近くで困っている様子の彼女を見かけた。

　普段なら絶対にしないのに、お節介を焼いてつい我先にと話しかけてしまったのは、自分と同じように近づきそうな男がたくさんいたからだ。

『どうかしたのか？』

　悠人が話しかけると、彼女は驚いた顔を見せた。

　きょとんと目を丸くした顔も可愛いかった。食事をしている姿を見たことはないが、この可愛い小さな口では食べるのも遅いに違いないと思った。

『あ、いえ……あの、一万円札を両替するの、忘れちゃって』

『券売機、電子マネー使えるけど』

　ついぶっきらぼうに言ってしまったのは、みちると話せて舞い上がっている自分を隠すためだ。

　悠人が券売機の下にある電子マネーのマークを指差すと、彼女はへにょりと眉を下げて、視線を落とした。責めているわけではないのに怖がらせてしまったかもしれないと慌てる。すると、彼女は申し訳なさそうに口にした。

『すみません、電子マネーを使ったことがないんです』

　これは自分が金を出さなければならない流れだ。

　普段だったら面倒だと思うところなのに、みちるが相手だとなにを言っても、どんな仕草も可愛く思えてならず、悠人は当然のように財布を出していた。

　これをきっかけに恋人になれたらと思っていたわけではないが、多少の下心があったのはたしかだ。

『どれにする？』

　そう聞くと、まん丸の目がさらに丸くなる。これが演技だとしても、金がほしくて騙されているのだとしてもべつにいいとさえ思った。たった数百円でみちるのいろいろな表情を見られるのだから、なんならまた金を出してもいい。

『いいんですかっ？　ありがとうございます。あの、後日お金はちゃんと返します』

『いや、べつにいいよ。数百円だし』

『いえ、絶対に返します』

　彼女は強く言い切った。流されやすそうに見えるのに、そうでもないらしい。意外に思いながらも、好感を持った。

　名前を聞かれて名乗ると、丁寧な所作で「ありがとうございました」と頭を下げられた。つむじが見えて、そこをついぐりぐり押したくなる。

　まさか触れるわけにもいかず、ぐっと拳を握りながら、みちるの背を見送った。

　それで終わるはずだったのに。なんと後日、みちるは律儀に金を返してきたのだ。しかも、お礼だと言ってラッピングされた菓子ももらった。

　それからというもの、目が合うと彼女が会釈をしてくれるようになった。すれ違うと挨拶をされるようになった。最近では、一言、二言、挨拶以外の言葉も交わすようになった。

　だが、たったそれだけのこと。

　挨拶などほかの友人とだってしているだろうし、当然、好きだと告白されたわけでもない。たしかにここ最近、みちるとよく目が合うなとは思うものの、それでイコール惚れていることにはならないだろう。

「まさかって……うわ、奥村さんが可哀想」

　木村が泣き真似をしながら言う。

「なんだそれ。むしろ彼女に失礼だろう。やめろよ、そういうの。俺と付き合ってるとか噂になったらどうするんだ。迷惑になるだろ」

　そうだったらどれだけ嬉しいだろう。

　そんな想いを隠しながら、不機嫌な顔を作って言った。

「えぇ～あんなにあからさまにアプローチされてんのに、それ？」

「アプローチって、今のはただの挨拶だろ」

　悠人が言うと、木村はなぜかものすごく呆れた顔でまじまじと悠人を見る。

「奥村さん、一度も俺の方は見てなかったぞ。悠人にだけ、挨拶してただろうよ。いいなぁ、彼女に好かれて。受け入れる気がないんなら代わってほしい」

　悠人にだけ、その言葉を強調するように言われると、彼女とのなんらかの関係を期待してしまうのを止められなくなった。

「そう……なのか？」

「一度そうだと思って奥村さんと話してみろよ」

「あ～まぁ、わかった」

　渋々、という体を崩さず答える。

　木村の言葉に乗せられるのは癪だったが、気づかせてくれた感謝もあった。意識して見るようになると、彼女の悠人に対しての態度はわかりやすいくらいだったから。

（これ絶対、俺のこと好きじゃん）

　みちるはいつだって悠人にだけ視線を合わせて、悠人にだけ微笑んだ。

　彼女は隣にいる木村には一瞥もくれなかった。むしろ今までそれに気づかなかった自分は、どれだけみちるに見蕩れていたのか。

　後日、木村から「どうだった？」と聞かれた。

　間違いなく好かれていると思う、そう言ってほしいのだろうが、これで違っていたら自分はただの痛い男ではないか。悠人は誤魔化すように「さぁな」と返した。

「奥村さんが、お前としか話さないって気づいたくせに」

「それは、まぁ」

「告白されたらどうするよ」

　木村のからかうような眼差しに目を細めて、考える。というか考えるまでもなかった。もしもみちるに告白されたら、悠人は衝動のまま首を縦に振るだろう。

（あの小さい口で「好き」って言われたら、それだけで勃ちそう）

　冷静であろうとしても、想像するだけで心が躍る。電車の中で一目見たときから、ずっと好意を抱いていた。白い肌にウサギのようにまん丸の目。

　一見すると大人しそうに、友人と声を立てて笑っているところも見る。その顔を自分に向けてはくれないかと何度も思った。

　真っ直ぐに伸びた黒髪が重く見えないのは髪質がさらさらだからか、それに触れて確かめてみたい。

　悠人は今日も彼女の後ろ姿を目で追いながら、あぁ行ってしまったと息を漏らした。

　触れたい、抱き締めたい。撫で回したい。いっそのこと自分から告白したい。両思いなのはほぼ確定しているのだ。恋人になったら、触り放題ではないか。

（……触り放題、か）

　けれど悠人には、どうしても二の足を踏んでしまう事情がある。恋人となって彼女に触れる権利を得たとしても、そのあとが問題だった。

「悠人ってモテるのに、なんで恋人作らねぇの？　もう何十人振ってるよ？」

　木村が悠人と同じようにみちるの背を見送り、ぽつりと言った。

　悠人はぎくりと肩を強張らせて木村を見据える。心臓がいやな音を立てて、過去の記憶が頭の中に流れ込んできた。

「べつに……ただ、気が乗らないってだけで」

　悠人の見た目に寄ってくる女性はたしかに多い。木村の言う通り、女性からの誘いもかなりあり、遊んでいると思われることもしばしばだ。

　高校時代はモテ過ぎて選び放題であることに多少天狗になっていた自覚もある。実際、告白してきた女子の中でひときわ可愛い子を選び、交際した。

　そのときは恋愛感情などなにもわからなかったが、女に触れてみたいという欲求のままに行動していた。悠人は男としての自信に満ちあふれていた。それが間違いだった。

「奥村さんが振られたら激震が走るだろうな～。つか、狙ってる男が大勢いるから、逆に喜ばれそうだけど」

「俺を好きかなんてまだわからないだろ」

　みちるの気持ちをほぼ確信しながらも、そう言って誤魔化したのは照れくささからだ。

「わかるって！　なに、そんなに気乗りしないわけ？　じゃあ断るにしてもさ、もし向こうからアプローチがあったら、一回くらいやっちゃえば？」

　そんなひどい真似をするわけがないだろう、と怒鳴りたくなる。そうしなかったのは、一昔前の自分もまた、女性からの誘いが引きも切らずな状況にうぬぼれ、木村のような考えでいたからだ。

　その〝やっちゃう〟ことこそが悠人にとって問題だった。だが、友人とはいえ、さすがにプライバシーに関わる問題のため口にするのは憚られる。

（なんでこんなサイズにしてくれたかね……まったく）

　悠人は何気なく友人の下半身に目を向けた。以前にサークルの合宿で見た木村のサイズは、通常状態でもそこまで大きくはなかった。勃起状態でもそれなりだろう。

　インターネットで調べたところによると、勃起時における日本人の平均サイズはおよそ１３．５センチ。亀頭の直径は３．５センチ、陰茎の直径は３．１センチらしい。

　とはいえ、完全に勃起した状態なのか半勃ち状態かでもサイズは変わると思うのだが、それでもこんなものなのかと愕然としたのを覚えている。

（自分のちんこに自信満々だったあの頃の俺に教えてやりたい……平均値が一番だって）

　悠人の男性器のサイズは、平均を優に上回る。

　フル勃起状態で測ったら十八センチもあった。亀頭の直径は五センチ近く。バナナではなく、かなり大きめのゴーヤサイズ。直径に至っては五百円玉よりもはるかに大きい。

　過去の自分は修学旅行などでも周囲から大きいと言われることがままあり、でかいことを誇らしく思っていたのだ。その頃は童貞だったけれど、このサイズなら女性を悦ばせられるのでは、と安易に考えていた。

（よがり声じゃない……痛みと恐怖で悲鳴を上げられるなんて思わないだろ、普通）

　悠人の脳裏に浮かぶのは、痛みで泣きじゃくる初めての彼女の姿。

　ただ、そのときに告白してきた中で一番可愛い子だったから。そんな理由で選んだ恋人。

　彼女とどんな話をしたか、どんな顔だったか、名前さえもあやふやなのに、あの悲鳴のような声だけはいつまで経っても忘れられない。

『痛いっ……無理、無理だってば！　あり得ないってそのサイズ！　もう二度とあんたとなんてエッチしたくない！』

　それまで悠人は、自分がモテることにかなりうぬぼれていたし、セックスなんて一度経験してしまえば、二度目三度目は楽勝に違いない、そう思っていた。

　だが、女性から本気の恐怖を見せられる居心地の悪さといったらなかった。まるで強姦魔にでもなったような気さえした。

　それ以来、悠人は女性と身体を重ねていない。単純に怖いのだ。女性の恐怖による声を聞くことが。また拒絶されることが。

　悠人は完全にセックスに対する自信を喪失してしまっていた。

（セックスするのが怖い、なんて言えるわけないしな）

　仮にみちるが自分を好きだとして、上手く恋人関係になっても、だ。

　彼女の引き締まった細い腰を思い出し、ため息が漏れる。華奢な彼女が自分のすべてを受け止められるはずがないのだ。怖がられて痛がられる。そんな未来が簡単に想像できた。

（俺のちんこ、絶対に根元まで入らないだろ、下手したら壊す）

　子宮を突き破りでもしたらどうしよう。怪我をさせてしまったら。

　そんなあり得ない状況を想像して、顔が引き攣った。

　もしもみちると上手くいき、セックスをするにしても、時間を置いて順序を経てからだ。

　挿入は半分……いや三分の一くらいにしておかなければならない。まずは軽いボディタッチで反応を見るくらいでちょうどいいだろう。

　けれど、可愛いみちるを前にしたら余裕でいられる自信がない。がっついて自分本位なセックスをしたら、彼女にまで〝二度とエッチしたくない〟と言われるかも。そんな想像をして悠人は頭を抱えたくなった。

（そうだ、やる前に一度抜いておけば……つか……気が逸り過ぎか……）

　告白されたわけでもないのにすっかり彼女と付き合う気満々でいるのは、久しく触れていない女性の身体への興味と、純粋にみちるの可愛さによるものだ。

　恋人になってそばにいてくれたら幸せだと思うのに、セックスしたいのにしたくないという矛盾な想いを抱えてしまう。

　彼女とどうなるかはわからないが、恋人になったとしても、絶対にあのときのような失敗はしない。悠人はそう決意する。

「悠人？」

　自分が黙り込んでしまったからだろう。横を歩く木村から心配そうに声をかけられた。

　いいな、お前は普通のちんこで──そんな思いで睨めつけると「悪かったよ」と木村が謝ってきた。自分の考えを見抜かれたのかと胸が跳ねる。

「お前……奥村さんのこと本気なんだな。俺、応援するから。付き合ったら教えてくれよ？」

「あぁ、ありがとう」

　他人にはわかってもらえない悩みではあるが、友人を妬むのは筋違いだ。悠人は木村に聞こえないようにため息を漏らし、歩みを進めたのだった。

　そして、みちるとの関係は、時々会話をするだけの知人のまま、季節は秋へ変わっていく。身体についての悩みは解決しそうにもなかったが、みちるとの展開に動きがあった。

「あの、梶原くん」

　大学からの帰宅途中、駅の構内でみちるに声をかけられたのだ。

　彼女が自分と同じタイミングで大学の門を出たのには気づいていた。

　歩幅を短くして、どうにか一緒に帰れないかと目論んでいたが、今日に限って彼女は自分に声をかけてこず、残念に思っていたのだ。

「奥村さん、どうかした？」

　わざとらしく驚いた顔を見せる自分に、おいおいと突っ込みを入れたくなる。

　いい男だと思ってほしくて、もっと好きになってほしくて、彼女の想いに気づかないふりばかりしてしまう。

　みちるから「好きです」と言われたくて、自分から告白をしないのだから、呆れるくらいだ。

「あ、あの……私ね……私……梶原くんが」

　みちるは顔を真っ赤にさせながら、声を震わせた。きゅっと唇を噛みしめ、羞恥に赤らんだ目で悠人を見上げた。

　悠人は心の中で歓喜の声を上げた。ようやくこの日が来たかと。涙目になり、恥ずかしそうに目を泳がせるみちるは、控えめに言っても天使だ。

（可愛過ぎだろ！）

　もういい。自分の矜持などどうでもいい。ただ、みちるがほしい。恋人になりたい。触れたい。そんな思いで胸がいっぱいになる。

「俺……奥村さんが」

「好きなの！」

　悠人が「好きだ」と口に出す直前、みちるが叫ぶように言った。

　みちるは思いのほか大きい声が出てしまったことに驚いたのか、ますます頬を染める。そんなところも愛おしくてならなかった。

　それなのに、みちるの前ではかっこいい男でいたいという感情が邪魔をして、ついぶっきらぼうな口調になってしまう。

「べつに、いいけど」

　『べつに』も『いいけど』も違う。言いたい言葉はそれではなかった。感動のあまり言い慣れた言葉が口を衝いて出てしまっただけだ。

「本当っ!?　嬉しい！」

　満面の笑みを向けられて、すぐさま後悔した。もっと言い方があっただろう。

　告白を受け入れただけでこれほど喜んでくれるのだから、自分も好きだった、気になっていたと言うべきだった。

（ちゃんと言え……好きだって）

　悠人は深く息を吐きだし、緊張で乾く唇を唾液で湿らせた。

　好きな人に想いを告げるのはこれほど緊張するものなのだと初めて知る。断られるわけがないとわかっていても、照れくさくてたまらない。けれど、みちるの笑顔をもう一度見るためなら、カッコつけたいなんてプライドはいらなかった。

「……俺も、好き」

「え……」

「俺も、奥村さんが好きだ。無愛想だし、気の利いたことも言えないと思う。それでも、いいか？」

「そ、そんなことないっ！　いいの！　梶原くんがいい！　あのね、たまに笑った顔が見られるの嬉しかったし、そんなに喋らないけど、優しいって知ってるから！」

　やはり彼女は見かけによらず元気いっぱいで声が大きい。

　周囲を歩く人々の視線が突き刺さる。悠人は、可愛い恋人の姿を誰の目にも触れさせたくなくて、みちるの手を引き、柱の陰へと連れていった。

「こっち」

「うん……どうしよう、すごく、嬉しい」

　みちるは目を潤ませながら、そう言った。

　なにを言っているんだ。俺の方がずっと嬉しい──そんな気分で胸がいっぱいになったからか、みちるの手を離したくない思いに駆られる。指先を絡めて、手を繋いだ。

「あの、手……」

「だめか？　手を繋いでみたいって、ずっと思ってた」

　悠人の言葉に驚いたのか、みちるは軽く目を瞠り、口元を緩めた。嬉しいと思ってくれたのかもしれない。悠人の指先を掴む手に、力が込められる。

「だめじゃない。私も、梶原くんに触ってみたかったの」

　自分の心が不純だからか、触ってみたかったなどと言われると、そっちの欲求が抑えられなくなる。彼女にそんなつもりは欠片もないだろうに。

（男と付き合ったことあんのか？　処女って可能性もあるよな）

　過去にみちるを抱いた男がいるなどと想像もしたくないが、告白するまでにかかった時間ややりとりを考えると、男女の付き合いに慣れているとはとても思えなかった。

　悠人は自分の欲望を抑え込み、しばらく出てこないように心の中でガムテープでグルグル巻きにした。ただでさえ巨根なのに、みちるを怖がらせるわけにはいかない。

（しばらくは……こうやって手を繋いでるだけでもいいよな）

　だって、彼女の手に触れているだけで、どうしようもないほど舞い上がってしまう。

　もしかしたら好意を持たれているかもと期待して、早数ヶ月。この日がくるのをどれだけ待ち望んでいただろう。

（浮かれてるな。ちょっと落ち着かないと。この勢いのままでいたら嫌われかねない）

　悠人が名残惜しみながらもゆっくりと手を離すと、みちるは「もう？」という顔をして見上げてくる。可愛過ぎて頭が沸騰してバカになりそうだ。

「もう、ちょっとだけ。だめ？」

　こてん、とみちるが首を傾げる。

「……っ」

　悠人は、気づくとみちるの腕を取り、細い腰をきつく抱き寄せていた。彼女の顔が肩にぽすんと埋まる。

（恋人が可愛過ぎて、つらい……）

　ガムテープが解けかけていくのを自覚し、今度は紐でグルグル巻きにした。

　ストレートの黒髪に鼻を近づけると花のような香りがした。

　家で使っている柔軟剤のフローラルな匂いが大嫌いだったのに、どうしてみちるが花のような香りを身に纏うとこんなにもいい匂いになるのだろう。

　くんっと鼻を鳴らし、みちるの耳に唇を寄せた。触れたくてたまらず、軽い水音を立てながら唇で触れると、腕の中でみちるがぴくりと肩を震わせた。

「か、梶原……っくん……」

　砂糖菓子のように甘ったるくねだるような声に下半身がむくむくと反応しかける。

　悠人は、勢いよくみちるの身体を引き離し、頬を真っ赤に染めながら泣きそうな顔をする彼女に謝った。

「悪い……っ、やり過ぎた。歯止めが利かなくて」

　柱の陰とはいえ、駅構内のため多少の人通りはある。誰も自分たちのことなど気にはしないだろうが、こんな場所で欲情するわけにもいかない。

　悠人のものは大きい分、勃起状態だとパンツ越しでもわかりやすいのだ。

「いいの。でも、あの……ここ、外だから」

　みちるは赤らんだ頬を向けて背伸びをすると、悠人の耳に唇を寄せて囁く。「二人きりのときね」と。彼女の息が耳にかかり、かすかに柔らかい唇が触れた感覚がした。

（このままホテルに連れ込みてぇ……っ。くっそ、耐えろよ、俺）

　なんなんだ、この小悪魔的可愛さは。あざといなんてもんじゃない。悠人がどれだけ耐えられるかを試しているのだろうか。

　みちるのような女性に甘えられて抗えるわけがないだろうに。

　この話題はまずい。悠人は胸の中から欲望を追い出し、話を変えることにした。

「あのさ、奥村さんのこと、みちるって呼んでいいか？　できれば、俺のことも名前で呼んで」

「うん、悠人、でいい？　悠人くん？」

「どっちでもいい。呼びやすい方で」

「じゃあ、悠人。こっちの方が、なんとなく特別っぽいかな」

　そう言ってみちるは目を細めて笑った。練習をしているのか、小さな唇が「ゆうと」と動く。自分の名前になんの思いも抱いていなかったのに、彼女が紡ぐ音の響きがやたらと特別に感じられた。

「連絡先、交換しよう」

　悠人がスマートフォンを出すと、みちるもそれに倣う。

　メッセージアプリを開き、フレンド追加の画面を出した。だが、みちるを見ると、操作方法がわからないのか画面を見ながら首を傾げている。

（これだけ可愛けりゃ、友だちとか知り合いとか多そうだけどな）

　どうやらスマートフォンの操作に疎いらしい。今日だけでみちるの意外な点をたくさん知れた。どれ一つ取っても彼女の欠点とはならず、ただ可愛いだけだった。

「俺がやろうか？」

「あ、ごめん。よくわからなくて。お願いしてもいい？」

　彼女の手の中にあるスマートフォンに顔を近づけて、操作する。抱き締めていたときほどではないが、みちるの顔が近くにあって、彼女の香りが鼻をくすぐると、収まっていたはずの情欲が頭をもたげそうになる。

　悠人は手早くフレンド追加をして、みちるから身体を離した。

「できた」

「ありがとう」

　みちるがスマートフォンを胸に抱き締めて、嬉しそうに頬を緩ませた。

　そうして悠人は、みちると恋人関係をスタートさせたのだった。





　＊＊＊






　みちるはべつのホームに行く悠人と別れ、帰路に就いた。

（結局、告白したのは私からだけど、梶原くん……じゃなくて、悠人と付き合えることになったからよし！）

　結果オーライだと誰にも見られていないことを確認して拳を握る。

　しかも、悠人は想像以上にいい男だった。優しい面は知っていたが寡黙なイメージが大きかったのに、意外と恋人には甘いらしい。

　柱の陰で抱き締められたときは、このままホテルに連れ込んでくれと思ったものだ。そうなるかと期待したが、交際当日に手を出すような男ではなかったようだ。もどかしくはあるが誠実なところも好ましい。

（それに……抱き締められたときにアレがちょっと勃ってたの、わかっちゃったもんね）

　誘われてくれないかなと、誘うような言葉をかけたり、喘ぐような声を漏らしたりしたが、責め過ぎて肉食だとバレないようにしなければ。

　この調子なら、一ヶ月も経たないうちに彼の理性は陥落するだろう。

　その日が楽しみである。

「ふふっ」

　思わず声に出して笑うと、隣で立っていた男性がぎょっとしたようにこちらを見て、頬を赤らめた。恥じらうように目を逸らすが、声をかけてきそうな気配があったので、スマートフォンを取り出す。男性は諦めたようで、残念そうに次の停車駅で降りていった。

（あ、早速メッセージが入ってる。デートのお誘いだ、やった！）

　彼からのメッセージは、授業のない時間にランチをしないかというものだった。当然了承の返事をして、明後日はどうかと続けて入れる。

　ちなみにみちるは、大学ではほとんどぼっちである。

　話す相手は何人かいるのだが、彼女たちがみちるを陰で〝ぶりっこ〟と呼んでいるのを知っているため、必要以上に仲良くするつもりはなかった。

　自分がそれなりに目を引く外見をしているのは理解しているし、女性同士の陰口などよくある話だ。それに〝清楚系ビッチ〟より〝ぶりっこ〟の方がはるかにマシである。

　土日の予定など皆無で、一人で買い物、もしくはアルバイトをするくらいしか予定はないから、悠人からいつデートに誘われても困らない。

　そして、何事もなく悠人との恋人関係を続け、一ヶ月が経った秋のとある日。

　とうとう、その日がやって来た。

　なんと悠人が家の近くの映画館でレイトショーを観ないかと誘ってきたのだ。これはもう、みちるを帰らせない気満々ではないか。

　彼の誘いに対してすぐに「喜んで～！」と返さず「電車がなくなっちゃうんだけど、どうしたらいい？」と聞いた自分はよく耐えたと思う。悠人からの返事は「家に泊まるか？」というもので。いやが上にも期待が高まった。

　この一ヶ月、どれだけ悶々と過ごしてきただろう。

　映画の内容なんてまるで頭に入ってこない。むしろ早く終わってくれと、ちらちら悠人を見てしまう。悠人もまた映画にはまったく集中できていないようで、時折こちらを見ているのがわかった。

　映画館を出て、自然と手を繋ぐ。深夜にもなると、気温はかなり下がる。それなのに悠人の手は驚くほどに熱かった。

　映画館から悠人の家まで電車なら三駅。歩くと三十分ほどかかる。車の少なくなった国道沿いの道を二人でゆっくりと歩いた。

「コンビニに寄ってお菓子とか買うか？」

「うーん、もう眠いから、やめとこうかな。この時間に食べたら太っちゃう」

「じゃあ……帰ったら寝るか」

　寝るかという言葉が副音声で「やるか」に聞こえてしまい、口が緩みそうになるのを必死に誤魔化した。

「みちる？」

「う、ううん……なんでも。ちょっとだけ、緊張しちゃって」

「あぁ……えーと」

　みちるがなにに緊張しているのか正確に理解したのだろう。悠人の耳がかすかに赤くなる。よかった。彼もそのつもりでいたようだと確信する。

　すると悠人は思いがけない言葉を口にした。

「無理しなくていいからな。そりゃ俺も男だし、みちるに触りたいに決まってるけど、抱き締めて寝られるだけでも十分だから」

　君は聖人君子か。なにかを悟ってしまったのか。ここまで来てなにを言っているのだろう。みちるは浮かべた笑みを崩さないように必死に平静さを保った。

（慣れてなさそうに振る舞い過ぎたかな……でも〝ビッチ〟はいやだし）

　こうなったら彼をその気にさせるために全力で誘惑しよう。

　みちるは繋いだ手にほんの少し力を入れて悠人の腕にもたれかかった。歩きにくいだろうに、悠人はみちるがどれだけ甘えても嫌がる素振りなど決して見せない。だから、みちるが男女の秘め事に慣れていないと想像して、彼なりに思いやってくれたのだとわかる。

（でも、もう無理、待てない）

　みちるは、悠人の腕をぐっと引き寄せ、胸を押し当てた。この一ヶ月触れるだけのキスしかしていないのだ。欲求不満で何度襲いかかろうかと思ったことか。

　デートが外だったから耐えたけれど、今夜悠人と部屋に二人きりでいて、理性が保つとはとても思えなかった。

「無理なんてしてない。ずっと……触ってほしいって、思ってたよ」

　ぐっとなにかを耐えるような声が隣から聞こえた。さりげなく下半身に目を向けると、パンツの前が見事な盛り上がりを見せている。

（よし、勃った！）

　夜中だし人はほとんど歩いていない。誰に見られる心配もないだろう。

　彼が反応してくれると嬉しくなって、みちるは煽っているとわかっていて、彼の腕にぐりぐりと胸を押しつけてしまう。

「みちる……っ、ちょっと待って。それ、勃つ」

　やんわりと腕を外される。もう勃ってるくせにと心の中で言いつつ、きょとんとした顔を見せると、彼はものの見事に頬を真っ赤に染めていた。

「それって？」

「胸、あたってる。勃ちそう」

「え……」

　わざと驚いたふりをして、腕の力を緩めると、強張っていた悠人の身体からほっと力が抜ける。

「意味、わかるか？」

「う、うん」

「家に帰ったら、いくらでもくっついていいから」

　悠人はそう言って、みちると十センチほど距離開け、手をしっかりと繋いだ。

　早く部屋で抱きあいたくて、肩も触れない距離が焦れったくてたまらない。みちるは熱っぽいと息を漏らし、悠人の指先をきゅっと掴んだのだった。







　悠人が一人暮らしをしている部屋は、ファミリー向けの部屋もある三階建ての低層マンションのようだ。

　入り口はオートロックで自動ドアを抜けた先には管理人室があり、反対側には宅配ボックスがずらりと並んでいる。

　エレベーターはないようだが、階段も踊り場もきちんと清掃されていて綺麗だった。

「ちゃんとしたマンションなんだね。オートロックあるの、いいな」

「あぁ、女性には安心だよな。俺は金出してないから、親のおかげだ」

　彼の両親は会社を経営していると聞いた。それを鼻にかけず『親のおかげだ』と当然のように言う悠人を尊敬した。

「じゃあ、大学卒業したら恩返ししなきゃね」

「そうだな」

　玄関を入ると、嗅ぎ慣れた彼の香りがふわりと鼻をくすぐった。

　悠人の部屋は１ＬＤＫで、廊下を抜けた先にリビングダイニングとキッチンがあり、リビングの隣の部屋が寝室だ。テレビ台や二人掛けソファー、ローテーブルなどの家具はダークな色合いで統一されており、よけいなものはなにもなく整然と片付けられている。

「綺麗にしてるね」

「みちるが来るから、掃除したんだよ」

　風呂に入らずそのままベッドになだれ込むのかと思いきや、悠人は落ち着き払った様子でみちるに上下のスウェットを指しだしてきた。

「寝る前に風呂入るよな。着替え、こんなのしかないけどいいか？」

「ありがとう」

　当然だが、上も下もみちるには大き過ぎるほどだ。スウェットのズボンはそのまますとんと下に落ちてしまいそうである。それはそれで好都合。なら上だけ着ればいい話である。

「今度さ、着替え持ってきて、置いておけば？」

「いいの？」

「もちろん。また泊まりにきてほしいし。今度みちるの家にも行きたい」

「うん。私のパジャマじゃ着られないだろうし。悠人の着替えを置いておかないとね」

「楽しみにしてる。あ、風呂こっち」

　玄関から見て右隣の扉を開けると、洗面所とその奥にバスルームがあった。洗面台の鏡には汚れ一つなく、洗濯機の上にも埃は被っていない。彼の几帳面さが窺い知れる。

「じゃあ、ごゆっくり」

「うん」

　ぱたんとドアが外側から閉められて、はぁと深いため息が漏れた。勃ったと思ったのに、先ほどの空気はとっくに霧散してしまっていた。

　このままでは本当に一緒に寝るだけになりかねない気がする。家に帰ったらくっついていいと彼は言っていたし、シャワーを浴びたらべたべたに甘えてしまおう。

　みちるは服を脱ぎ、バッグから新しいブラジャーとショーツを取り出しておく。基礎化粧品のセットも忘れていない。

　家から持ってきたお泊まり用のシャンプーを使い、トリートメントをしてしばらく置く。

　その間に身体を隅々まで洗って、トリートメントを流した。バスルームを出ると、胸以外の場所に香りのいい保湿クリームを塗りたくった。渡されたスウェットのズボンはやはり下はぶかぶかで押さえていないと落ちてきてしまう。

（上だけ着て出ようかとも思ったけど、ちょっとそれだとあざと過ぎかな）

　むしろズボンを押さえながら洗面所を出た方が、みんなが想像している奥村みちるっぽいかもしれない。みちるは考え、結局ズボンは穿いておくことにした。

（そういえば……ドライヤーがどこにあるのか聞き忘れちゃった）

　おそらく洗面所のどこかだとは思うが、勝手に開けるわけにはいかない。

　みちるはズボンを手で押さえながら洗面所のドアを開ける。リビングの方からガタガタッとなにやら慌てた音が聞こえてきて、リビングのドアが開いた。

「お風呂ありがとう……あの、ドライヤー借りてもいい？」

「ぐ……っ」

　みちるがズボンを必死に抑えているところを見て、悠人がおかしな声を出した。

「悠人？」

「悪い。スウェットでも、可愛いなと思って」

　胸がぎゅうっと苦しくなる。「好き」と叫んで、彼を押し倒してしまいたい。

　耐えきれなかったみちるは、おずおずと悠人に近づき遠慮がちに彼のシャツを掴んだ。逞しい胸に顔を埋めると、頭を引き寄せられ抱き締められる。

「どうした？」

「さっき……家なら、くっついてもいいって言った。だめ？」

「もちろんいいよ。すっげ、いい匂い。みちるって、どうしていつもこんなにいい匂いがすんの？」

「悠人も、いい匂いだよ」

　鼻を寄せてくんくんと匂いを嗅ぐと、悠人がくすぐったそうに身を捩った。シャツ越しに鼻で乳首を押しているのがバレたのかもしれない。

「今日……するの？」

「みちるがいいなら。みちるも、同じ気持ちでいてくれるって思ってもいいか？」

「う、うん」

「それでな。怖かったり、痛かったりしたら、すぐに言ってほしい」

　悠人はみちるの肩を撫でながら言った。その声はやけに切実な響きを孕んでいた。

「……？」

　そういえば、みちるは常々疑問に思っていたのだ。どうしてこれほどまでに交際の進め方がゆっくりなのかと。慣れてなさそうなみちるに合わせてだと思っていたが、それにしてもスローペース過ぎやしないか。

　付き合って一ヶ月経つのに、キスは触れるだけのもの。抱き締めるときも、みちるが甘えてようやくだ。みちるはそれがもどかしくて、もどかしくて、たまらなかった。

　交際の進め方など人それぞれだ。今の時代ではあまり聞かないが、結婚するまで身体を重ねない人だって中にはいるかもしれない。

　だが、悠人は相当モテる。

　大学でもちらちらと悠人に視線を向けている女子生徒は多いし、過去に恋人もいたはずだ。それなのに、どうもみちるに触れるのを怖がっているような節があった。

（たとえば悠人が童貞だって、私は全然構わないんだけどね）

　それはないと思うが、もしかしたら抱いたら壊れてしまうとでも思っているのかもしれない。まるで宝物のようにいつだって大事にしてくれるから。

「悠人のこと、怖いなんて思わないよ」

「そうか……」

　悠人は眉を下げて、ため息をつく。なにかを諦めているように。

　どうしてそんな顔をするのだろうと疑問に思ったが、話題を変えるように「好きだよ」と言われて、目尻や頬に口づけられると、すぐに忘れてしまう。

「悠人……口、がいい」

　額やまぶた、目尻、頬と順番にキスが贈られるが、なかなか唇に辿り着かない。みちるがねだるように唇を突きだすと、唇の端をぺろりと舐められた。

「口の中、舐めていい？」

　触れるだけのキスで上がってしまった息を整えながら頷く。悠人の言葉選びはいつもエロいのだ。わざとやっている自分と違い、彼のは天然だろう。色香をたっぷりと含んだ声で「舐めていい？」なんて聞かれたら、身体の奥が疼いて蕩けてしまいそうだ。

「はぁ……」

　わざと甘ったるい声を出して、悠人の舌を受け入れる。ぬめる舌が唇の表面をなぞり、裏側に辿り着く。突きだした舌で歯の裏側を舐められると、ぞくぞくとした痺れが迫り上がってきて、もっと深い口づけがほしくなる。

　みちるは悠人の腕をぎゅっと掴み、彼に身体を預けた。都合よくすぐそこには二人掛けのソファーがある。できればベッドがよかったが、この雰囲気を壊したくなかった。

「あ……っ」

　ソファーの方へふらりと体勢を崩したふりをすると、悠人がみちるの腰を支えようとして、二人でソファーの上へと倒れ込む。

「は、ぅ……ふ」

　その間もキスは続いている。唇の裏側を舐めていた舌が歯を割り、より奧へと入ってきた。歯茎をちろちろと舐められると、背筋が痺れるような感覚が芽生えて、立てた膝が無意識に揺れ動いてしまう。

（キス……すごく、気持ちいい）

　なんだ、やはり慣れているじゃないか、と安心してみちるは身体から力を抜いた。当然、彼に触れられた過去の相手には嫉妬してしまうが、今の恋人は自分なのだから関係がない。

　下着の中は、まだ触れられていないにもかかわらず、すでにぐっしょりと濡れている。

　みちるは性欲が強いのを自覚しているが、そこまで経験はない。高校時代に付き合っていた充と身体を重ねたのは結局一回だけで、それ以降は一人寂しい自慰生活。

　けれど、流されて好きでもない人と身体を重ねるつもりはもう二度となかったし、こうして最愛の人と出会えたのだから後悔もなかった。

　悠人と初めて出会ったとき、不思議と確信があったのだ。自分はこの人を大好きになるし、きっと付き合うと。その感覚は間違っていなかった。

　みちるはうっすらと目を開けて、自分にのしかかる彼を見つめる。ふわりと微笑むとキスをする悠人の息遣いがさらに荒くなっていく。

「みちる……っ、可愛い」

　悠人が余裕のない声でみちるの身体を服越しにまさぐる。肩から腕を大きな手のひらに撫でられ、腰の括れから太ももの付け根までを手のひらが這う。

「あっ、ん……」

　みちるの身体が期待にびくびくと跳ねる。

　悠人の身体を挟むように膝を開いているのに、本当に触れてほしい部分を素通りし、太ももの外側ばかりに触れられる。

　耐えきれず濡れそぼったそこを押しつけるように腰を浮き上がらせてしまう。

　もしエッチが大好きな〝ビッチ〟だなんて思われたら、そんな恐怖が頭に浮かび身体の動きをぴたりと止めた。

（でも、無理……動いちゃう）

　腰がくねり、誘うように動く。悠人の手のひらがスウェットを捲り上げ、中へと入ってきた。優しい手つきで胸の膨らみを包まれ、感触を確かめるように揉みしだかれる。

　その手つきは驚くほど優しい。どういうふうに触れれば女性が快感を得られるか知っている男の動きだった。

（気持ちいい、どうしよう、悠人に触られると……もっとエッチになっちゃう）

　胸を優しく揉まれるたびに、ぬるついた秘所をいきり勃つ彼のものに押し当ててしまう。そこがごりごりと擦れて、気持ち良くてたまらない。それに、勃起する陰茎は長く大きく、どうしたってこの先の展開を期待せずにはいられない。

「み、ちる……そんなこと、されたら、我慢できなくなる……っ」

「だって……っ、悠人が、気持ちいいこと、するから」

　涙目で訴えると、腰にあたる悠人のものがさらに大きくなる。

「俺は……乱暴に、したくないんだよっ。たまらなくなるだろう！」

　悠人は勢いよく身体を起こすと、いささか乱暴な手つきでみちるのズボンを下着ごと引き抜いた。そしてスウェットの上を捲り上げて、ブラジャーのホックを外す。

　みちるは思わず足を閉じようとしたが、目を爛々と輝かせた彼が足の間にいるため当然閉じられない。

「あぁ、俺の愛撫で反応してくれたのか」

　悠人が喉を鳴らしながら、まじまじと濡れそぼつ蜜壺を凝視する。片足を抱え上げられ、顔を寄せられると、さすがのみちるもじっとしていられない。

「そんな、近くで、見ないで」

　本当に恥ずかしいのか、恥じらっているふりをしているのか、自分でもあやふやになる。

　ただ、彼の視線の先から熱が広がり、おかしくなりそうなほど身体が昂っていくのがわかる。目を凝らして見つめられて、そこがひくりと蠢いた。

「恥ずかしいのか？　今、きゅって動いた」

　ふっと息を吹きかけられ、閉じた入り口がぴくぴくと反応を示す。徐々に顔を近づけられ、彼の高い鼻がみちるの薄い恥毛に埋まった。

「ん、あぅっ」

　鼻の先端で恥毛をかき分け、陰唇をぐりぐりと押された。陰唇に隠れたクリトリスを刺激されると、思いがけずに可愛くもないよがり声が漏れてしまう。

「可愛い声」

　それなのに悠人は可愛いと言いながら、ますます淫らな動きで鼻を押し込んでくる。さらにみちるの左膝を肩にかけ、空いた両手で陰唇を左右にぱっくりと開いた。

「やぁっ、それ、恥ずかしい」

　押し倒されたときの余裕はすでになかった。大好きな人がエロいのは嬉し過ぎるが、触れられもせずにじっくりゆっくりと身体を検分されるのはいたたまれない。

「穴が、小さいな」

　足の間でぼそりと言われ、彼を受け入れる蜜穴をじっと見られていると知る。「恥ずかしいからやめて」ともう一度口に出そうとすると、悠人の息がかかり、ぬるついた舌が蜜壺に入ってくるのを感じる。

「んぁっ」

　みちるは思わず悠人の頭を掴み、押しつけるように腰を浮き上がらせた。その瞬間、ますます深く舌が中に入ってきて、ざらついた肉壁をぬるぬると舐められる。下半身から耳を塞ぎたいほどの卑猥な音が響いてきて、羞恥による涙が浮かぶ。

　くちゃり、くちゅり──溢れる愛液を舐め取り、啜られる。舌の太さ、感触をリアルに感じて、そのあまりの心地好さに苛まれると、口を衝いて出るのは喘ぎ声ばかり。

「ひぁ、は……あ、ん、あっ」

　みちるはびくびくと腰を震わせながら髪を左右に振り乱す。開いた蜜穴にさらになにかが入ってきた感覚がして身体が強張った。

　彼の指だとわかり安堵するも、包皮に隠れた淫芽を探し当て、舌の先端でちろちろと舐られると落ち着いてはいられない。自分でするのとは段違いの凄絶な快感に襲われ、みちるは声も上げられないまま彼の髪をぎゅっと掴んだ。

「あぁ、んっ……」

「こんなにちっちゃい穴に、入るか？」

　悠人がぼんやりとしながら呟いた。たしかに彼のものはものすごく大きそうだ。今だってズボンの前が陰茎の形がありありとわかるほどに持ち上がっている。

　けれど、女性の身体は男性を受け入れられるようにできているはず。充としたとき、ものすごく痛かったのは、前戯なしで突っ込まれたからだと思っている。これだけ濡れていればきっと受け入れられるだろう。

「平気……大丈夫だから、最後までして」

　みちるが言うと、悠人は足の間から顔を上げて嬉しそうに破顔する。

「俺もそうしたいと思ってるよ。もう少し広げるから、辛かったら言ってくれ」

　恥部に感じる圧迫感が増える。おそらく二本目の指が入れられたのだろう。

　みちるが深い息を吐ききりながら、身体の力を抜くと、彼はふたたび足の間に顔を近づけ、ぴんと勃ち上がるクリトリスを口の中で転がすように舐めしゃぶった。

　ちゅ、ぐちゅっと唾液の絡まる音が立ち、腰が痺れて蕩けていくような深い快感が頭の先まで突き抜ける。

「あぁっ、ん、んっ」

　みちるはいてもたってもいられず、がくがくと腰を震わせながら、甲高い嬌声を上げた。舌のざらついた面で花芽を刺激され、ぬるぬると擦られる。すぐにでも達してしまいそうな気配があり、みちるは荒々しい息を吐きだし、懇願するように言った。

「そこ、気持ち良くて、も……達っちゃう」

「ん、一回達って」

　悠人はクリトリスを口に含んだまま言った。そしてさらに激しい舌遣いで責め立ててくる。芯を持ったそれを舌でぐりぐりと押し込み、かと思えば上下に扱くようにちろちろと舐められる。花芯は唾液と愛液にまみれ、ますます大きくその存在を主張していた。

「クリが膨れて大きくなってきたな。中もぬるぬるで、指に吸いついてくる」

　悠人は二本の指をばらばらに動かし、隘路を拡げていく。中を弄る指の動きはゆっくりだ。敏感な柔襞を傷つけないようにという彼の配慮だろう。

「は、あぁっ……あ、達く、達く……っ」

　みちるは首を仰け反らせながら激しく腰を上下させた。びくびくと跳ねる腰を押さえられ、さらに舌と指で続け様に快感を与えられた。彼の唾液と愛液がとろとろと垂れてソファーを濡らす。臀部に冷たい感触がしたが、それを気にする余裕はなかった。

　じゅうっと淫猥な音を立てながら淫芽を啜られて、全身が強張った。息が詰まり、声も上げられずに背中を弓なりにしならせる。

「……っ、んん～！」

　腰ががくがくと震えるのが止められない。膣に力を入れているつもりなのに、おびただしい量の愛液が流れ出てしまう。

　動きを止めた彼の指を締めつけ、しゃぶり尽くそうとする。

「はぁ、はぁ……はっ」

　激しい絶頂感に包まれ、目を瞑り衝撃に耐えていると、口元を拭った悠人がみちるの身体を抱き寄せてきた。身体を起こされ、背後から抱えるように包まれる。

「達ってるときのみちる、めちゃくちゃエロかった。ここ、ほら……見ろよ」

　悠人は力の入らないみちるの足を広げて、陰唇を軽く撫でた。ぬるりと彼の指が滑り、愛液にまみれた指を見せつけられる。

「恥ずかしいから、無理。お願い、忘れて」

　それは本心だった。こんな深い絶頂感を味わったのは初めてだったのだ。ソファーを汚すほどに濡れるなんて思わなかった。悠人が好きだからこんなふうになってしまうのだろうが、彼のもので貫かれたらどれほど気持ちいいのかを想像すると、それだけで全身が熱く昂ってくる。とても表情を取り繕うことはできない。今の自分はとんでもなく淫らな顔をしているのではないだろうか。

　顔を見られたくなくて俯くと、顎を取られ上を向かされる。窺うように横目で悠人を見たみちるは、飢餓感に襲われた獣のような顔をした悠人に驚き、喉を鳴らす。

　渇望する男の欲をまざまざと見せつけられ、下腹部がおかしいほどにじんじんと疼き、たまらない気持ちになってしまう。

「忘れるはずがないだろ。それに、まだ終わってない」

　悠人はみちるのうなじに口づけ、舌を這わせた。

「あ、ひゃっ、ん……くすぐったい」

　達した直後の身体は、どこもかしこも性感帯になってしまったかのように敏感だ。

　悠人は背後から腕を回し、利き手ではない方の手で乳房を包んだ。下からすくい取るように持ち上げられ、人差し指の腹で乳首の先端を捏ねられる。反対側の手は、みちるの右足を開くように太ももに添えられていた。腿の上や内側を撫でられるだけで、ぞくぞくとした快感が生まれ、さらなる愛撫を期待した蜜穴が彼の手を受け入れようとヒクついた。

「はぁ、あ……あ」

　開いた足の間から、新たな愛液が溢れてきた。

　硬く凝り始めた乳首をきゅっと摘ままれて、軽く引っ張り上げられる。太ももの内側を撫でていた手が腰を撫でるように上に這い上がり、もう片方の胸を包む。

　すっかり身体から力が抜けてしまったみちるは、悠人にもたれかかり、ただされるがままになるしかなかった。

「みちるの胸、柔らかいな。ずっと、触りたかった」

　うっとりとした声で囁かれる。彼が自分の身体に興奮してくれるのは嬉しい。好きな人に好かれたくて努力をしているし、その努力を認められた気分にもなる。

「ふぁ……あっん」

　やわやわと乳房を揉みしだかれ、上下左右に揺らされる。両方の乳首をくにくにと捏ねられた。指先で弾くように上下に擦られると、乳首にじんとした刺激が走る。

「乳首、指で転がせるくらい、硬くなってる」

　悠人は荒い息遣いで言うと、みちるのうなじに噛みついた。

「んっ」

　痛みはないが、歯の硬い感触で肌がひりひりする。熱い舌でべろりと舐められ、肩口に吸いつかれた。ちゅ、ちゅっとリップ音を立てながら首やうなじ、背中に唇が押し当てられると、時折、鋭い感覚が全身に走った。

「肌が白いから、キスマークが映えるな」

「キスマーク？」

「所有印、のつもり」

　そうか、自分は悠人のものなのだ。そして悠人はみちるのもの。

　ほかの誰にも渡すつもりはないと言われているようだ。

　ますます興奮が高まり、胸から湧き上がる快感が全身に伝わっていく。乳首を二本の指で摘まみ、押し回しながら引っ張られる。

「はぁ、はっ、ん……そこ、ばっかり」

　みちるは迫りくる快感の波に襲われ、身を捩る。

　胸に触れられているだけなのに、まるで悦ぶかのように蜜穴が物欲しそうに入り口をヒクつかせていた。呼吸を荒くしながら腰をくねらせてしまう。

「やらしくて、可愛い」

「あぁっん」

　指でもいいから、もう一度触ってほしい。みちるは悠人の声に煽られるようにさらに激しく腰を揺らめかせる。すると硬いものがごりっと尻にあたり、軽く擦られた。

（やっぱり、すごくおっきい……興奮しちゃう）

　尻を動かすとますます刺激されるのか彼の動きが怪しくなっていく。

「エロくて可愛くて……ほんっとたまんねぇ」

　その間も乳首を弄る指の動きは止まらない。彼はまるで自慰をしているかのように、みちるの臀部に硬くそそり勃つ竿を押し当ててきた。

「はぁ……みちる、気持ちいい……パンツ、汚れそう」

　興奮しきった悠人の息遣いが耳元で聞こえてきた。臀部の割れ目で太い陰茎がずりずりと擦られる。挿れられているわけでもないのに、中で彼のものを受け入れたような錯覚がしてしまい、全身が燃え立つように熱くなる。

「あぁ、まずいな。このままじゃ、精液、出る」

　先ほどよりも強く乳房を揉まれる。悠人の興奮が伝わってきて、みちるもじっとしていられない。上下に揺れる彼に合わせて腰を振り、雄芯を擦り上げる。

「あっ、あ……おっき……の、すごい」

　まるで臀部まで性感帯になってしまったのか、彼のものが行き来するたびに、隘路の奥が淫らに収縮し蜜を溢れさせた。布越しのもどかしささえ、新たな快感の呼び水となる。

「あーもう、出る、悪い、このまま出していいか？」

　彼がいいのなら、みちるはなんでも構わない。まさかこれで終わりってことはないだろうし、エッチなプレイなら大歓迎だ。

「ん、いいよ。悠人の、好きにして」

　みちるが言うと、背後にいる彼の動きが激しさを増す。臀部の割れ目に今まで以上に腰を密着させて、ずりずりと激しく腰を振り立てる。

「あぁ、みちる……すごくいい。挿れてる、みたいだ」

　ぎゅっと痛いほどに乳房を鷲掴みにされる。

　はち切れんばかりに膨らんだ肉棒を想像し、喉が鳴った。

　おそらく、彼のものは血管が浮きでていて、先端は先走りでぐっしょり濡れているはず。そんな自分の想像にさえ興奮してしまう。

「みちるの柔らかいお尻で、ちんこ擦ってるって思うと、すげぇ興奮する」

　彼の言葉が耳に届き、全身がぞわりと総毛立つ。乳首をくりくりと捏ねられるだけで、空っぽの隘路が痛いほどに収縮し、みちるの限界が近づいてくる。

「あ、はぁ……はっ、ゆう、と……私も、また……っ」

　背中を波打たせながら、悲鳴のように喘ぐ。腰が震え、びくびくと跳ねた。頭の奥が陶然としてくると、達きたくてたまらなくなる。

「乳首だけで達けるか？　悪い……これ、とまんね……っ」

　乳首を扱くように前後に擦られる。痛いくらいの力のはずなのに、絶頂に近づく身体は気持ち良さしか感じない。

「あぁっ、あ、はぁっ、あぁあぁっ！」

　みちるは胸を突きだし、天を仰ぐ。意識が遠くなりそうなほどの深い喜悦に襲われる。びくびくと腰が震えて、宙に浮いた足先がぴんと張った。強張っていた身体から力を抜いた瞬間、蜜口からさらりとした愛液が流れ落ちていった。

「はぁ……はっ、ん……はぁ」

　肩で息をしながら絶頂の余韻が去るのを待った。

　まさか自分が胸への愛撫だけで達するなんて思ってもおらず、混乱と羞恥に苛まれた。

「あっ、や……待って」

「無理……っ、俺も、達かせて」

　悠人は、みちるが達したのがわかったのか、亀頭を尻の割れ目に押しつけ、その裏側を刺激するようにさらに勢いよくごりごりと擦った。気持ちいいのか、激しく腰を振りながら艶めかしい声を漏らす。

「んっ……いい。あー出る出る。もう……っ」

　彼は胸を掴み、苦しいほど強くみちるの身体を抱き締める。息を詰め、腰を胴震いさせると、動きが緩やかになっていく。

　気づくと、ずっと擦られていた臀部がひりひりと痛む。デニムのごわついた生地が肌にあたっていたのだから当然かもしれない。

「すっげぇ、出た」

　悠人はそう言いながらも、みちるの身体を離そうとはしない。愛おしそうにうなじに口づけ、離しがたいとでも言いたげに胸を揉んでくる。

　この体勢もいいが、そろそろ直に彼の体温を感じたくなる。

　みちるはなにも身に纏っていないが、悠人はシャツ一枚脱いでいない。当然ズボンのベルトさえ外していなかった。

「悠人、も……脱いで。一人だけ裸なの、寂しい」

　みちるは肩で息をしながら訴えた。

「わかった」

　悠人は腰を動かしながら、手早くシャツだけを脱いだ。当然ズボンも脱ぐのかと思っていたのに、彼はベルトに手をかけない。

　ただ、背中に悠人の逞しい胸元があたり、肌と肌が触れあう感触に気持ちが満たされる。裸で抱きあう行為がこれほど心地いいなんて、みちるは知らなかった。

「悠人、ぎゅってして」

　みちるが甘えた声色で言うと、その通りにしてくれる。背後から腕を回し抱き締められて、ねだるように見つめると口づけが贈られた。

「掴まってろよ」

　悠人はみちるの身体を軽々と抱き上げると、寝室に連れていった。

　洗い立てのような香りのするシーツに下ろされて、彼が覆い被さってくる。そして両手で乳房を中央に寄せると、柔らかい肉を揉みしだきながら先端を啜ってきた。

「あぁんっ」

　乳首に鋭い快感が走る。みちるは背筋をびくりと震わせて、悠人を見つめる。

　悠人は胸の間から顔を上げると、口元を緩ませて見せつけるように舌を突きだした。

「反対側も舐めないと」

「んっ」

　乳首を指先でぴんと弾かれると、腰がびくりと震える。そのまま、ちゅうっと音を立てて吸われ、じんと痛いほどの快感が突き抜けた。

「乳首、さっきまで弄ってたからな。真っ赤に腫れて、硬くなってる」

　あまり刺激が強過ぎるのは痛いと考えたのかもしれない。悠人は舌の先でちろちろと乳首の周りを舐めた。そして根元から上に向かって舌を這わせる。

「あ、はぁ……はっ」

　乳房を押し上げられ、ぐるりと円を描くように押し回された。乳輪ごと口に含まれて、飴玉を舐め転がすように舌を動かされる。

　反対側の乳首は指の腹で擦ったり、押したりされた。

　先ほど乳首への愛撫だけで達してしまったからか、何度目かの絶頂感のようなものがふたたび生まれてきて、足の間が落ち着かなくなる。

　そこをぐちゃぐちゃにかき回してほしい衝動に駆られ、彼の腰に押しつけるようにくねらせてしまう。

「ん……っ」

　その際、ズボンのごわついた布の感触が擦れて、ひりひりと痛んだ。しかも彼はズボンの中で達してしまったはずで、脱がなければ気持ち悪いだろう。

「ね……悠人、全部、脱いで。ズボン、擦れて、ひりひりするの」

　みちるが言うと、悠人はばつが悪そうな顔をして身体を起こす。

「あぁ……そうだな。もしかして、さっきのも痛かったか？　悪い」

　悠人は確認するようにみちるの尻を見た。どうやら真っ赤になってしまっていたようで、彼は慌てて頭を下げてきた。

「もっと早く脱げばよかった。痛いか？　本当にごめんな」

　心底申し訳なさそうに謝られて、くすりと笑ってしまう。べつに怪我をしたわけでもないのに。みちるはそれほど弱くない。

「ううん、ちょっとひりひりしただけ。すぐ治るから心配しないで」

　そう言うと、悠人が安堵したように息を吐いた。そしてベルトを引き抜き、パンツに手をかけた。デニム生地を押し上げるほどに昂っていたものが、ぶるんと飛び出す。その大きさに驚いて、恥じらうのも忘れて思わず魅入ってしまった。

（大きい……これ、何センチくらいあるんだろう）

　血管の浮きでた陰茎は太く、へそまで届きそうなほど長い。みちると違う、黒く濃い陰毛も彼の男らしさを上げているようで素敵だった。

　先ほど達したからだろう。白濁としたものが陰茎を濡らしていて、淫らさに拍車がかかっている。まじまじと凝視していたからだろう。悠人が困ったように眉を下げた。

「大き過ぎるよな、こんなの」

　みちるが怖がっているとでも思ったのかもしれない。違うのに。

　むしろ、早く彼のもので貫かれたいと期待が高まっただけなのに。さすがにそれを口には出せず、みちるはふるふると首を横に振った。

「平気、だから」

「ありがとう」

　そう言いながら、ふたたび悠人が覆い被さってくる。

　彼はベッドの引き出しから避妊具を取り出すと、いきり勃つ肉棒に片手で装着した。

「なるべく、ゆっくり、優しくするから、挿れてもいいか？」

　みちるは小さく頷いた。

　悠人はみちるの横に両腕を突き、先端を真上から押し当てた。入り口をめりめりと拡げながら、太い切っ先を蜜口にぬぷりと押し込む。

「んんんっ」

　思っていた以上に太い。隘路をこじ開けられるような感覚に全身が強張った。広げられる感覚は苦しいほどだ。

（すごい……みちみちって、してるし、ちょっと痛いけど……）

　赤ちゃんが出てくるくらいなのだから、この程度の太さなら受け入れられるはずだ。みちるは強張った全身から力を抜き、悠人の腕を掴んだ。

「痛いか？」

「大丈夫、だよ」

　悠人に向かって無理をして微笑むと、安心したように彼は腰を進めてきた。ずるずると長大な肉棒が身体の中を埋め尽くしていく。

　圧迫感が迫り、真っ二つに引き裂かれるような痛みに思わず顔を顰める。だが、太い亀頭が入ってしまうとあとはスムーズで、愛液を纏わせながら、奧へ奧へと入っていく。

「ん、はぁっ、あ」

　気遣うような抽送のおかげで、身体はすぐに追いついた。あとに残るのは、下腹部に感じるもどかしさだけ。亀頭の尖りで蜜襞を優しく擦られていくうちに、そのもどかしさは快感へと変わっていく。

「はぁ、あ、ん、あぁっ」

　亀頭の尖りで柔襞を擦り上げられる心地好さに全身が支配される。ぬちゅり、と愛液の泡立つような音が響き、ゆっくりと腰を揺すられた。

「はぁ、はぁ……気持ち、い」

「気持ちいい？　よかった」

　彼は辛そうに眉を寄せ、それでも安心したように言った。

　はぁと深いため息が聞こえてきて、挿れる前はものすごく攻めの姿勢でいたのに、挿入は慎重過ぎるほどに慎重なのだなと驚いた。

　けれど、みちるの身体を案じてくれているようでもあり、嬉しかった。

「悠人も……気持ち良く、なって？」

　みちるは甘えた声を出してねだった。

「あぁ。苦しかったり、痛かったりしたら、すぐに言えよ」

　どれだけ脆弱だと思われているのだろう。むしろ、もっと彼の思うように動いていいのに。どれだけ激しくされたところで、これだけ愛撫され慣らされれば問題ない。

「うん、大丈夫だよ」

　悠人の体重がかかると、さらに奧に腰が沈み、最奥を貫かれる心地好さがじんと広がる。

「あぁっ」

　指では届かないところをもっと擦ってほしくて、みちるは甘えるように彼の腰に足を絡めた。ぎくりと身体を強張らせた彼が慌てたように腰を引く。

「ん、あぁぁっ」

　ずるりと肉塊の抜けでる感覚が心地好過ぎて、すぐに達してしまいそうだ。みちるは苦しげに眉を寄せると、頭を左右に振った。

「悪い……みちるの中、気持ち良過ぎて、止められない」

　彼の動きが徐々に速くなってくる。ぐじゅ、ぐじゅっと愛液の泡立つ音が響く。蜜襞をごりごりと擦られ、愛液を掻き出すような動きで引きずり出される。ぬるついた隘路がうねり彼のものをより奧へと引き込もうとする。

「はぁ、あ、んっ」

　リズミカルな腰の動きに合わせて、開いたみちるの足先が揺れた。あんあん喘ぐような淫らな真似はしたくない。悠人にどう思われるか不安で、みちるは必死に声を我慢した。

　それなのに身体を揺さぶられるたびに気持ちのイイ部分をごりごりと擦られ、我慢できずによがり声が漏れてしまう。

「ん……ふ、ぅ」

「声、我慢するなよ」

　みちるに覆い被さる悠人もまた、腰を突くたびに艶めかしく息を吐きだしていた。彼がどんなに淫らでエロくても引かない自信がある。悠人も同じだったらいいのに。

　みちるは彼を窺うように見つめて、口を開いた。

「変な声、いっぱい出ちゃっても、引かない？」

　みちるが言うと、悠人がまたぐっと耐えるような顔をする。デート中にも彼は時々同じような顔をするのだが、なぜだろう。

「引くわけないだろ。むしろ聞きたい」

　閉じた唇を舌先でノックされ、口を開く。腰を軽く揺すられて、開いた口から甘ったるい嬌声が漏れた。

「ふぁ……ん、あ、はぁ……はっ」

　口腔内を舐め回されて、目眩がするような心地好さに呑み込まれていく。頬の裏や口蓋を舌で擦られると、下腹部がきゅんと疼いて、気分がいっそう高揚する。

「あぁっ、あ、はぁっ、あぁあぁっ」

　彼のものが中ではち切れんばかりに膨らむと、気持ち良さが倍増し、耐えきれずあられもない声を上げてしまう。全身が揺さぶられるたびに、愛液の泡立つ音が響き、さらに興奮が高まっていく。

「みちる……みちるっ、好きだ……」

　髪を撫でられ、キスをしながら、激しい腰使いで責め立てられた。

　うっとりと目を細める悠人が、荒く息を吐きながら辛そうに眉を寄せる。腰の動きに合わせて、噴水のようにじゅぽ、じゅぽと愛液が噴きだす。

「はぁ、あ、ん、あぁぁっ」

　みちるは悠人の腕をぎゅっと掴み、首を仰け反らせた。

　激しく腰を振り立てられ、彼の汗が胸元にぽたぽたと飛び散った。視界の端に、長大なものが自分の中にぬぽぬぽと出入りしているのが見えて、あまりの卑猥さに目を逸らす。

　極太の陰茎が、愛液にまみれた蜜壺にずぼずぼと沈んでいく。一度目にしてしまったその光景は忘れたくとも忘れられない。むしろ身体を重ねるたびに思い出しそうだ。

「はぁ……気持ち良過ぎる……っ」

　悠人が感に堪えない声を漏らす。

「ん、あ、はぁっ……私も」

　張りだした亀頭で膣の浅い部分をさらに激しく擦り上げられた。襞を擦られる凄絶な気持ち良さが波のようにやって来て、意識ごと攫われそうだ。

　悠人の髪が鎖骨に触れて、続けて乳嘴をぱくりと咥えられた。そのまま口の中でめちゃくちゃに舐め回されると、胸からも下肢からも、じゅ、じゅっと淫音が立つ。じんと響くような快感が全身に伝わり、うねる隘路を締めつけてしまう。

「あ、あっ……胸、一緒……気持ち、い……」

「今、きゅって締まった」

　彼は両方の乳房を円を描くように押し回し、乳首を交互に舐めしゃぶる。赤く腫れ上がった乳首を尖らせた舌先で扱き、乳輪ごと強く啜られた。

「ひぁぁっ」

　その間も腰の動きは止まらず、がんがんと叩きつけるように穿たれた。肉襞を刮げながらずるりと陰茎が抜けでる感覚がしたかと思うと、釘を打つように真下に押し込まれる。意識が陶然とするような鋭い快感を与えられ、ふたたび絶頂感がやってくる。

「ん、あ、あっ……も、だめ、達っちゃい、そ」

　全身がぞくぞくと震えて、小刻みに足先が動く。意味もなく「もうだめ」と繰り返し呟いていると、ぐぐぐっとさらに大きく陰茎が膨れ上がった。みっちりと埋め尽くされる陰茎で膣のあらゆるところを擦り上げられる。

「あっ、また……おっき……あぁっ！」

　髪を振り乱し、背中を浮き上がらせると、強く乳嘴を啜られた。痛いほどの強烈な快感の中、ひときわ強く隘路を締めつけ、腰を激しく震わせる。頭の奥でうるさいくらいに鼓動が鳴り響いた。

「も……っ、ぅ」

　目の前が真っ白に染まり、全身が強張る。みちるが声も上げられず絶頂に達したのと同時に、悠人が腰を胴震いさせ、避妊具越しに熱い精を放出した。

「……っ！」

　背中に触れるシーツがじっとりと汗ばんでいた。はぁはぁと荒く息をつきながら、全身から力を抜いた。掴んでいた悠人の腕を離し、彼を見上げる。

（気持ち良過ぎる……なにこれ……）

　汗に濡れた額を腕で拭う悠人を見つめながら、みちるは身体に残る情炎を振り払うように頭を振った。そして自身を落ち着かせるように深く息を吐きだす。

「みちる……身体は平気か？　痛みは？」

　硬いままの陰茎を引き抜きながら聞かれ、ゆっくりと頷いた。彼のものはいまだ衰えていない。

　血管の浮きでた生々しい陰茎を見ていると、先ほどまでの行為を思い出してしまい、下腹部に甘い痺れが走った。

　何度も達したはずなのに、また、したくなってくる。達しても身体の疼きが収まらないなんて初めてだった。

「ん、平気。ちょっと、眠いくらい」

　みちるは、若干のもどかしさを抱えながらもそう答えた。

　もしかしたら悠人は、みちるが処女だと思っていたのかもしれない。だからこれほどまでにみちるの身体を案じてくれるのだと考えれば納得できる。否定することでもないし、そう思われているならそれでいい。

（何回でもしたいくらい、よかった。相性がいいのかな）

　大好きな人とセックスをして、初めて中で達したからだろうか。みちるは、充とのセックスでは得られなかった充足感に満たされていた。

　次はいつ抱いてくれるだろうか。終わった直後なのに、そんなふうに考えてしまうくらい、みちるはすでに悠人とのセックスにはまってしまっていた。

　ただ、ここで「二回目をしても平気」などと言うわけにはいかない。せっかく処女だと思ってくれているのに、そんなセリフで誘ったらバレバレだ。

「わかった。じゃあ俺、シャワー浴びてくるから、みちるは先に寝てろよ」

「うん」

　みちるが目を閉じると、悠人の手がぽんと頭に置かれる。

（一緒に浴びたい……なんて言えないし。強引に連れていってくれたらなぁ）

　彼が絶対にそんなことをしないのをわかっていて望んでしまうのは、自分の方がずっと深い気持ちで悠人を好きだからなのだろう。

（もっとエッチしたかった……）

　彼の手の温かさを感じていると、うつらうつらしてくる。

　みちるは目を瞑り、身体の疼きをやり過ごし、なんとか眠りについたのだった。





　＊＊＊






　シャワーを浴びて寝室に戻ると、みちるはすっかり寝入っていた。ベッドに入り、起こさないように軽くみちるを抱き締める。

　すると、シャンプーのフローラルな香りが鼻をくすぐり、堪え難い焦燥に駆られる。収まったはずの情欲がふたたび頭をもたげた。

（さっき、風呂でも抜いたっつうのに！）

　デートのたびに可愛く甘えられ、それに散々耐え続け、ようやくこの日を迎えた。だが、身体の欲は、一度のセックスではまったく収まらず、数度抜いても収まらず、いまだにフル勃起状態だ。

　これほどに興奮していて、みちるに対してがっつかずにいられた己を褒めてやりたい。

　悠人は、スウェットを下にずらし、滾った陰茎を握りしめると、音を立てないように上下に扱いた。

「……っ、はぁ」

　手のひらで口を覆い、艶めかしい吐息を漏らす。

　先走りがつぅっと滴り、あっという間に手の滑りがよくなっていく。くちくちといやらしい音が布団の中で響くが、とても止められない。

　みちるの髪に鼻を埋めて、思いっきり香りを堪能する。まるで彼女を抱いているような気分だ。ますます気持ちが高揚し、手の動きが激しくなっていく。

「う……っ、ぅ」

　大量の精を吐きだし、深く息を吐きだした。ベッドを軋ませないようにティッシュを取り後始末を終えるが、まだ天を向いたままの怒張にため息が漏れる。

（全部挿れて、がつがつ突いてみてぇ……なんて、みちるに言えるわけがないよな。しかも、みちるが可愛くて、エロ過ぎて、一回じゃ全然足りねぇし）

　疲れて眠ってしまったみちるを見ていると、可哀想でならない。半分にも満たない挿入にもかかわらず彼女は苦しそうだった。

　自分の欲望のままに振る舞えば、きっと彼女を傷つけてしまう。それだけはいやだ。みちるにだけは「二度とエッチしたくない」なんて言われたくない。みちるの身体が慣れてきたら、少しずつ深くしてみよう。そうこうするうちに打ち明けられるかもしれない。それまではひたすら我慢をするだけだ。

（耐えきれるか……俺）

　悠人は昂った性器を無理矢理下着に押し込み、スウェットを押し上げた。これ以上興奮が高まらないように、みちると少し距離を開けて目を瞑った。

　悠人自身も、まさかそんな状況が六年以上続くとは、このときはまだ思いもしなかったのだった。







第三章 その気にさせる方法を教えてください！








　会社の夏季休暇を間近に控えた八月の中旬。

　みちるは、同期である須和翔と橋本久美の二人を誘い、会社の最寄り駅から一駅離れた居酒屋にタクシーで向かった。

　予約をした店は個室のある和風居酒屋のチェーン店で、学生やサラリーマンの客も多く、喧々囂々としているところが気に入っている。

　なにを話していても大声でもなければ隣の席の会話すら聞こえない。さすがに大きな声で仕事の愚痴は言わないが、三人でいると声を潜めなければならない話題も多く、選ぶ店は職場から離れた場所にある大衆居酒屋が多かった。

「じゃあ、今日もお疲れ～！　かんぱ～い」

　久美の音頭でジョッキを軽く慣らした。

「はぁ、お酒が美味しい！」

　二人はみちるが〝清楚系ビッチ〟と呼ばれていた過去を知っても態度を変えなかった。逆におもしろがられたくらいだ。

　二人といると高校時代に自分がどれだけ気を張って生活していたかがわかるのだ。女子も男子も、教師にすら味方はいなかった、あの頃。

　大学時代はそれよりずっとマシだったが、ずっとピリピリしていた気がする。悠人と出会って、彼のそばだと楽に息ができることを知って、ようやく肩から力が抜けた。

（それなのに……悠人には話せないなんてね……）

　当事者だからこそ言えないのだが。

　みちるがビールを半分ほど飲み干しテーブルに置くと、すかさず翔が次の飲み物をタッチパネルで頼んでくれた。

「いつも二人のデートの邪魔してごめんね」

「みちる、友だち少ないからね。なにか相談があるんでしょ？」

　久美がお通しに箸をつけながら、にやにやと口元を緩めた。

「まぁな、奥村が個室で飲みたいって言うときは、だいたい下ネタだろ。外見詐欺だよな、それ。女性不信になりそう」

　たしかに今日の話は個室じゃないと厳しく、翔が〝だいたい下ネタ〟というのもあながち間違ってはいない。

「はいはい、外見詐欺ですみませんね。これでも悠人はいつも可愛いって言ってくれるんです。それに、須和くんには久美って可愛い彼女がいるくせになにが女性不信なの」

「そうよ～こんな可愛い彼女がいるくせに」

「あ～そうだな、可愛い可愛い」

　呆れたように翔が言うと、本気で拗ねたのか久美が頬を膨らませた。隣に座った翔が久美の頬を軽く突いて笑う。

　目の前でいちゃつく二人には、マンネリなんて単語は無縁だろう。

　それを羨ましく思うと、自分たちが本当にマンネリ化しているカップルのような気がしてきて複雑だ。結婚が決まり幸せいっぱいなはずなのに。

　たかがセックス。されどセックス。年を取って死ぬまで悠人と一緒に暮らしていきたいと思うからこそ、疑問や不満を抱えたままでいたくない。そう思っても、みちる自身、悠人に隠し事をしているせいで打ち明けられないでいるのだ。

「で、悠人くんとはどうなの？」

「あ、そうだ。結婚することになったよ」

　結婚式は来年を目処に考えようという話になった。すでに二人で暮らしているため、そこまで急いでおらず、いくつか式場の見学に行ってから決めるつもりだ。

「へぇ～おめでとう！　ようやくって感じもするね。もしかしてこの間の誕生日にプロポーズされたの？」

「うん、レストランでね」

　先週の誕生日に、年齢の数に揃えた薔薇の花束を跪いて渡されたと言うと、久美が興奮したようにきゃぁっと甲高い声を上げた。

「やる～！　悠人くんが花束を持ってプロポーズするところ、会ったこともないのに想像できちゃう！　いいなぁ～！」

　久美の隣に座る翔は、自分にそれを求められても困る、といった様子で聞かないふりをしていた。

「またなにか悩んでるのかと思ったら、結婚の報告だったのね？」

「そうなんだけど……それだけじゃないっていうか」

　みちるが言葉を濁し嘆息すると、久美が眉を顰めて首を傾げた。

「なによ、なんか不安でもあるの？」

「くだらないって笑わない？　あと、ここだけの話にしてくれる？」

　相談したくて声をかけたくせに、悠人に言えない悩みを彼らに相談するのか、という思いから躊躇してしまう。みちるだって、悠人に打ち明けるしか解決方法はないとわかっているのだ。

「みちるの悩みってだいたいくだらないでしょ。男でも乳首は感じるのか、とか。フェラのやり方を教えてとか。これは実践できたわけ？」

　久美が呆れたような顔で指を折る。

　残念ながら耳年増になっただけで、実践など悠人がさせてくれるはずもなかった。みちるは首を横に振ると、やれやれといった風に久美が両手を広げた。

「聞くだけ聞くし、誰にも言わないわよ。私も楽しんじゃってるしね。でも、悠人くん本人と話し合うのが一番だって思うけど。みちるのは相談っていうか惚気だし」

「惚気じゃないの！　今回のは本当に深刻で……本当に誰にも言わないでね。悠人にも関わることだし……須和くんも、お願い」

「わかってるわよ。昔、みちるが〝清楚系ビッチ〟って言われてたことだって、誰にも言ってないし。ね、翔」

「ま、相談に乗れるかどうかは内容次第だけどな」

　みちるは翔の言葉に頷いて、姿勢を正した。

　どちらかと言えば、翔にこそ聞きたかったのだ。男性から求められない場合、どうすればいいのかと。

「あのね……二人ってエッチするとき、どっちから誘う？」

　みちるが聞くと、下ネタを覚悟していた二人にとっても想定外の質問だったのか、翔が飲んでいたサワーを噴きだしそうになる。

「おま……っ、なんつーことを……」

「そ、そうだよ！　そんなの言えるわけないじゃん！　なに言ってんの！」

　久美もまた、頬を真っ赤に染めて、翔をちらちらと見ていた。その顔には「言ったら、殺す」と書いてある。

　ただ、みちるは二人の様子でなんとなく、主に誘うのは翔でたまに久美からも誘うことがあるのだと察した。

「ごめん。だって、こんなこと二人にしか相談できなくて。なんとなくわかったから、答えなくていいよ、大丈夫」

　いくら友人とはいえ、二人だってそんなプライベートな部分をみちるに晒したくはないだろう。わかっていて聞かずにいられなかったのは、自分ばかりが悠人を誘っている現状をおかしいとは思いたくなかったからだ。

「人によるし、その場の雰囲気でいろいろだろう。本題はそれじゃないんだろ？」

　みちるの思い詰めた顔で同情したのか、翔がそう口にした。

「うん。ねぇ、男の人から誘わないのって、なんでだと思う？」

　悠人は、みちるがさりげなく誘うと必ず答えてくれるが、彼からそういう態度を匂わせられたことは一度もない。やはり性欲が薄いのだろうか。

（いやいやエッチしてる……とは思わないけど……）

　みちるがセックスに誘うから、それを受け入れているだけなのでは。

　ちょうど生理が来てしまったため、プロポーズの夜以降は身体を重ねていない。

　その間もキスや触れあいはあったが、五日が経っても悠人からそろそろというお誘いがないのもいつものことだ。

　もしも、このまま自分が誘わなかったらどうなるのだろう。悠人から誘ってくれるのだろうか。それを確かめたいような怖いような気分で生理の終わりを迎えたのだ。

「その日は気分じゃなかったとか、いろいろあるんじゃないの？」

「私ね……付き合ってからこの六年、一度も悠人から誘われたことないの」

「え、レス？」

　久美の言葉に首を横に振って答えた。セックスレスにならないのは、みちるが誘っているからだと気づいたのだろう。久美の視線が同情的なものに変わる。

「結婚前にセックスレスってんなら悩むのもわかるが、そうじゃないんだろ。淡泊な奴もいるしなぁ」

「やっぱり淡泊なのかなぁ。してるときはそんなふうに感じないんだけど。それじゃあ、もっとエッチしたいなんて言ったら、悠人の負担だよね」

　いやいやセックスしているわけではないだろうが、みちるほど性欲が強くなく、なおかつ一回で満足してしまえるのなら、悠人本人と話し合ったところで平行線だ。

　悠人は優しいから、頼めば義務感からみちるの望み通りにしてくれるかもしれないが、無理強いしたいわけじゃない。

「つまりなに？　みちるは悠人くんにもっと積極的に誘ってほしくて、もっと頑張ってほしいってこと？」

「……まぁ、端的に言うとそう」

　みちるが唇を尖らせながら拗ねた顔をすると、翔が腕を組みながら首を傾げて言う。

「積極的にってのは性格にもよるし、難しいんじゃないか？　自分に自信がなくて女性を上手くベッドに誘えないって奴も、女性から誘ってくれた方が嬉しいって奴もいる。でも今までそれで上手くいってるんなら、結婚してからも問題はないだろ？」

「問題は、ありありだよ」

「どんな？」

「それは……いろいろ」

　翔の問いにみちるは目を逸らした。

　さすがに友人相手にも言えない。毎日、物足りなくて一人エッチが日常化しているなんて。ディルドを買おうかどうしようか、本気で悩んでいるだなんて。性欲が解消されないまま好きな人が横に寝ているなんて拷問なのだ。

　このままではマンネリ化からのセックスレスの日も遠くない、という結論に至ったため、なにか解決方法はないか相談したかったのだ。悠人サイズのディルドでの一人エッチなんて虚し過ぎる。

「ねぇ、どうしたら悠人が私に積極的になると思う？　いっぱいしてくれると思う？」

「ん～そうねぇ」

　久美は手にしていたジョッキの中身をすべて飲み干し、テーブルに置いた。ペーパーナプキンで濡れた口元を拭い、声を潜めて言った。

「襲わずにはいられない雰囲気を作ればいいんじゃないの？　みちる、そういうの得意でしょ？」

「雰囲気作りなら、すでにしてるよ。終わったあとも誘惑しまくってる。さりげなく、もう一回しようって誘ってるの」

　みちるの誘惑は半分くらい成功している。実際、吐精したあとも彼のものは屹立したままだし、興奮しているようにも思える。それでも二回目のお誘いはすべて断られている。やはり睡眠欲には敵わないのだろうか。

「じゃあ精力のつくものでも食べさせるとか？　っていうか今さらだけど、みちる……ほんとエッチ好きよね」

「え、嫌いな人いるの？　好きな人が朝も夜も近くにいるんだよ。触りたくなるでしょ」

「それはわかるよ。でも、ほぼ毎日しててもっとしたいんでしょ？　さらに誘ってほしいんでしょ？　十分な気もするって言うか、毎日できるのすごいなって」

「そう、かな」

　久美と翔は一緒に暮らしていないし、デートも多くて週に二回くらいだと聞いた。トータルで言うと、自分たちの方が身体を重ねる回数は多いのかもしれない。

　やはり自分の性欲が異常なのだろうか。それにも薄々気づいてはいたが。これ以上もっとしたい、なんて悠人に言えば〝ビッチ〟まっしぐらではないか。

「みちるが隠れ肉食系なのは知ってるけどさ。ちょっと意外だったな」

「なにが？」

「話を聞いてる限り、悠人くんってみちるにベタ惚れだし、そういうときは彼ももっとぐいぐい行くのかと思ってたのよ」

　久美は翔をちらりと見つめながら言った。「翔みたいに」その言葉が隠されているような気がして、羨ましくなる。

　翔がふっと嬉しそうに微笑むものだからよけいに。隣の芝生は青く見えるものだ。

「ぐいぐいなんて、されないよ。一回したあとは断られるよ、けっこうきっぱりはっきり。だから、甘えてねだって断られたら我慢してる。やりたいばっかりの女って引かれるでしょ？」

　悠人にまで〝ビッチ〟だと思われるのは絶対にいやだ。けれど、性欲の強さはどうにもならない。今まで通り、我慢をするしかないのだろうか。

（やっぱり……あれ、買おうかな……）

　ため息を呑み込みながら、悠人の形に近いディルドを思い浮かべる。

　下着の棚に紛れ込ませておけばバレないかもしれない、などと考えている時点でかなり思い詰められていると自覚する。

「恋人に誘われて、いやだと感じる男はいないと思うがな。断らないだろう、普通」

　翔が首を傾げながら言った。

　なんだか納得いかない、という顔をしている。

「断られるんだもん。どうすればいいの？」

「さぁ？　本人と話せよ。俺らに聞いても答えが出ないってわかってるだろうが」

「そうだよね……わかってるんだけど」

　そもそも悠人とのセックスに不満があるわけではなく、単純に自分のあまりある性欲がいけないのだ。それを解消するためにはどうにか悠人に頑張ってもらうか、自分でなんとかするしかない。

（でも……いまだに悠人は私のこと、エッチなことなんてまったく考えない清純だと思ってるもんなぁ）

　過去のトラウマのせいもあり、悠人を落とすために猫を被りまくって近づいたことを後悔はしていないが、本当の自分を出せないのは辛くもあった。

　充との過去については言う必要はないと思うが、自分のあざとさも計算の上だと彼は知らない。本当は毎日ムラムラしまくっていることも。

　なにも答えは出ないまま、翔と久美の近況を聞いているうちに、お開きの時間になった。居酒屋の外に出ると、久美が財布をしまいながら、あ、と口を開いた。

「ごめん、ちょっとお手洗い借りてきてもいい？」

「了解。ここで待ってるね」

　久美は鞄を翔に手渡し、店へ戻っていった。

　立っているだけで肌が汗ばんでくる。エアコンの効いた店内で待っていればよかったと思うほどに外は暑い。邪魔にならないように翔と店のドアの横に立ち、久美を待った。

「さっきの話」

　顔をぱたぱたと扇いでいると、翔がおもむろに口を開いた。

「さっき？」

「奥村の彼氏の話」

「あぁ！　いいの、ごめん。二人に相談することじゃなかったって、私もわかってるから。話を聞いてくれるの二人しかいなくて、甘えちゃってごめんね。結局は本人と相談するしかないんだよね」

「ん、まぁ……お前がそう思うなら、それでいいんだろうけどさ。同じ男としてはなんとなく違和感があるんだよな。話を聞く限りだと、その恋人、奥村のことかなり大事にしてるだろう。奥村の誕生日に行きたかった店を予約して、花束持ってプロポーズするくらい」

　翔は肩を竦めながら「俺にはこっぱずかしくて無理」と言った。

「うん……そうね。大事にされてるよ」

「どっちから誘うかって話は、人によるとしか言えないがな。具合が悪いとか事情があるときはべつにして、お前の誘いを頑なに断るってのが気になる。一回はしてんだろ、普通に」

「そうだけど、でもそれは……もともとエッチするのが好きじゃないとか。淡泊な人もいるって須和くんが言ったんでしょ？」

　自分で言っていて悲しくなるが、みちるの性欲が強いだけの話だ。同じだけを悠人に求めるのは難しいと、今日二人と話していて思った。

「淡泊だとしても、そこまで大事にしてる女に誘われて応えない男なんているかよ。射精できなくても頑張るくらいするだろ。お前に飽きてマンネリ化してるってんならまだわかる。でもそれなら、都合のいい身体だけの関係になっていくのが普通だ。同棲もしているのに週に何度もデートしないし、プロポーズだってしないぞ。だから、なにか事情があるんじゃないか？」

　翔の言う違和感に納得した。たしかにみちるは、悠人からの愛情を疑ったことはない。

　悠人は、どんな小さなことでもみちるの望みを叶えようとしてくれる。誕生日に予約してくれたレストランだってそうだ。それに、いつだってみちるを案じてくれる。

　そんな男が、みちるの二回目の誘いに応えない。どうしてそこだけ頑ななのかと翔は疑問を抱いたのだろう。

「事情……って、どういう？」

「そんなの知るわけないだろ。奥村が自分から聞けないなら、さっきの久美の話じゃないけど、二回目、三回目をせざるを得ないような状態に持っていけば？」

「どうやって？　今までもかなり頑張ってるの」

　さすがに翔には言わないが、彼のものに触れて勃たせることには成功しているし、さりげなく胸をくっつけたり、興奮するような声を出したり、できる手は打っていた。

「その頑張りは、なんとなく想像つくけど、もっと簡単に試せるのはどうだ？」

「簡単に？」

　翔はちらりと店の入り口に視線を向けて、久美が出てこないことを確認してから口に出す。

「際どい下着で誘うってのは？　なんとでも言えるだろ。久美から誕生日プレゼントにもらったとか」

「それいいかも。でもそれって須和くんの趣味？　今度久美に言っておいてあげるね。喜ぶみたいよって」

「おい」

　翔は一応止めるという体を取っているが、まったく迫力はない。むしろ久美が際どい下着で誘ってくれたら嬉しいのだろう。まったく仲のいいカップルである。

　けれど、翔の案はかなりいい。プレゼントでもらったから仕方なく着用したと言えば、悠人にも言い訳が立つし、それくらいで誘われてくれるのならやってみる価値はある。

「やってみる。で、際どいのってどういうの？　Ｔバックとか？　須和くんは、久美にどういうの穿いてほしい？」

「Ｔバックもいいけどな。あとは透けてるやつとか。アダルトグッズで股が開いてるのとかあるだろ、あれもいいよな」

　翔は嬉々として口に出した。

　彼らに協力してもらっていると言うより、彼らのセックスを盛りあげるために自分が協力しているような気がしてくる。

「ノリノリ過ぎて、ちょっと引くんですけど」

　さすがにアダルトグッズまで買ったら言い訳に困るが、少し刺激が強い程度なら大丈夫そうだ。みちるがエッチな下着を着用して誘ったら、悠人ももっとその気になってくれるだろうか。

「せっかく協力してやってんのに」

「えぇ、どっちが？　私が須和くんに協力してるみたい……まったくもう」

「よろしくな。楽しみに待ってる」

　二人で笑っていると、突然背後から肩をぽんと叩かれる。

「みちる？」

　背後から聞こえてきた声はよく知る恋人のものだった。みちるはひゅっと息を呑み、跳び上がらんばかりに驚いた。

　おそるおそる振り返ると、そこには仕事帰りと思われるスーツ姿の悠人がいる。

「ゆ、悠人……？　どうしてここに？」

　慌て過ぎて浮気がバレたときのような口調になってしまった。

　つい助けを求めるように翔を見てしまう。翔は肩を竦めるだけでなにも言わなかった。自分たちで解決しろということだろう。

「同僚と飯行って帰る途中……みちるもか？」

　悠人の視線がみちるに、そして隣にいる翔に移った。

　みちるもただ同僚と食事に行って帰る途中である。もちろん今日は同期とご飯に行くと悠人に伝えてあった。この状況を説明すればいいだけなのに、言葉が出てこないのは直前の話題のせいだ。

（さっきの話が聞こえてたらどうしよう……っ）

　悠人がいるとわかる直前、自分は翔と刺激的な下着の話をしていた。悠人の名前を出したかどうかも今となっては思い出せない。自分は往来でなんて話をしていたのだろうか。

（バレる……バレるっ！　ふしだらな女だと思われちゃう！）

　悠人にまでビッチだと思われてしまう。

　みちるにとってそれは、浮気だと誤解されるよりもずっと恐ろしかった。

（どうしよう……聞こえてたどうかもわからないから、下手に言い訳をするのは……でも）

　みちるがパニックになっていると気づいたのか、横でため息をついた翔が助け船を出してくれる。

「俺は奥村の同期で、もう一人……今、トイレに行ってる同僚と一緒でした。俺たちももう帰るところなので」

「そうですか。みちる、じゃあ一緒に帰ろう」

「う、うん……そうだね」

　みちるがそう返すと、悠人が安堵したように軽く息を吐く。

　翔を見る悠人の視線がなぜか鋭い気がする。やはり話の内容を聞かれていたからではないだろうか。話を聞いて、みちるを〝ビッチ〟だとでも思ったのではないか。

　焦りのあまり全身から汗が噴きでてくる。

　そんなみちるのパニックを余所に翔は淡々と口にした。

「奥村……俺、久美と一緒に帰るから、またな」

「あ、う、うん。また明日ね。今日はいろいろとありがと……って、悠人？」

　翔に挨拶し終える前に悠人に手を引かれた。ぐいぐいと乱暴とも言える動作で手を引かれて、無言のまま歩きだす。振り返って翔に軽く手を振ると、なぜか翔はおもしろそうに口元をにやつかせていた。

　半歩先を歩く悠人の背中を見つめる。悠人は自分の歩幅で進みながらも、後ろを歩くみちるを気にする様子はなかった。彼の背中がどうしてだか自分を拒絶しているようにも感じられて悲しくなる。

「悠人？」

　不安になって、悠人の手のひらをきゅっと握ると、いつもと同じように握り返される。

「なに？」

　なんだか口調がいつもよりも素っ気ない。本当に翔との会話を聞かれていたのかもしれない。みちるが実は清純ではないと気づき、付き合いを後悔しているのだとしたら。

　ほかに怒っている理由は思い当たらない。悠人に嫌われるのだけはいやなのに、もしもバレたらどうしていいか見当もつかない。

　怖くて悠人の顔が見られず、みちるは俯きがちのまま駅までの道を歩くしかなかった。
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　悠人が食事を終えて店を出ると、時刻はまだ二十時前だった。みちるが同期と食事に行くと言っていたため、自分も外食をすることにしたのだ。

　会社近くではなく悠人の勤務先のある高田馬場で食事をすると言っていたから、迎えに行ってみようか。

（みちるに連絡してみるか）

　悠人がスマートフォンを取り出し、メッセージを入力していると、駅近くにある居酒屋の前に見知った人影があると気づく。

（あの店で飲んでたのか……あれ、男？）

　同期と飲むとは聞いたが、それが男だとは聞いていない。会社内で親しい男がいるのかも、友人に男がいるのかも、気になってはいても浮気を疑っているようで聞けないでいた。

（そこまで束縛して嫌われたくないし、かっこ悪いしな）

　みちるが自分を好きでいてくれるのを知っているから、それでいい。多少もやもやした気持ちはあっても、それはみちるにぶつけるものではない。

　悠人はメッセージを送るのをやめて二人に近づいた。すると、背を向けているみちると男の話し声が聞こえてきた。その話の内容に悠人の頭にかっと血が上る。

「Ｔバックもいいけどな。あとは透けてるやつとか。アダルトグッズで股が開いてるのとかあるだろ、あれもいいよな」

　男はにやにやと笑いながら口に出した。

（俺のみちるに、なんて話をしてんだ！）

　頭が沸騰しそうになる。仕事は楽しそうだったし、みちるが何か悩んでいる様子はなかったが、本当はセクハラ被害に苦しめられていたのか。男が卑猥な言葉を口に出しながら、みちるの下着姿を想像していることが腹立たしい。

（俺だって、そんなおねだりしたことないんだぞ！）

　自分が頼んだら、優しいみちるは悠人の願いを叶えようと無理をしてしまう。彼女が嫌がる行為をさせるなんて死んでもごめんだ。

　悠人は、みちるがＴバックを穿き、あられもない姿でエッチなお誘いをしてくれるところを想像して、とてつもない罪悪感に駆られた。

　みちるがそんな際どい下着を身につけたら、自分の理性もいつまで持つかわからない。無理をさせてしまっているとわかっていても、みちるの可愛さに我慢出来なくなるだろう。

　みちるはセックス中、いつも苦しそうにしている。

　それも当然だ。悠人のでかいものを身体の中に挿れているのだから。それでも健気に、悠人のしたいようにしていいのだと言ってくれる。ただでさえ彼女は天使かと思うほどに可愛いのに、したいようにしたら壊してしまうではないか。

　悠人の欲望が収まらないときも、身体は限界だろうにみちるは無理をして「もう一度していいよ」と微笑んでくれるのだ。そのたびに頭の中でみちるの悲鳴を想像し、こらえている。眠ってしまえば性欲も忘れられる。

　本当は酒を飲むのも好きだが、酔いが回ると理性を失いそうで怖かった。みちるには、酒はあまり飲まないと伝えてある。

　欲望のままに彼女を犯して、嫌われたくはなかったから。

　みちると結婚して、たとえ一生性欲を我慢し続けなければならないとしても、あの笑顔を守るためならば、悠人はなんでもできた。

　一緒に暮らしてからは、どうやってあまりある性欲を発散させようかと悩んでいたが、みちるの風呂のタイミングでそれなりに一人になれる時間があると気づき、そこである程度発散させておく方法を覚えた。

　あらかじめ二、三回出しておけば、がっつかずに済むし、可愛く抱きつかれても、下半身に触れられても、眠りさえすればなんとかなった。

「ノリノリ過ぎて、ちょっと引くんですけど」

　みちるが言った。ほらみろ、と男を睨む目がますます細くなっていく。引かれて当然だ。そもそもアダルトグッズなんて、みちるが知っているわけがない。

「せっかく協力してやってんのに」

「えぇ、どっちが？　私が須和くんに協力してるみたい……まったくもう」

　すると、セクハラされているみちるが楽しそうに笑った。

　悠人は信じがたかった。ここまで無理をしてセクハラを許さなくてもいい。けれど、相手は彼女の同僚のはず。揉め事になってしまうと、困るのはみちるだろう。

　悠人はぎりぎりと歯ぎしりをしながら、声をかけるタイミングを計る。早く助けなければと気が逸った。

「よろしくな。楽しみに待ってる」

　二人の会話のきりがいいところで、悠人はみちるの肩を叩いた。

「みちる？」

　みちるの肩がびくりと跳ねて、おそるおそるといった雰囲気で振り返った。

　悠人の顔を見て、まずいところを見られたという顔をするのは、セクハラ被害に遭っていることを心配させまいという彼女の優しさだろう。

　優しさだとしても嬉しくない。なにかあって彼女が傷ついてからでは遅い。今までなにも言ってくれなかったみちるに対して、苛立ちのような感情が芽生えた。自分ではない男に笑みを向けていた嫉妬もあるだろう。

「ゆ、悠人……？　どうしてここに？」

　彼女の視線が隣に佇む男に移った。どうしてセクハラ男に助けを求めるような顔をするのか。苛立ちはますます大きくなっていく。

　自分は彼女の夫となる男だ。もしみちるが困っているならいつだって助けたいし、相談してほしい。一緒に暮らしているのに、セクハラに傷ついていることにさえ気づかなかった自分が悔しかった。

「同僚と飯行って帰る途中……みちるは？」

　お前はなにをしていた──と詰問するような目で男を見つめる。男は肩を竦めて、悠人を見返してきた。セクハラをされているなどと口に出せなかったのだろう。みちるが困ったように視線を落としていると、隣に立っていた男が言い訳のように口に出した。

「俺は奥村の同期で、もう一人……今、トイレに行ってる同僚と一緒でした。俺たちももう帰るところなので」

　男はのれんの向こうに目を向けて、悠人に視線を戻した。その顔はなぜか楽しそうでもあり、ますます機嫌が低下していく。

「そうですか。みちる、じゃあ一緒に帰ろう」

「う、うん……そうだね」

　みちるが、動揺したように震えた声で言った。

　怖かったのだろう。もう一人がトイレに行っている間にセクハラをされるなんて思ってもいなかったはずだ。

「奥村……俺、久美と一緒に帰るから、またな」

「また明日ね。今日は、いろいろとありがと……って、悠人？」

　みちるが男に声をかけようとするのを遮り、強引に彼女の腕を引いた。途中で掴んだ腕の力が強過ぎたと気づいたが、もう遅い。

「悠人？」

　ずんずんと前を歩く悠人に、みちるが案じるような声をかけてきた。

「なに？」

　腕をぱっと離し、いつものように手を繋いだ。彼女の手に力が入ったのがわかり、悠人は離すまいとでもするように手を握った。

「ううん……なんでもない」

　みちるは疲れ切ったような声で小さく呟き、悠人の半歩後ろを歩いた。

　悠人もそれきり口を噤んだ。そうしなければ、なんの相談もしてくれなかったことで彼女を責めてしまいそうだった。

　駅の周辺はレストランや居酒屋といった飲食店が多く建ち並んでいる。会社の同僚もこの辺りの飲み屋をよく利用していて、時折、見知った顔とすれ違う。

　通り沿いの居酒屋から出てきたグループにも見覚えがあり、その中の一人と目が合ってしまった。女癖が悪いという噂の同い年の後輩──鈴すず木きは、今年転職で入社した社員だ。

「あ、梶原さんじゃないっすか！　この辺りで飯行ってたんっすか？」

　悠人はこんなときにと内心舌打ちをして、みちるの手を離すまいとしっかりと掴んだ。

「あぁ、お疲れ」

「お疲れ様っす。隣、同棲してるって彼女っすよね！　は～！　すっげ美人……ん？」

　喧噪の中でも鈴木のやたらと大きい声はよく響く。会議中もこのテンションのため、もう少し声のトーンを抑えろと何度か注意したくらいだ。

　そんな鈴木がなぜかみちるの顔をまじまじと見つめて、首を傾げた。

「あれ？　もしかして……あんた、奥村みちる？」

　その言葉に驚いたのか、みちるがぱっと顔を上げた。なぜかみちるの顔がみるみるうちに真っ青になり、唇が震えていた。二人は知り合いなのだろうか。

「みちるを知ってるのか？」

「知ってるもなにも、高校の同級生っすよ！　へぇ～梶原さん、あの〝清楚系ビッチ〟と付き合ってたんすね！」

　鈴木がみちるを嘲笑するように唇を歪めた。にやにやと下卑た笑いを浮かべる鈴木を見ていると、ひどく不快な気分になる。

「清楚系ビッチ？」

　悠人が呟くと、みちるの手がびくりと震えた。彼女は明らかに鈴木を怖がっている。悠人はみちるの姿を後ろに隠し、鈴木に聞き返す。

「あ～奥村さんの高校時代のあだ名っすね。恋人ならわかるでしょ。彼女、見た目は清楚系なのにあっちの方がすごいみたいで、当時の男がそう呼んでたんすよ。俺も一回くらいお願いしたかったんすけど、残念ながら機会に恵まれなくて！　あ、よかったら今からどうっすか？　三人でやります？」

「は？」

　鈴木の言う〝あっちの方〟の意味が一瞬わからず、困惑する。が、すぐに思い至り、頭に血が上った。どうしてみちるが鈴木に恐怖を覚えたのかわかってしまったから。

　高校時代にみちるに恋人がいたのは初耳だが、相手は碌な男ではないだろう。過去であったとしても恋人とのベッドでの話をほかの相手に漏らすなんて、別れて正解だ。自分より前にみちるを抱いた男がいることに、当然、嫉妬心はあるが、それよりも大切な人を傷つけられた怒りが大きかった。

「ふざけるなよ」

　地を這うような声で威嚇すると、鈴木が全身を硬直させ顔を引き攣らせる。目を細めて睥睨するだけで、上背のある悠人は他人に威圧感を与えてしまう。暴力は苦手で中身は至って普通なのだが、相手を怯ませるには効果的だ。

　外でデートをしていると、みちるはいろいろな男から声をかけられる、それを何度も撃退しているうちに気づいたのだ。

「え……なんすか、それ……冗談ですって。んなマジになんなくても……」

「二度とみちるの名前を呼ぶな。見るな。その軽い口で、信憑性のない話を会社で広めるなよ。わかったな」

　軽く凄んだだけで、鈴木は必死に頷きながらじりじりと下がった。完全に酔いは覚めたのか、気まずそうに目を泳がせている。

「すんませんした」

　謝る相手が違うだろうと怒鳴りたくなったが、これ以上この場にいたくなくて、なにも言わずみちるの手を引いた。

　みちるは怖々と、それでいて縋るような目で悠人を見上げている。

「あれ、後輩なんだ。怖がらせて悪かったな」

「なにも……聞かないの？」

　先ほどまでの怒りはいつの間にか霧散していた。悠人はみちるの歩調に合わせてゆっくりと歩きながら、首を左右に振る。

「みちるが話したいことなら聞くが、そうじゃないんなら言わなくていい」

「……っ、ありがとう」

　みちるは泣きそうに目を潤ませて、唇をきゅっと噛んだ。

　鈴木の言葉によほどショックを受けたのかもしれない。それもそうだろう。男にあんな風に思われて平然としていられるはずがない。

　みちるは、ただ手を繋いだまま思案するように歩き続けた。

　彼女は落ち込んでいる時こそ明るく振る舞い、悠人に甘えてくる。みちるが甘えたいと思っている時はすぐにわかる。目がとろんとして唇がアヒル口になるから。

　家ならば悠人の膝の上に乗ってくるか、背中から抱きついてくるかするが、外でこの顔をするときはだいたい腕にぎゅうっと絡みつき、体重を乗せてくる。

　家でも外でも甘えてくるみちるが可愛くて、いつもそれを待っているだなんて知られたくはない。

　ただ、無意識に柔らかい胸が何度も押し当てられると、外にもかかわらず下半身が反応しそうになり悠人はいつもかなり慌ててしまう。

　けれど、今日はそれがない。

　きっと甘えてくるだろうと思っていたのに、今のみちるは、まるで悠人など視界に入っていないようだった。それをかなり残念に思ってしまっている自分がいて、動揺する。

　悠人はみちるに甘えられるのがとにかく好きだ。季節にかかわらず家では常にくっついていたいし、外でも手を繋いでいたい。

　そこからセックスになだれ込むことがほとんどで、みちるが甘えてくるのをゴーサインのように悠人は捉えていた。

　みちるが落ち込んでいるのに、セックスできなくてがっかりするなんて。

（俺、セックスのことばっかり考え過ぎじゃないか？　六年もみちるを抱いてるのに、性欲は衰えるどころか我慢が辛くなるばかりだし……）

　もしかしたら盛り過ぎなのだろうか。ここ最近は三分の一どころか半分くらいは挿入している。みちるが感じてくれるからと調子に乗って、深く挿れ過ぎて痛い思いをさせてしまったのかもしれない。

（血とか……出てなかったよな……）

　最近はチェックを疎かにしていた。これはまずいかもしれない。

　達するときのみちるは凄まじく魅惑的だ。悠人はその顔が見たくて何度も何度も中で達かせてしまう。だから悠人が達するときにはすでに疲労困憊なのだ。それに気づいていたのに。

（俺の方こそ、みちるに甘え過ぎじゃないか？）

　連日のセックスに疲れているとしたら。毎日甘えてくれるのも、セックスへのゴーサインではなかったとしたら。単純に甘えたいだけなのに、自分が勘違いしてセックスばかりして、その結果、心が離れてしまったら。

（みちるに嫌われるなんて……考えたくもない！）

　みちるが先週から生理中のため、ここ一週間ほどはセックスをしなかった。

　甘えられてもぐっとこらえ、ただ隣で眠った。その続きだと思えばいい。落ち込んでいるみちるを押し倒すなんて真似できるはずがない。

（でも俺、我慢できるか？）

　違う。できるか、ではなく、するのだ。

　そうじゃないと、結婚後セックスレスになりかねない。常に盛っている夫などいやだろう。嫌がるみちるに無理強いなど絶対にしたくない。

（今日は……我慢。みちるに可愛く乗っかられても我慢だ。我慢）

　悠人は深呼吸を一つして、みちると共に電車で帰路に就いたのだった。







第五章 もう我慢の限界です！








　──知ってるもなにも、高校の同級生っすよ！　へぇ～梶原さん、あの〝清楚系ビッチ〟と付き合ってたんすね！




　みちるは悠人と手を繋ぎ歩きながら、先ほどの男の言葉を思い出していた。

　顔も名前も覚えていない男にそう言われたとき、みちるは一瞬にして終わりが来たと悟った。みちるの過去を知る同級生に偶然会う可能性などほとんどないと高を括っていたが、まさか悠人の同僚だったなんて。

（どんな偶然よ……神様、意地悪過ぎるでしょ……）

　悠人にも知られてしまった。しかも男は丁寧にみちるがなぜ〝清楚系ビッチ〟と呼ばれていたかの説明までしてくれた。

　ばくばくと心臓がいやな音を立てる。脂汗が流れでて、顔が引き攣った。

　なにを言われるのだろう。なにを聞かれるのだろう。みちるは恐怖で全身が震えた。いつか自分で話そうとは思っていたが、こんな最悪な形で知られるとは夢にも思っていなかった。

　それなのに悠人は、男が語った話など気にも留めなかった。それどころか。




　──二度とみちるの名前を呼ぶな。見るな。その軽い口で、信憑性のない話を会社で広めるなよ。わかったな。

　──あれ、後輩なんだ。怖がらせて悪かったな。




　みちるを悪意から守ってくれた。

（そっか……悠人は、平気なんだ……気にしないんだ）

　強張っていた肩から力が抜けた。悠人になら、みちるの気持ちを正直に訴えたとしても〝ビッチ〟だなんて思われない。そう確信したのだ。

　正直、充の話はしたくない。もう知られてしまったが、悠人に過去の男の話など聞かせたくなかった。

　それでも、今度こそ、みちるの正直な気持ちを打ち明けよう。

（私は、悠人が思ってるほど清純じゃない。頭の中でいっつもエッチなことばっかり考えてるんだって、正直に言おう。だから、本当はもっとしたいって。激しくしてもいいんだって）

　悠人に〝ビッチ〟だと思われなくとも、みちるの性欲に彼がついてこられるかはまた別な問題である。断られたら、どうにかして二人の折衷案を模索していくしかない。みちるには彼と別れるという選択肢は万に一つもないのだから。

（でもどうせなら、話をしてそのままセックスしたいよね。なら、打ち明ける日にもっと精力のつくものを食べさせておいて、悠人が我慢できないくらいその気になるように誘うべきかな）

　悠人は優しいから我慢して頷いてくれるかもしれないが、それではだめなのだ。彼にその気になってもらわないと。

　改札を潜り、ホームに来た電車に乗った。電車内はいつものごとく混雑している。みちるがドアの近くに立つと、悠人がみちるを守るようにそのすぐ前に立った。

　毎回、こうして当然のように与えられる優しさに慣れてはいけないと思う。

　セックスだって、悠人が一回しかできないと悲観に暮れるのではなく、何度もしたくなるくらい自分が努力すればいい話ではないか。

（須和くんは、アダルトグッズの下着がどうって言ってたっけ？）

　帰ったら早速注文しよう。意外性を出して黒か赤にするか。それとも悠人の好みに合わせて清楚っぽいピンクや黄色にするか。

（いくつか買えばいっか）

　やる気を漲らせているうちにマンションに着き、入り口のオートロックを解除した。

　部屋に入ると、やはり少しは気疲れがあったのか自然とため息が漏れた。

「今日は、疲れただろ」

　耳ざとい悠人は、すぐさまみちるの状態を察する。いつだってそうしてみちるの体調を気遣ってくれるのだ。

「ん、ちょっとだけ」

「風呂掃除してくるから、先に入れよ」

「ありがと」

　悠人はジャケットを脱ぐと、みちるの肩をぽんと叩き、洗面所へと入っていく。

　みちるはその背を見送り、急ぎスマートフォンでアダルトグッズの検索を始めた。翔の言っていた股の開いている下着としての用途をなさないショーツもすぐに見つかり、カートに入れていく。あまり時間はない。十分で清算まで終えたところで、洗面所から悠人が戻ってきた。

「あれ、まだ着替えてなかったのか？」

「あ……ちょっとぼうっとしてた、お風呂ありがとう」

「ゆっくり入ってこい。俺のことは気にしなくていいから」

　そう言って彼は着替えるために寝室に入る。みちるもパジャマや下着の準備をするために後を追いかけた。

「ねぇ、悠人」

「うん？」

　彼は返事をしながらネクタイを引き抜いた。

　ネクタイを解く姿もかっこいい。そう思いながら、悠人の横顔を見つめてしまう。

「金曜日、デートしよ」

　着替えの邪魔になるとわかっていて悠人の手を取った。すると、額に口づけが下りてくる。彼に手を伸ばして振り払われたことなど一度もないのだ。

「そうだな。どこに行きたい？」

　みちるがそっと手を離すと、悠人はようやくワイシャツを脱いでいく。

　その指が長くてしなやかで、いつもこの指が自分の中に入っているのだと思うだけで、下腹部に疼くような感覚が生まれる。みちるは、悠人を心底愛しているから、彼とするセックスが大好きなのだ。

「いくつか行きたいお店があるから、金曜日までに予約しておくね」

「そっか、わかった」

　通販で頼んだ下着は水曜に届く予定だ。一日ずれてしまったとしても木曜日。

　決行は金曜日にしようと決めて、みちるは風呂の準備をした。

（でも、今日は今日でしたいから、お肌のケアはちゃんとしないと）

　みちるには金曜日まで我慢しようなどという考えはない。

　風呂に入り、洗面所で髪を乾かしてリビングに戻ると、入れ替わりで悠人が風呂に入った。みちるは寝室でベッドの引き出しに入っている避妊具の個数を確認する。まとめて買っている様子だったから心配はしていなかったが、在庫はまだ十分そうだ。

　悠人が畳んでおいてくれた洗濯物をしまって、洗濯機と明日の炊飯器の準備をすると、洗面所からドライヤーの音が聞こえてきた。

　悠人は凝り固まった肩を解すように腕を回し、ソファーに座った。明日の準備をあらかた終わらせたみちるが悠人の隣に座り、肩に頭を載せた。

「結婚指輪、選びに行かないとな。あとは式場の見学か。土日忙しくなりそうだが、大丈夫か？」

「デートだと思うと楽しみだよ。それに結婚式も」

「そうだな、俺もだ」

　悠人も頭を傾かせて、こつんとぶつけ合う。こんな何気ない日常がずっと続けばいいと思う気持ちは同じな気がした。

　みちるはいそいそと悠人の膝に跨がり、ぎゅうと彼の胸に抱きつく。当然〝したい〟という下心があり彼をその気にさせるつもりで。

「土日にデートする分、平日のデートは少し減らした方がいいかな？」

　問いかけながら、乳房を悠人の胸にくっつける。彼の身体がぴくりと震え、股の下にある男性器がわずかに反応を見せた。

「どうして？」

「これからいろいろお金もかかるだろうし、貯金はたくさんあった方がいいでしょ？」

　みちるが言うと、後頭部を抱き抱えられ胸元に押しつけられる。頭上で息を吐く音が聞こえて、みちるを抱き締める腕の力が強まった。

「みちるが仕事を辞めても、貯金もして暮らしていけるくらいの稼ぎはある。だから、無理するなよ。もし仕事でいやな思いをしてるなら、辞めてもいいんだからな」

「仕事でいやな思い？　多少はあるけど……でも、無理はしてないよ。もし……もしね、結婚して悠人との赤ちゃんができても、専業主婦より働いていたいかなって思ってるし」

「金のことなら……」

「ううん！　そうじゃなくて……働いてた方が、綺麗でいられるかなって」

　みちるの仕事は受付業務。身だしなみには常に気を使い、綺麗でいるのも仕事のうちだ。

　お客様に対してどういう話し方を心がけるか、どういう顔で笑うか。人との接し方を学び実践してきた。大学時代からずっと猫を被ってきたみちるには、受付の仕事は天職とも言えた。

（ずっと悠人を誘惑していたいし、そのためには綺麗な年の取り方をしたい）

　外に出て、なるべくたくさんの人と接して、もっと自分を磨いていきたい。ずっと彼に好きだと思ってもらえるように輝いていたいのだ。

「あんまり綺麗だと、誰にも見せないようにしたくなるんだが」

「悠人にしか見せてないところ、たくさんあるよ。知ってるでしょ？」

　彼の胸にもたれかかりながら手を掴む。その手を自分の胸元に持ってくると、悠人の指先がぴくりと動いた。

「ここ、とか」

　乳首を擦るように悠人の手を動かすと、下着の中で朱色に色づく実が硬く凝ってくる。

　みちるが艶めかしい吐息を漏らしたことに気づいたのか、悠人の足の間の屹立が先ほどよりも強く反応を示す。

「俺以外、誰にも？」

　太い親指でぐりぐりと乳首を上下に擦られる。ブラジャー越しのもどかしい刺激にもかかわらず、気持ち良くてたまらない。

「ん……もっと」

　言うと同時に唇を塞がれ、指の動きが速まっていく。足の間で昂る剛直を擦るように腰をくねらせると、悠人も荒々しい息を吐きだした。

「はぁ……っ、み、ちる……」

　いつもならば欲情に駆られた悠人が覆い被さってくるタイミングなのに、なぜか彼はぴたりと動きを止めてしまう。

「ゆう、と？」

　掠れた声で聞くと、悠人は深呼吸を始めて、みちるの身体をぐいと押し戻した。

「やっぱり今日はもう寝よう。いろいろあって疲れてるだろう。時間も遅いし、明日も仕事だしな」

　悠人はそう言って、みちるの身体を横抱きに持ち上げた。その動作はいつもと同じなのに、彼の性欲が一瞬にして萎えたのがわかる。悠人をその気にさせるのは一筋縄ではいかないらしい。

　みちるはその日の夜。中途半端に高まった性欲が収まらず、結局また一人手を伸ばしたのだった。

　そして金曜日がやって来た。

　水曜日のうちに下着は受け取ってある。悠人は洗い終えたみちるの下着さえ触れるのを躊躇うため、まずアダルトグッズだとは気づかれないはずだ。それでもやはり恥ずかしさがあり、つい隠すように奥の方へと入れてしまった。ちなみにディルドは買えていない。

　会社を出て十七時半を過ぎたところで、電車に乗ったと彼から連絡があった。予定通り決行できそうだとほっと胸を撫で下ろす。

　みちるはビルのトイレで化粧直しをしてから、ＪＲ線の上り線で品川方面へと向かった。

　五反田駅で降りるとごった返す人の波を避けながら駅の外へと出る。

　悠人はすでに着いているようだ。

　みちるが手を振ると、彼は笑みを浮かべながら片手を挙げた。

「この辺で待ち合わせって初めてだな」

「だよね。実は私も五反田で降りたの初めて」

　店の場所はまだ彼に教えていない。みちるはオフィス街にある目印を思い出しながら通りを歩きだした。隣を悠人が歩く。

「なにが食べたかったんだ？」

「ん、ここ」

「うなぎ？」

　珍しい、と思ったのだろう。

　みちるが指差したその店は、よく言えば昔ながらの趣があり、悪く言えば古めかしかった。高尚な雰囲気はなく、住宅街の一角によくある蕎麦屋のようだ。

　店内は狭くカウンターとテーブル席がいくつかだけだ。ただ、この辺りだと古くから続く有名店でほとんどの客席は埋まっている。

　客は年配層が多く、若者は一組もいない。カウンター向こうにいる店主に「いらっしゃい」と声をかけられる。レジ横に立っていた女性店員に案内され席に着いた。

「おまかせを二人分お願いします」

「かしこまりました」

　みちるが料理を頼むと、テーブルに置いてあるメニュー表を悠人が手に取った。

「今日のおまかせ……へぇ、うなぎづくしだな」

　前菜から始まり、串焼きに蒲焼き、酢の物、そして鰻重、とすべてがうなぎだ。

　みちるの職場近くにもうなぎを提供する店はあったが、良心的なお値段で、うなぎのコース料理を扱う店はなかなか見つからなかった。

　どうしても彼に大量のうなぎを食べさせるにはこの店しかなかったのだ。

「うなぎ、平気だったよね？」

「俺は好きだけど……みちる、苦手じゃなかったか？」

　悠人は店員に聞こえないように声を潜めて言った。

　みちるがぎくりと肩を揺らして、引き攣った笑みを浮かべた。

　そう、実はみちるはうなぎが苦手である。というか、小骨のある魚が苦手なのだ。味は好きなのだが、口の中でチクチク刺さる感覚がなんとなくいやだった。

「ここのは、美味しいって評判だったから、食べてみたくなっちゃって」

「あぁ、みちる、蒲焼きのタレは好きだもんな」

　悠人がおかしそうに笑った。みちるが内心で、性欲よ高まれと念じていることなど知る由もなく。

「う、うん！　甘くって美味しいよね」

「そうだな、楽しみだ」

　そうして運ばれてきたうなぎのおまかせコースはどれも絶品だった。小骨も気にならずするする食べられる。みちるは小さめの鰻重にしたのだが、それでもコース料理すべてを完食することはできず、残った分を悠人に食べてもらった。狙っていたわけじゃない。

「ごちそうさまでした」

　手を合わせて食事を終えると、冷たい麦茶をもらう。口の中がさっぱりして美味しい。

「満腹過ぎて立ちたくないな」

「悠人には私の分まで食べてもらっちゃったもんね。二駅分くらい歩いてから電車乗る？」

「そうしようか」

　会計を終えて店を出ると、線路を横目に見ながら恵比寿駅へと向かって歩きだした。一駅の距離が短いため、二駅程度なら四十分もあれば着く。

　話をしながらだと一駅が過ぎるのも早い。もう少し涼しくなったらウォーキングデートもいいかもしれない。

　恵比寿駅から電車に乗り新宿で乗り換える。最寄り駅からまた歩くと、家に帰る頃にはお腹も落ち着いてきた。

「やっと着いた～」

「いい運動になったな。みちる体力ないし、今度一緒に歩きにでも行こうか」

「私もそう言おうと思ってた。少しは体力つくかな」

　みちるが力拳を作ると、まったく硬くない二の腕を揉まれる。

「体力はつくだろうけど、筋肉はつかなそうだな。柔らかくてはんぺんみたいだ」

「悠人、ひどい」

　みちるは唇を尖らせて、悠人の二の腕に触れる。自分と違う筋肉質の腕は、とても運動していないとは思えないほどだ。

「硬い。まるで大根みたいだ」

　棒読みで言うと、耐えきれなくなった悠人が笑う。

「なんでおでんの具なんだよ」

「悠人がはんぺんって言うからでしょ～。あ、私、お風呂洗ってくるね」

　悠人の背を押して寝室に押しやった。

　これから長い夜が始まるのだから、急がなければ。

「疲れてるなら俺がやるけど？」

「ううん、平気」

　みちるはバスタブを軽く洗い、湯を張った。

　ついでに洗面所などのタオルを交換して洗濯機に入れた。風呂の準備ができたところで悠人を呼びに行く。

「お風呂いいよ」

「あぁ、サンキュ」

　洗面所のドアが閉まったのを確認して、いつも通り炊飯器の予約をした。そのあと、隠しておいた下着を取り出し、広げてみる。

「これすっごいエッチ！　これなら全部剃っちゃって、パイパンの方がいいかな」

　もともとエステ脱毛により下の毛は薄いのだが、水着を着る際は全部処理をしている。そして、つるつるにしたのを見たときの悠人は、いつもよりもちょっとだけがっついていたような気がするのだ。

「うん、どうせやるならエロさを極めよう」

　ベッドの上に下着とついでに新しくしたパジャマを置いて、洗濯物をしまっていく。そうしているうちに悠人が洗面所から出てきた。

「風呂いいぞ」

「あ、うん。ありがとう」

　慌てて洗濯物を片付け、寝室を出た。

　洗面所の棚にしまってあるシェーバーのアタッチメントをビキニライン用に取り替えて準備する。ちなみに風呂でも使える防水タイプだ。

　バスタオルを準備したところで、はたと気づいた。

（うっそ、下着持ってくるの忘れちゃった……っ！　アレが一番大事なのに！）

　いつもより慌てていたからだろう。下着とパジャマを準備したあとに洗濯物の片付けをし、ベッドの上に置いたまま寝室に忘れてきてしまったのだ。

　ここからまた服を着てリビングに行くのは面倒くさい。裸で出るなんて言語道断。悠人はきっといつものようにリビングで寛いでいるだろう。

（バスタオル巻いていこうかな。ちょっと大胆だけど、それで誘われてくれればなおいいし。もう全部言うって決めたんだから）

　あとで使う予定のバスタオルを身体に巻きつけて、そろそろと洗面所を出た。リビングに続くドアを開けたが、悠人の姿はなかった。トイレに行ったのなら足音でわかるはずだ。

（あれ？　寝室にいる？）

　なんの音も聞こえてこないため、つい抜き足で寝室に向かってしまう。すると、悠人の苦しげな息遣いが聞こえてきて、覗くつもりはなかったのに薄く開いた寝室から中を覗いてしまったのだ。

　そこで見たものに衝撃を受け、みちるは息が止まるほどに驚くと同時にほっとしていた。

「は……っ、みちる」

　悠人は真っ暗な部屋でベッドに座り、スウェットの前を寛げていた。中心にあるものは大きく膨れ上がっていて、喘ぎ声の中にかすかに混じる水音がより淫猥さを増していた。

「みちる、みちる……っ」

　屹立を上下に扱き上げながら、悠人はみちるの名前を何度も呼ぶ。彼は自慰行為に夢中になっているようで、ドアの外で中を窺うみちるに気づく由もなかった。

「あぁ……くっそ、早く挿れたい」

　肉棒を扱く手の動きが速まり、先走りの音がじゅ、じゅっと激しくなっていく。目が慣れると悠人の表情まで見えてしまい、目が離せない。

　両足をだらしなく広げながら肉塊を扱く様が、あまりに扇情的で淫らで美しかった。悠人は天を仰ぎながら気持ち良さげに目を細め、艶めかしい息を漏らした。

「ん、あ……っ、はぁ」

　手の動きに合わせて腰を上下に揺らすのを見ていると、なんだか真下から貫かれているときを思い出して、ぞくぞくとする甘い痺れが湧き上がってきた。

「みちる……あぁ……っ」

　悠人は大きく腰を突き上げ、先端から精を迸らせた。手の動きを緩やかにし、すべてを放出する。荒く息を吐きながら、緩慢な動きでティッシュに手を伸ばすのを見届けると、みちるは顔を真っ赤に染め上げ、ずりずりと後ずさる。

（あ……どうしよう）

　歩くたびに足の間からとろりとしたものが溢れてくる。

　彼の自慰行為を見て、釣られるように自分まで昂ってしまった。結局、下着もパジャマも取れなかったが、今さら戻る気にはなれなかった。

（もしかして……いつも、私がお風呂に入ってるときに、してたのかな？）

　彼にも性欲があると知り、安堵はしたが、どうしてみちるでその欲を発散してくれないのかという疑問は残ったままだ。みちるとエッチをする前に出さなくてもいいのに。

　みちるはバスタオルを外し、バスルームへ入ると、シャワーのコックを捻った。いつものように髪を洗い、身体を入念に洗っても、身体の中心で灯る熱は消えていかない。

　ボディーソープを鏡の前で足を広げ、薄く生えた陰毛をシェーバーで剃っていく。処理を終えると、クリトリスの形までもがはっきりと見えた。触れられてもいないのに包皮の捲れた淫芽がつんと勃ち上がり、存在を主張していた。

「はぁ……」

　知らず知らずのうちに陰唇に手を伸ばす。だめだと首を振り、使用したシェーバーを水で洗い流した。冷たい水が手の温度を奪うが、身体の芯は熱いままだ。

　シェーバーをバスマットの上に置き、バスルームから出ようとしたのだが、身体の疼きはまったく収まってくれず、足の間はすでにぐちゃぐちゃだ。

（こんなんじゃ、出られないよ。私も……一回しておこうかな）

　みちるは、手をそっと足の間に伸ばし、陰唇を軽く擦り上げる。しとどに蜜を溢れさせるそこは、予想通り愛液にまみれてぬるついていた。

　悠人だってしていたのだから、自分も一回だけ欲を発散してから計画通りに進めよう。

　そう決めて、指を軽く揺らす。秘裂の割れ目にそって擦っているだけなのに、溢れる愛液が泡立ち、ぬち、ぬちと卑猥な音を立てる。

「ん……っ」

　バスルームの声は大きく響く。聞こえてしまわないかと、なるべく音が立たないように刺激を与えるが、徐々にそれでは物足りなくなっていく。

　みちるは、片手で口元を押さえながら、指先で赤く腫れた実を素早く転がした。指先が小刻みに揺れて、クリトリスが指の中で徐々に硬さを増していく。

（こりこりするの、気持ちいい）

　立っていられずに壁に背中を押しつけながらバスルームの床に座り込むと、片足を大きく広げた。鏡に映る自分はなんていやらしいのだろう。

（エッチな音で、もっと興奮しちゃう。どうしよう、エッチする前から濡れてたら……変に思われない？）

　達したあと、もう一度シャワーで洗い流すしかないかと考えながら、指の動きを速めていく。秘裂を撫で上げ、もう片方の手で花芯を押し回した。

「あぁっ、あ、はぁっ、あ」

　彼の指を想像し、指で弄られたり、舐められたりした記憶を掘り起こす。愛液が泡立ち、いやらしく、くちゅ、くちゅと水音が響く。

　脳裏に悠人の顔が浮かぶ。彼の自慰を思い出すと、ますます頭の中にいやらしい想像が膨れ上がってくる。

「ゆうと、悠人……あっ、気持ちい」

　気持ち良さそうに目を細め、艶めかしい息を吐きだす様子。陰茎を擦る手の動き、ごつごつとした関節、長い指。

　それらが次々に思い浮かんで、全身が燃え立つように昂っていく。

「はぁ、ん……っ、悠人……好き」

　勃った肉棒を舐め回して、手で擦ったら、彼はどんな反応をするのだろう。

　なんなら無理矢理でもいい。一度くらい乱暴にされてみたい。

　みちるは彼の吐きだしたもので汚されてみたかった。散々焦らされ欲求が高まり続けた故なのか、それとも、そういう性癖があったのかはわからないが、頭の中に浮かぶ想像の数々は、どれも自分が悠人に激しく犯されているものだった。

　みちるは乾いた唇を舐めながら、火照った身体を慰める。指先でクリトリスを転がしながら、彼の手を想像して乳首を弄った。

「ん、あぁ」

　すると、下腹部がきゅっと疼き、空っぽの隘路が痛いほどに収縮する。くにくにと小さな粒を揉みしだき、愛液を擦りつけるように指の腹で転がした。

「気持ち、い……ん、あぁ」

　シャワーを浴びて濡れた身体はとっくに乾いているのに、蜜口からは絶え間なく濡れた音が響いている。

　みちるは壁にもたれかかり、だらしなく足を投げだした。恥毛をそり落としたからだろう。真っ赤に腫れたクリトリスがつんと勃っているところまで丸見えだ。

　指先で摘まめるほどに大きくなった芽をきゅっと摘まむと、じんと痛いほどの刺激が走る。のたうつほどの激しい快感に全身がびくびくと震える。

　気持ちいいのに、もどかしい。空っぽの隘路が物欲しそうに収縮すると、下腹部が甘く疼いた。中を擦ってほしくてたまらない。硬く張った雁首で蜜襞をごりごりと擦られたい。

「悠人の、おっきいの、中にほし……ん、あっ」

　悠人に言いたくて、でも言えなかった。こんなふうに淫らにねだったら、ビッチだと思われてしまうと怖かった。けれど、今日こそは正直に全部彼に伝えよう。

　みちるは、朝も昼も夜も悠人でいっぱいでセックスが大好きなのだと。

　悠人とのセックスはとても気持ちいいけれど、とても一回では性欲が収まらないから、いつも一人でしているのだと。そう伝えたら、どう返されるだろう。

　まだ怖い気持ちはある。それでも拒絶されないとわかっているからか、不安は少ない。

「あ、んっ、も……達っちゃう」

　みちるはここがバスルームであることも忘れて、みだりがわしい声を上げ、腰をくねらせた。ちゅく、ちゅぷっと愛液が泡立つ音が響く。

　指の動きを早くすれば、すぐにでも達してしまう。みちるは片手でクリトリスを弄りながら、もう片方の指を蜜口にそっと押し当てた。

　蜜壺につぷりと指先を埋めた、その瞬間。

「続き、俺がする」

「……っ！」

　突然、頭上から悠人の声が聞こえて、全身から血の気が引いた。バスルームのドアが開けられた音すら聞こえなかった。

　悠人がドアを全開にし中に入ってきた。昂っていた身体から一気に熱が引き、みちるは慌てて指を引き抜き足を閉じた。が、すでに遅い。

（み、見られた……っ！）

　彼は陶然とした様子でみちるを眺めると、口元に押し当てていた手を外す。

「ゆ、うと……あ、あの……なんで」

　悠人はスウェットが濡れるのも構わず床に膝をついた。スウェットの中心は布地が引っ張られるほどに盛りあがっている。

　いったいいつからドアの外にいたのだろう。

「ベッドの上に下着とパジャマを忘れてたから、持ってきた。そしたら……」

　悠人は情欲の孕んだ目でみちるを見つめながら、みちるの閉じた膝を強引に開いた。

「あ……っ」

「これ、自分で剃ったのか？」

　悠人は喉を鳴らしながら、まじまじとそこを見た。

　小さく頷き足を閉じようとするが、がっしりと押さえられてしまい叶わない。

「み、見ないで。恥ずかしい」

　みちるは動揺のあまり足を閉じようともがく。が、それは許されなかった。

（どうしよう……私、見られて、興奮しちゃってる）

　悠人ともっとエッチなことをしたい、激しいセックスがしたいという願望がむくむくと湧き上がり、さらに強引な悠人の手つきに興奮が高まってしまう。

「俺に見せてくれるために剃ったんじゃないの？」

「そう、なんだけど」

　そうだ、恥ずかしがって興奮している場合ではない。どうせバレてしまったのだから、このまま計画通りでいいではないかと開き直った。

　そのつもりだったのだから、今、打ち明けよう。

「悠人……あの、あの……私ね」

「あーもう、たまらないな」

　悠人は髪をかき上げ、荒々しい息を吐きだした。そして、太ももの付け根が引き攣るほどにみちるの両膝を開いた。

「な、なに……っ？　んあっ」

　足の間に顔が近づけられ、柔らかく解れている蜜壺を貪られた。股の間ではぁはぁという荒い呼吸が聞こえてくる。その合間に、ちゅ、くちゅっと愛液を啜り上げる音も。

「あ、あぁぁっ」

　陰唇の上を彼の舌が上下に滑る。唾液を纏わせた舌が蜜穴を通り、淫芽をちろちろと舐め転がされる。脳裏が真っ白に染まるほどの強烈な快感が押し寄せ、熱の引いていた身体にふたたび情欲の火が灯る。

「いつもより大量だ。オナニーしてたからか」

　くすっと笑いながら、激しく舌を動かされて、敏感な身体が小刻みに震えた。悠人の息がかかるだけで、腰がびくりと跳ねてしまう。迸る愛液を次々に啜られ、飲み干される。

「悠人……あぁ、んっ……そこ、気持ちいい」

　尿意を催すような感覚が押し寄せてきて我慢できない。みちるは腰をくねらせながら、悠人の髪をぐしゃぐしゃにかき回した。

「これが、気持ちいい？」

　悠人が突きだした舌で陰唇を上下になぞる。クリトリスをちゅうっと啜り上げられる感覚が凄まじい快感をもたらす。

「ん、ここ舐めて。もっと吸って。指もして。奧、いっぱい擦って」

　みちるは開いた足の間に手を滑らせる。愛液を絡ませるように指ですくい取り、小さく突きでた淫芽を悠人に見せつけるように擦り上げた。

「みちる……」

　悠人の喉が上下に動く。唾を飲み干した音がやけに大きくバスルームに響いた。

「私……こんなにエッチだけど、嫌いにならない？　悠人の一人エッチ見て、興奮しちゃう女だけど、それでもいい？」

　荒々しい息を吐きだしながら、迫りくる快感に抗わず素直な言葉を口に出す。

「嫌いになんてなるわけがない。つか、見てたのか。それで興奮したの？」

「うん。ほんとはね……いっぱい、やらしいことしたいっていつも思ってた。一回じゃ足りないの。それに、悠人の舐めてみたい。精液をね、かけられたり、あの、できればパイズリとかもしてみたい。だめ？」

　みちるが意を決して告げると、悠人は脳の処理が追いついていないのか、ぽかんと口を開けたまま固まってしまった。みちるが恥じらうように頬を赤く染めると、ようやく処理が追いついたのか悠人も顔を真っ赤に染め上げる。

「それ……本気か？」

　悠人の喉が鳴る。みちるがおそるおそる彼の顔を見上げると、ドン引くどころか彼は期待に満ちた顔をしていた。

「ん、したい」

「エロいみちるも最高だな」

　彼は身体を起こすと、熱に浮かされたような顔をしてみちるの唇を親指でなぞった。

　みちるは舌を出し親指の先端を軽く舐めながら、指を口に含む。彼の手が小さく震えるが構わずに舌を這わせていく。

「ん……」

「はぁ、すっげ、エロい顔してる。そんなに俺としたかったの？」

「はぅっ、ん、ん……した、ふぁった、の」

　親指が引き抜かれ、代わりに人差し指と中指の二本を咥えさせられた。唇の端から唾液がだらだらと流れ落ちる。

　みちるは構わずにそのままゆっくりと顔を上下に動かした。こんなふうに彼のものを舐めたいのだとわかってほしくて。

「あーもう……我慢できない」

　荒く息を吐きだした彼は勢いよく指を引き抜いた。立ち上がるとスウェットのズボンをずり下げ、滾った陰茎を露わにする。

　腹につきそうなほど反り返った陰茎は、はち切れんばかりに大きく膨らんでいて、先端がべっとりと濡れていた。彼は陰茎の先端を緩く掴み、上下に擦り上げる。

「悠人の、おっきいの好き」

　座ったままのみちるからは、スウェットの隙間から陰茎を覆うように生えた陰毛と、陰茎の裏側が見えた。みちるはもっと近づくべく、膝立ちになり彼の太ももに触れた。すると、つるりとした亀頭を唇に押し当てられる。

「舐めて、くれるのか？」

「ん」

　口を開けて待ち受けていると、頭頂部を押さえられて彼の太い切っ先が口の中へと入れられる。

「はぁ……見てるだけで、達きそう」

　迫りくる絶頂感を耐えているのか、悠人が苦しそうに目を細めた。そして開き直ったように腰を揺らしみちるの口に向けて、自慰を始める。

「先から、いっぱい出てきた」

　みちるは亀頭の中心にある小さな穴をぺろりと舐めて、見せつけるように舌を突きだす。

　残念ながらみちるの小さな口では、先端をしゃぶるのがやっとだ。仕方なく、ぺろぺろと舌を動かしながら唾液が溢れて垂れるのも構わずに、口を開けたままにした。

「はっ……や、ばっ」

　悠人の手の動きがますます速まり、じゅ、じゅぶっと淫猥な音が立つ。

「みちる、みちる……っ、これ、やばい。俺の、握って」

　彼に手を取られて、陰茎を握らされる。こうするのだと教え込むように手を前後に動かされ、彼は重ねていた手を離した。

「んん、む……っ」

　両手で頭を掴まれ、口に向かって腰を突き挿れられた。口の中が彼のものでいっぱいになり、苦しさで眉を顰める。が彼はそれでも止まらずに、より深く腰を進めた。

「ぐ……ぅ……っ」

「みちる、ごめん、苦しいよな。でも、我慢できない……っ」

　口蓋の奧に亀頭があたると嘔吐きそうになる。涙が滲み、だらだらと唾液をこぼす様はとても美しいとは言えないだろう。

　けれど、彼が自分の口で気持ち良くなってくれることが嬉しかった。

　みちるは涙目になりながらも必死にこらえる。すると、勢いよく陰茎が引き抜かれ、先端から白濁としたものが放物線を描きながらみちるの顔にかけられる。

「はっ、は……すげ、早過ぎだろ」

　頬や首にかかった生温かい精液を指先ですくい取り、それを舌で舐めてみる。生臭くてまったく美味しくなかったが、悠人の出したものだと思うと嫌悪感はなかった。

　すでに悠人は二回達しているはずだが、陰茎は反り返ったまま衰えていない。むしろ興奮度合いが増したように、悠人の目が爛々と輝いていた。

「髪にもかかっっちゃったな。流すぞ。目を瞑ってろ」

　悠人は濡れた服を脱ぐと、それを脱衣所に放り投げた。シャワーのコックを捻り、温度を確かめてから、みちるの頭にかけた。みちるが目を瞑っていると、髪や首、胸をシャワーで洗い流される。

「あーくっそ、早く挿れてぇ」

　みちるも同じ気持ちだった。一度も達しておらず焦らされ続けた身体はとうに限界を迎えていて、下腹部がずくずくと疼いている。

「悠人……今日は、もっといっぱい、してくれる？」

「それ、さっきも言ってたけど、身体は辛くないのか？」

　悠人に案じるように聞かれて、心配ないと頷く。もしかして、いつも一回で終わっていたのは、みちるを案じてくれていたからなのだろうか。みちるが辛いと思って、どんなに甘えても二回はしてくれなかったのか。すとんと納得のいく答えが見つかった気がした。

「一回だけの方がずっと辛いの」

「一人でしちゃうくらい？」

　くすりと笑われて告げられる。

　みちるの頬が真っ赤に染まるのを、悠人が満足そうに眺めていた。

「俺としては嬉しいけど、その前にちゃんと中を解そう。立てるか？」

　みちるが言われるがままに身体を起こし、悠人の手を借りて立ち上がる。すると今度は、床に座り込んだ彼に臀部を掴まれ、引き寄せられた。

「え……」

「このまま、俺の肩に片足を乗せて」

　よくわからない体勢に混乱していると、腰を支えられ、片側の足を肩に乗せられた。見ようによっては真正面から肩車をしているようだ。

　彼の顔はみちるの足の間にぴったりとはまっている。

「みちるは転ばないように壁に掴まって」

　悠人は片手でみちるの臀部をしっかり掴み、もう片方の手を足の間に滑り込ませた。

　陰核をちゅっと軽く吸われ、腰が跳ねる。同時に、潤ったままの蜜壺に真下から二本の指を突き挿れられて、くらくらするほど感じ入ってしまう。

「ん……あぁっ！」

　焦らされ続けたせいか、指の刺激だけで達してしまいそうだ。いつものようにみちるの身体を労るような優しい動きではなく、絶頂に押し上げるための激しい指使いで責め立てられた。じゅぶ、じゅぶっと卑猥な音が立ち、彼の指を伝い大量の愛液が溢れだす。

「痛かったら言えよ」

　クリトリスをちゅるりとしゃぶられて、口の中でぬるぬると舐め転がされた。蜜襞を擦り上げられ、隘路を拡げるように指がばらばらに動かされる。彼の指に吸いつくように柔襞が蠢き、下腹部がきゅうっと痛いほどに締めつけられた。

「も……悠人の、ほし……っ」

「俺だって、挿れたいけど、まだだめだ」

　悠人の腕と壁で身体を支えられているが、足ががくがくと震え力が入らない。クリトリスを口の中で舐め転がされていると、尿意を催すような感覚がますますひどくなっていく。

「あ、達く……達く……っ」

　早く達したくてたまらず、悠人の口に腰を押しつけながら揺らめかせてしまう。舌先でちろちろと舐められ、かと思えば唇と舌で引っ張り上げられる。重苦しい快感の波に攫われ、絶頂感が高まり押さえられない。

「あぁっ、あ、はぁっ、あぁあぁっ」

　息を吐くタイミングで締めていた膣を緩めてしまい、さらりとした淫水が流れ落ちていく。身体の力が抜けたところで三本目の指が突き挿れられて、ぐっと圧迫感が増す。けれど痛みはまったく感じない。弱い部分を指の腹で擦られると腰から突き抜けるような快感が広がり、全身が心地好さで満たされる。

「は、んんっ、はげし……そこ、擦るの、気持ちい……あぁぁっ、も」

　媚肉を拡げ、擦る指の動きが、まるで下から突き上げているように素早く激しくなっていく。そして強く淫芽を啜られた瞬間、目の前が真っ白に染まり、中の指をひときわ強く締めつけてしまう。身体が強張り、息が詰まると、あっという間に追い詰められる。

「ひ、ぁ──っ！」

　壁に縋りつき、背中を仰け反らせながら激しい絶頂に達した。彼の太い指が勢いよく中から引き抜かれる。びく、びくと腰が小刻みに痙攣し全身が弛緩すると、足の間から大量の淫水が弾け、床に滴り落ちていった。

「潮、吹いたな」

　息を吐くように笑われ、全身が真っ赤に染まる。彼は興奮しきった様子でみちるの蜜壺を眺め、溢れる愛液を舐め取った。

「もう……ほしい、お願い」

「俺も、限界。あ……でもゴムないな」

　悠人が立ち上がろうとしたのを引き留め、みちるはそのまま彼の膝の上に座った。

「いいから」

「でもな」

「結婚するんだもん。無計画って思う？」

「いや、みちるがいいなら構わないよ。言っただろ、いつでも仕事を辞めていいって」

「辞めないけどね。お願い、我慢できないの。このままして」

　彼の首に抱きつき足を背中に回し、蜜穴に亀頭を押し当てる。

「いいよ、じゃあ自分で挿れてみろよ」

「ん、する」

　そこから真下に腰を下ろすのは怖かったけれど、どれだけ気持ち良くなれるかを知っていたから、そこまでの抵抗はなかった。

「あ、すごい……おっきい」

　丸い先端がまったく摩擦なく中に入ってくる。腰を上下に揺らすと、じゅぶ、じゅぶっと愛液が泡立ち、徐々に奧へ奧へと雄々しい昂りが埋められる。なんだかいつもよりも奧に彼のものを感じて、すごく気持ちがいい。

「あ、あぁっ、い……っ」

　子宮口を押し込むように下からずんとした衝撃が走り、挿入だけで達しそうになってしまう。気が遠くなりそうなほどの快感が腹の奥から広がり全身が総毛立つ。

　みちるは苦しげに眉を寄せると、深く息を吐きだし、悠人の首に抱きついたまま狂おしい快感をどうにかやり過ごす。

「みちる……大丈夫か？」

　すると、様子を窺っていた悠人が、なぜか焦ったように腰を引こうとする。だが、意図せず亀頭の張りだした部分で中を擦ってしまい、あっという間に高みへと押し上げられた。目の前でちかちかと星が瞬き、意識が落ちていきそうになる。全身が強張り、ぎゅうっと悠人の首にしがみつくと、彼も限界だったのか軽く腰を揺らされた。

「……っ、んぁ……ま、待って……動かないで……っ」

　だが、達した直後の身体にはかなりきつかった。みちるは背中を弓なりにしならせながら、絶頂感が過ぎ去るのを待った。

　いつもよりも感じてしまうのは、避妊具越しではないからか。蜜襞が痙攣するようにうねり、より奧へと引き込もうとする。

「ちょ、そんな締めたら、出る……っ」

　悠人は苦しそうに眉を寄せて言った。それでも、肩で息をしながら、みちるの言う通りにぴたりと動きを止めてみせる。

「もしかして……挿れただけで達った？」

　図星を突かれて、みちるは唇を尖らせた。

「だって、奧にずんってするの、気持ち良かったんだもん。さっきのしたら……すぐ達っちゃう……あっ、動いちゃ」

「んなこと言われて、待てるかよっ」

　悠人はみちるの腰を掴み、一気に落とす。

　勢いよく最奥を穿たれ、絶頂の余韻で敏感になった身体を責め立てられる。狂おしいほどの強烈な快感が押し寄せてきて、頭の奧が陶然と痺れた。

「は、あぁ、あっ……悠人、深いの、気持ちい」

　今までこれほど深く感じ入ったことがあっただろうか。奧をずんずんと突かれ、よがり狂いそうなほど凄まじい快感が腰から駆け抜ける。

「そうか……気持ちいいか」

　悠人が感に堪えない声を漏らす。どうしてそんなに嬉しそうな顔をするのだろう。

　届かなかった最奥を雁首で擦られる感覚が、得も言われぬほどの快感をもたらし、全身が甘く満たされていく。

「ん……もっと、激しくしても、いいよ」

「俺をその気にさせるのが、本当に上手だな」

　みちるが言うなり、悠人は激しく腰を使ってきた。

「あぁっ、あ、はぁっ」

　がつがつと下から叩きつけるように穿たれ、肌と肌がぶつかり合う。愛液がかき混ぜられ、抽送のたびにぐちゃぐちゃと泡立った音が響く。

「みちる……ここ、いい？」

　熱のこもった眼差しを向けられ、色香を含んだ声で聞かれた。

「ん、全部……いっ、あぁっ、好き、そこ」

　身体が揺さぶられ、子宮口に届きそうなほど深く、彼のものが突き挿れられる。蜜襞をごりごりと擦られていると、下腹部が痛いほどに収縮して柔襞がうねり陰茎に絡みつく。

　これまでにはないほどの凄絶な愉悦が次から次へと迫り、目の前が霞んでいく。

（あ……そっか……）

　目眩がするほどの心地好さの中、一つの結論に辿り着いた。

　今まで何度も身体を重ねたけれど、これほど深く貫かれた経験はなかった。ざりざりと彼の下生えが肌に触れる。彼の長大な陰茎が根元まで突き挿れられているとわかった。

（たぶん、我慢、してくれてたんだ。一度しかしないのと同じ理由で。私のために）

　けれど、今それを尋ねるのは無粋だろう。みちるは溢れる愛おしさがそうさせるように、悠人に口づけた。

「はぁ……好き、悠人……好き」

　角度を変えながら何度も唇を啄み、好きと囁く。後頭部を押さえられ、貪るようなキスが贈られた。同時に腰を押し回し、隘路を削り取るような動きで擦り上げられる。

「俺も、みちるしかいらない。昔よりもずっと、大好きだ」

　悠人の声も身体も、全部が混ざり合い、自分と一つになる。幸せでたまらなかった。

　いつだって彼は素直に気持ちを伝えてくれるけれど、今までは薄皮一枚隔てていたような気がする。それが今、初めて取り払われたのだ。

「はっ……あ、いい……みちる、こんなに気持ちのいいセックスは初めてだ」

「ふ、あ……はぁ……ん……私も」

　情欲の孕んだ声で囁かれた。その声にすら感じ入ってしまう。

「あぁ、もう……出そう。早くてごめん」

　さらに速度を上げて抜き差しされる。彼は限界が近いらしく、臀部を掴みながら腰を激しく振り立てる。みちるが胸を突きだすように背中を仰け反らせると、尖った乳嘴を口に含まれ、強く啜られた。

「ひぁぁっ、あ、あ……乳首、気持ち、ん、あ、あっ……私も、もう」

　どこもかしこも蕩けてしまったように力が入らない。繋がるたびに、結合部がいやらしく、ぐぷぐぷと音を立てた。膣から溢れだした体液はすでにどちらのものかわからない。

　舌の上で乳首を転がされ、なにも出はしないのに、ちゅく、ちゅくと啜られる。すると、つきんと痛みにも似た快感が走り、全身が総毛立つような深い心地好さがやってくる。

「そこ、もっと強く、して……噛んで」

　みちるがねだると、歯を立てないように乳首を強く吸われる。じんとそこに熱が集中し痺れるような感覚が気持ち良くてたまらない。

「こう？」

「ん、そう……それで、奧、いっぱい突いて……激しく、して」

　悠人の耳を舐めしゃぶり、その近くで囁く。太い陰茎がさらに大きく膨れ上がり、突き上げが激しさを増していった。

「あぁっ、あ、それ、好き……好きっ、はぁっ、あぁあぁっ」

　蜜襞のすべてを満たす太い竿と硬く大きい雁首が、媚肉のすべてを擦り上げる。ぐちゅん、ぬちゅんと果肉を押しつぶすような音が絶え間なく響く。

　目の前が真っ白に染まり、大きな快感の波に意識ごと持っていかれそうだ。滾った肉棒がはち切れんばかりに膨らみ脈動する。さらに気持ち良さが膨れ上がり、みちるはみだりがわしい声を止めることができなかった。

「達く、達くっ、ひん、あ、あぁあぁっ」

　最奥をこれでもないほどに強く穿たれた瞬間、みちるは背中を仰け反らせながら、四肢を強張らせた。

「……っ！」

　全身がぶるぶると小刻みに震え、身体から一気に力が抜けると、足の間から大量の淫水がぴしゃりと飛び散った。下腹部が痛いほどにきゅんと疼き、彼の精を搾り取らんとする。

「俺も、出すぞ。いいか？」

「今、達ったばっかだから、あ、あ……待って、あぁっ」

　いいかと尋ねながらも、答えは求めていないらしい。彼は叩きつけるように腰を振り立て、みちるの媚肉をぐちゃぐちゃにかき混ぜる。

「激しいのが、好きなんだろ……っ」

　彼はそう言いながら自身の快感を追い求めるように、陰茎をごりごりと擦りつけてくる。はっはっと短く息を吐ききり、みちるのすべてを夢中で貪る。

　絶頂感の収まらないみちるは、意識を保っているので精一杯だ。最奥を亀頭で擦り上げられるたびに、達ってしまう。

「ん、あ、あぁっ、気持ち、過ぎて、飛んじゃう」

　ぴしゃぴしゃと床に飛び散った愛液が排水溝へと流れていく。目の前がぼんやりと霞み、意識を持っていかれそうになる。そのたびにごりごりと最奥を削り取るように突かれて、引き戻される。

「何度目だ、潮吹くの」

　彼は唇に弧を描きながらも、逞しい腕で臀部を支え、何度となく突き上げる。太く長い陰茎がずぷずぷと埋められるたびに、達している気さえする。

　乳首に強く噛みつかれ、歯を立てられた瞬間、世界が真っ白に染まり、凄まじいまでの官能に襲われる。

「ひ、あ──っ！」

　隘路を埋め尽くす陰茎が脈動し、悠人が腰を震わせた。

　眉をぎゅっと寄せ、苦しそうに息を吐きだした次の瞬間、彼は慌てたように腰を引き抜く。そして生温かい精液がみちるの下腹部にかけられた。

「はぁ、はぁ……はぁ……っ」

　肩で息をしながら、悠人にしがみつく。

　全身から力が抜けて、開いた足を動かすのも億劫だ。みちるが悠人の膝の上に座り込むと、身体にバスタブに溜まった湯をかけられた。

「髪が乾いてる。冷えたな」

「ん……気持ちいい」

　濡れたままでいたからか身体は少し冷えていた。熱い湯がじんわりと身体を温めてくれる。今日は一回しかしていないのに、なぜか気持ちが満たされていた。自分の欲求を隠さずに伝えたからだろうか。

（もっと早く……伝えていればよかった）

　みちるが心地好さに目を閉じると、唇が塞がれ、寝るなと言わんばかりに舌をきつく吸われた。

「せっかく溜めたんだし、入るだろ。掴まって」

　言われるがままに悠人の首にしがみつくと、身体が浮き上がり、足からバスタブに入れられる。二人で入ると嵩が増え、湯がバスタブの縁から溢れだした。

「もたれかかっていい。疲れただろ」

「うん、でも寝ちゃいそう」

「寝てもいいけど、あとで起こすからな」

「えぇ～起こすの？」

　くすくすと笑いながら、悠人の頬に頭を擦り寄せると、彼の腕が前に回され乳房を優しく揉みしだかれた。

「まだ全然足りない。して、いいんだろ？」

「うん、いいよ。ね、そういえば……もしかして今まで、遠慮してた？　私が痛がってると思ってたの？」

　彼のものは見てわかるほどに長大だ。付き合ったばかりの頃、みちるを処女だと思っていたのだとしたら、彼が挿入時に遠慮したのもわからないでもなかった。

　体感的にだが、おそらく今までは半分か三分の二程度の挿入だったのだろう。今日のようにがむしゃらに腰を打ちつけるような抽送はなかった。

（でも、六年も我慢するとか……）

　みちるを気遣ってくれるのは嬉しいが、そこまで自制する必要はあったのだろうか。不思議に思っていると、ばつが悪そうな顔をした悠人がぼそりと呟いた。

「達ったあと、いつも苦しそうにしてただろ」

　彼の答えでようやく納得がいった。みちるが物足りなくて悶々としているのを、痛みをこらえているのだと勘違いしていたらしい。

「それは……違うの」

「今は違うってわかる。気持ち良くなってくれてたんだよな。もう一回してもいいって言われるたびに気持ちが揺れて、でも、みちるに我慢させてまですることじゃないって思ってた」

「よかったのに。どうして、そこまで……」

「昔な、初めて女性とそういう関係になったとき、痛くさせてしまって、泣き叫ばれたんだ。『もう二度としたくない』って。みちるを好きになって、もし同じことを言われたらと思うと、怖かった」

　過去に恋人がいたであろうことはなんとなくわかっていたが、自分と同じような理由だったらしい。だが、彼の口からそれを実際に聞くと、思っていた以上に不快だった。気持ちのいいセックスじゃなかったとしても。

「みちる？　なんで拗ねてる？」

「やだ、悠人がほかの人とエッチしてたとか、絶対いや。想像もしたくない」

　彼の気持ちは理解した。初めてのときの失敗が尾を引いていたから、みちるに対して欲望のままに振る舞わないよう遠慮していたのだと。けれど、やはり聞きたくない。子どもみたいだが、ものすごく不快な気分で唇を尖らせてしまう。

「事情はわかったけど、いやなものはいや」

　体勢を変えて、悠人に抱きつくと、宥めるように髪を撫でられた。

「それは俺もなんだが」

「ん？」

「こんなにエッチで可愛いみちるの姿をほかの男にも見せたのかと思うと、嫉妬でおかしくなりそうだ」

「わ、私は一回だけだよ！」

「俺もだよ。それに、一回でも、さっきの一回は濃かったよなぁ。俺と違って、前の男ともこんな濃いセックスしたんだって想像するとな……」

　過去にも同じようなセックスをしていたのかと暗に聞かれて、ぶんぶんと首を横に振る。

「し、してないってば！　あんなの悠人とだけだよ！」

　絶対に言えない。元カレの前で一人エッチして見せたなんて。みちるは嫉妬心も忘れて、だらだらと冷や汗をかいていた。

　自分がやきもちを焼いていたはずなのに、いつの間にか形勢が逆転している。

　まったく怖くはないが迫力のある目でじっとりと見つめられると、胸がきゅうっと締めつけられる。ちょっと怒っているところもかっこいいのだ。

「かっこいい……好き。悠人、好き」

　甘えるように抱きついて唇を甘噛みすると、ぬるついた舌を差し入れられ、離すまいと後頭部を押さえられた。

「これだから、敵わないんだよ」

　キスの合間にやや呆れた口調で言われ、拗ねたみちるは彼の胸に自分の乳房を押し当てる。硬く凝った乳首で悠人の乳首を擦るように動かすと、足の間にある屹立がより大きくなっていく。

「ね、気持ちいい？」

　みちるは上目遣いで悠人を見ると、ぺろりと舌を突きだした。悠人は驚いたように目を見開き、狂おしげな表情で目を細める。

「……っ、いつも、それ……わざとだったのか」

「だって、悠人にその気になってほしくて」

「いつもその気になってたよ。どれだけ我慢するのに苦労したと思ってんだ」

　悠人はみちるの臀部を掴み、円を描くようにぐいぐいと押し回す。突き上げるように腰を動かし、みちるの蜜口に押し当て、先端をちゅぽちゅぽと出し入れする。逞しく天を向いた楔がさらに硬く大きく膨れ上がる。

「はぁ……っ、それ、また……気持ち良くなっちゃう。挿れて、もう、ほし……っ」

「足りないって言っただろ。いっぱい挿れてやる。そろそろ上がるぞ」

　悠人は、みちるの身体を抱えてバスルームを出ると、裸のまま寝室へ行こうとする。

「悠人、待って。これ、穿いていい？」

「下着？　いいけど」

　悠人の目が「どうせ脱ぐのにどうして」と言っている。見せた方が早いかと、濡れた身体をさっと拭いて、みちるは機能性のないショーツに足を通した。乳首の部分が透けた薄いピンクのベビードールを上から被り、裾をひらりと広げてみせる。

「こういうの」

「マジか」

　悠人はみちるの下着姿を凝視しながら、手で口元を覆い隠していた。彼の反応を見る限り嫌いではなさそうでほっとする。

「これなら、誘われてくれるかなって」

「みちるのその姿見て、我慢する羽目にならなくてよかったよ。自分に同情するわ」

　手を繋いだまま寝室に入ると、明かりをつけられる。顔から徐々に下りていく彼の視線は熱っぽく、股の辺りで一度止まり、ふいに太ももの内側に触れられた。

「ベッドに横になって、全部見せて」

　言われるがままにベッドに仰向けて転がると、両足の膝を立てられた。守る部分のないショーツの中心を凝視する彼の喉仏が上下に動いた。

「興奮、する？」

「すっげ、丸見え。ほんと……みちるが可愛過ぎて、つらい。もう我慢なんてしないからな。いやだって言っても止められる自信ないぞ」

　悠人はそう言うなり、足の間に顔を埋めてきた。ぱっくりと割れたショーツの中心に口づけると、陰唇を上下に舐られる。

「あ、あぁっ」

　先ほどの行為ですっかり蕩けきった身体は、呆気なく彼の愛撫に陥落し、蜜を溢れさせた。舌を動かされるたびに、ぬちゅ、くちゅんと淫音が立ち、艶めかしく腰を揺らめかせてしまう。

「脱いでるより、下着を穿いてる方がやらしく見えるのって、どうしてだろうな」

　悠人は顔を埋めたまま呟いた。その間もクリトリスを啄み、蜜壺を舌の先で突かれる。

「はぁ、あ、あっ」

「少ししか舐めてないのに、パンツがぐっちょぐちょ。穴がヒクついて、すっげぇエロいな。もしかして、もうほしくなった？」

「ん、だって……さっき、焦らすからぁ。奧、ぐりぐりして」

　みちるが言うなり、解れたそこにむしゃぶりつかれる。

「あぁぁっ」

　背中を浮き上がらせながら甲高く喘ぐと、激しい舌の動きで陰唇を舐め回された。舌の動きに合わせて、じゅ、ぐちゅっと水音が漏れる。

　親指の腹で淫芽を擦り上げられ、同時に舌が蜜穴に差し入れられた。ぬぷ、ぬぷと抜き差しされ、小刻みにクリトリスに刺激を与えられる。

「はぁ、あ、あっ、ん……も、達く、だめ、出ちゃう」

　無意識に腰を捩り、彼の舌から逃げようとするが、がっしりと両太ももを掴まれていて動けない。陰唇に唇を押しつけ、蜜襞をぬるぬると舐め回されて、意識が遠退きそうなほど感じ入ってしまう。

　硬く尖るクリトリスを愛液にまみれた指で揺らされ、時折引っ張り上げられる。続け様に押し寄せる強烈な快感に晒され、あっという間に限界がやって来た。

「あぁ、あ、無理……だめ、離して……っ、達ってる、達ってるからぁっ」

　みちるは背中を仰け反らせながら、開いた膝をびくびくと震わせた。

　全身が強張り、息を吐ききると汗がどっと噴きだしてくる。だが、彼の愛撫はやまず、溢れる蜜をすくい取るような動きで秘裂を舐められる。

「待って……今、だめぇぇっ」

　ちゅっと花芯に口づけられ、大袈裟なほどに腰が上下に跳ねた。

　硬く勃起したクリトリスは敏感で、舌が少し触れるだけで大量の愛液が迸る。感じ過ぎると辛いのだとみちるは初めて知った。

「はぁ、あぁぁっ、ん、あっ……だめぇっ、だめ……ん、もっ」

「無理矢理されたいんだろ。ほら、達けよ」

　悠人の頭を手で押しながら、髪を振り乱し喘ぐが、当然、男性の力に敵うわけもない。何度だめだと言っても、そこから口を離してはくれなかった。彼の意地悪な口調にさえ興奮してしまい、いよいよ変態じみてきたような気がする。

（やっぱり強引なのも好き、すっごいエッチでおかしくなっちゃいそう……）

　気が遠くなるほどの凄絶な快感を絶え間なく与えられて、みちるはふたたび激しく上り詰めた。がくがくと腰を震わせながら、淫水を漏らしてしまう。ぷしゃりと弾けるそれをさも美味しそうに啜られ、肉厚の唇でクリトリスを挟まれ、さらに激しく扱かれる。

「も、くるし、達く、あ、あっ」

　喘ぎ声は掠れきっていて弱々しい。蜜壺から噴きだす愛液をすべて飲み干され、すでに羞恥心さえ感じなくなると、悠人はようやく顔を上げた。悠人は濡れた唇を手の甲で拭い、身体を起こした。

「全部、挿れてやる」

　精も根も尽き果てたような状態でぐったりとシーツに身を沈めていると、力の入らなくなった足を抱えられ、いつの間に避妊具を装着していたのか、凶悪なまでの楔を一気に埋め込んでくる。

「はぁ、ん、あぁぁっ！」

　貫かれただけでも達してしまい、腰を激しく叩きつけられるとじゅぷ、じゅぶっと愛液が溢れて滴り落ちる。

「ほら、もっと、奧」

　悠人はより密着できるようにみちるの腰を掴み、わずかに持ち上げた。

「あ、あっ、奧、気持ちいい……頭、変になっちゃう……」

　みちるが天を仰ぎながら、全身をがくがくと震わせた。

　両足を大きく広げ、恥骨が触れあうほどに深く穿たれる。彼のものは大きさもさることながら硬さもひとしおで、その長大な肉棒で蜜襞を余すところなく擦り上げていく。

「俺は、とっくになってる……っ」

　悠人はそう言って、ごんごんと最奥を叩いてくる。

　収縮する媚肉を広げながら突き挿れられ、激しく抜き差しされる。ぐちゃぐちゃにかき混ぜられると洪水のように愛液が溢れてしまう。もう自分ではどうにもならない。

「ひぁ、あぁぁっ、あ、はぁ、いい、そこ……溶けちゃっ、んあぁっ」

　自分でもなにを口走っているのかさえわからなくなる。悠人の顔から余裕が消えて、責め立てるような激しさで抜き差しを始める。

「しゅき、しゅきっ、そこ、いい、ん、あっ、も、達く、あぁあぁっ」

　雁首ぎりぎりまで引き抜き、敏感な芽の裏側を擦り上げながら、深く穿たれる。みちるがいい反応を示す部分を探し、弱いところばかりを狙って腰を叩きつけられた。

　腹に響くほどの力強さでごんごんと腰を打ちつけられると、気持ち良くてたまらない。絶え間なく快楽を送られ、ずっと達しているような気さえする。

「あぁ、中が、締まってる。また達くのか」

　悠人は荒々しく息を吐きだしながら言うと、乾いた唇を舌で舐め、ぐりぐりと亀頭を押し込むような動きで最奥を擦り上げた。

「達く、達く……また、出ちゃう、悠人……あ、も、だめ」

　開けっぱなしの口からはだらしなく唾液が滴り落ちた。腹の奥で熱が爆ぜると、同時に凄まじいまでの絶頂に達してしまう。

　みちるは背を仰け反らせて、息を詰まらせたまま、恍惚と宙を見つめた。すると、ずるりと滾った男根が引きずり出され、手早く新しい避妊具に付け替えられると、今度は身体をうつ伏せにされ真上から貫かれた。

「ひ、あ……ちょ、休ませて……あ、あぁっ、無理ぃっ」

「付き合えよ、最後まで」

　啜り泣くような声で訴えても、悠人は止まらなかった。

　みちるにも止めてほしくないという気持ちはあるのだが、達した直後の身体は敏感で感じ過ぎて辛いのだ。

　無理矢理奪われ、犯されて嬉しいのに、気持ちいいのに、下肢の感覚がだんだんとなくなっていくと、意識さえ朦朧としてくる。すでに四肢に力は入らず、ただ揺さぶられるがままに快感を享受していた。

（もっとしたいって言ったけど……言ったけど……っ！）

　こんなに絶倫だったなんて聞いていない。そう声には出せず、枕にしがみつく。すると、背後から覆い被さられすぐそばから悠人の艶っぽい声が聞こえてきた。

「はっ……まずいな、搾り取られそうだ」

　この体位も初めてではないが、やはり以前はこれほど身体が密着していなかった。彼はいつも肘で身体を支えていた。同じ体位で貫かれると以前との違いがはっきりわかる。それに彼がものすごく興奮してくれているのも伝わってきた。

「あーいい……っ」

　悠人は身体を起こし、みちるの臀部を掴み、真後ろから勢いよく腰を叩きつけた。これ以上ないと思っていたのに、さらに膣壁の深い部分を刮げるように穿たれ、目の前で火花が散った。狂おしいほどの愛欲に溺れて、なにも考えられなくなっていく。

「う、そ……あっ、あぁっ、深いとこ、あたっちゃう」

　ずんっと勢いよく穿たれ、先ほどよりも深く陰茎が埋まると、収縮する膣が緩み一気に大量の愛液が噴きだしシーツを濡らす。

「あぁ、すげぇ可愛い。いっぱい漏らしてる」

　悠人が感動したような声を出し、さらに貪るような動きで腰を揺らしてくる。抜き差しのたびに溢れた愛液が滴り落ち、ぐっちゃ、ぐっちゃと淫らな音が絶え間なく響いた。

「ほら、まだ達けるだろ」

　伸ばされた手で乳房を鷲掴みにされ、感触を楽しむように揉みしだかれた。指が食い込むほど深く掴まれ、じんと痛みが走るのに、それすらも心地好さに変わっていく。

　絶頂の余韻が過ぎ去ると、ふたたび鋭い快感を拾い上げ、本能のままに求めてしまう。

「はぁ、あっ、そこ、乳首、摘まんで、ぐりぐり、してぇ」

「乳首と一緒に弄られるの、好きだもんな」

　背後からくっと笑い声が聞こえてきて、薄いベビードール越しに乳首を指で摘ままれ、転がされる。子宮が疼くような感覚が走り、隘路で脈打つ怒張を締めつけてしまう。さらに容赦のない腰使いで責め立てられ、背筋から狂おしいほどの快感が迫り上がってきた。

「ん～っ！　はぁ、あっ、気持ちいい……もっと、後ろも……いっ」

　猫が伸びをするように腰をしならせ、首を仰け反らせる。全身が硬直し、足の間から愛液がぴゅ、ぴゅっと飛沫を上げた。

「みちる、漏らし過ぎ。可愛いから、いいけど」

「やぁ、エッチなこと、言わないで……っ」

「言われたいんじゃなくて？」

　彼の言葉に身体が反応する。卑猥なセリフを告げられるたびに、媚肉がきゅっと引き締まり、男のものを奧へと引き込むように、いやらしく蠢いた。

「ん、言われたい……っ、あぁっ、もっと」

「ほんっと、ぐちゃぐちゃに犯してやりたい……っ」

　悠人が眉根を寄せながら狂おしげな表情で口を開いた。みちるは何度目かの絶頂に全身を激しく震わせた。

「……っん、はっ、あ、はぁ」

　みちるが身体から力を抜くと、突然、下腹部を撫でられた。くすぐったいような感覚が走り、肌が粟立つ。

「ここに、全部、俺のが入ってるんだな」

　彼は感に堪えない口調でみちるの下腹部を甘く撫でた。自分の陰茎の形を確かめるように下腹部を撫でられ、リズミカルに腰を揺すってくる。

「はぁ、あ、あぅっ」

　その感覚にすら激しい快感を覚えてしまう。絶頂感が収まらず、腰を小刻みに震わせながら、ふぅふぅと息を吐きだし枕に顔を埋めた。

「あー出る……く……っ」

　同時に悠人も達し、叩きつけるような腰の動きが緩やかになる。男根を引き抜かれると、力の抜けきった身体を反転され、悠人が覆い被さってきた。

「ここで、してくれるんだったよな？」

「ん……っ」

　薄い布越しに乳首をぴんと弾かれ、敏感な身体がびくりと震えた。

　彼はいまだ熱の収まらない顔をして、先端の丸くなった避妊具を剥ぎ取ると、膝立ちになり体重をかけないようにみちるの腹の上に乗った。

　漲る怒張が腹につきそうなほど反り返り、すぐ目の前にある。雄々しく昂る竿は、何度も精を吐きだしたからか白濁にまみれていて、ぬらぬらと濡れ光っていた。

「この下着、やらしくていいな」

　悠人は片手で陰茎を支えると、ベビードール越しにつんと勃ち上がる乳嘴を亀頭の裏筋で擦り上げた。

「あっ、ん！」

　先端から溢れる透明な体液で薄いピンクのベビードールが濡れ、乳首に張りつく。色づいた乳嘴がありありと浮かび上がり、いっそう淫らさが増していく。

「はぁ……ん、あっ」

　指先で摘ままれるよりも刺激は少ないのに、胸の上で男根を滑るように動かされると、ふたたび淫らに気持ちが昂ってしまう。張りだした亀頭でずりずりと乳首を擦られ、勃起した乳首が薄い生地を押し上げる。

「みちる、手で扱いて」

　みちるは頷いて極太の彼のものを両手で握りしめた。

「ん」

　竿はすでにぬるぬるで摩擦なく手が滑る。

　手のひらを円の形にして、つるりとした亀頭の張りだした部分をこりこりと扱くと、呻くような声が聞こえて、先端から透明な滴り落ちた。

「ここ、つるつるしてて、可愛い」

　笠の開いた先端の中心でぱくりと口を開ける穴を指先でぐりぐりと弄ると、悠人の腰がびくりと震えて、粘着性のある先走りがたらたらと流れ落ちてくる。

「こら、そこは……っ、ちょ」

　慌てたように腰を引こうとする悠人の怒張をぎゅっと掴み、先走りを擦りつけるように胸で色づく実に押し当てた。

「いっぱい、出てくるね」

　ぐりぐりと乳首を捏ねるように陰茎を動かすと、下腹部がきゅんと甘く疼く。悠人の喉が上下に動き、手のひらを重ねられた。耐えがたいとでも言うように、みちるの手のひらごと激しく陰茎を擦り上げる。ぐち、ぬちっと先走りが手の中で音を立てる。

「はっ、く……っ」

　もう片方の手で乳首を摘ままれ、痛いほどに引っ張り上げられる。屹立を扱く手と同様に乳首を扱かれると、気持ちのいいことしか考えられなくなっていく。

「あぁ、ん、あっ、あ……乳首、いい」

「みちる、もう一回、かけていいか？」

　口を開けば喘ぎ声になってしまう。みちるが頷くと、男根を握る手がますます速まり、手のひらの中で脈打ち、はち切れんばかりに膨らんだ。悠人が胴震いすると、びゅっと勢いよく精液が吐きだされ、粘ついた白濁がピンクのシースルー生地を濡らした。

「だめだ、まだ」

　悠人は恍惚と目を細めながら、肩で息をする。

　汚れたベビードールを捲り上げられ、たわわな乳房を中央に寄せられた。そして胸の谷間にぬるついた陰茎を挟み込んでくる。がつがつと叩きつけるように腰を振り、伸ばした指先で乳首を捏ねられる。

「はぁ、あ、あ……っ、すご、んっ」

「みちる、口、開けろ。このまま舐めて」

　彼に乞われることが嬉しかった。口を開けて亀頭を舐めしゃぶると、先端から苦味のある体液が溢れてくる。

　ちゅく、ちゅぷっと唾液を絡ませながら、丁寧に亀頭の括れや裏筋に舌を這わせた。先走りが滲み出てくる穴を舌で突き、ちゅうっと啜ると、口の中に苦味が広がる。

「吸うの……すっげ、気持ちいい」

　悠人の興奮が伝わってくる。すると、収まっていたはずの快感の波がじわじわと迫り上がってきて、下腹部が疼いてたまらない。みちるは夢中になって舌を動かしながら、無意識のうちに腰を揺らしていた。

「ん、むぅ……っ、ふっ」

　勢いよく腰を振り立てられ、叩きつけるような動きで口で出し入れされた。彼の腰の動きに合わせて乳房がぶるぶると揺れる。乳首はすっかり硬く勃ち上がり、じんじんと痛いほどに赤く腫れている。

　亀頭の筋に舌を這わせ、先端を啜る。ちゅうちゅうと啜り上げると、指先が胸に食い込むほど乳房を強く掴まれて、激しく抜き差しされた。じゅ、ぐちゅっと唾液と先走りの混ざり合う音が立ち、彼の表情から余裕がなくなっていく。

「はっ、はっ」

　悠人は短く息を吐きながら、ずんずんと腰を振り立てる。

　亀頭ごと口に含み、思いっきり吸い上げると、彼の腰がぶるり震え、生温かい精が飛沫を上げた。吐精する直前に引き抜かれたおかげで口の中には入らなかったが、顔や胸がまたもや白濁にまみれている。それに、昂った身体は彼のものを欲して、激しく疼いていた。

「次で……最後にするから」

　彼の言葉に微笑み、みちるは手を伸ばす。

　そんなに申し訳なさそうな顔をしなくてもいいのに。たしかに悠人の絶倫ぷりには心底驚いたものの、それはみちるも望むところであったのだから。

　悠人はティッシュを数枚取り、みちるの胸元を軽く拭くと、深く唇を重ねた。

「本当は毎日こうしたい。けど、いやだったり辛かったりしたら、そう言ってくれ」

　さすがにこれが毎日では辛いかもしれない。そう思うも、二日に一度程度なら許容範囲内だと考え、頷いた。強過ぎる性欲にドン引かれると思っていたのがうそのようだ。蓋を開ければ悠人もまた絶倫だったのだから。自分たちは似ているのかもしれない。

「体力つけるのに、ウォーキング付き合ってくれる？」

「そうだな」

　軽いキスをして、笑い合う。

　覆い被さってきた悠人の背中に腕を回すと、唇を重ねられて、口腔内を舌でかき混ぜられた。焦らされていた身体はあっという間に熱くなり、彼を受け入れるべく準備を整える。

「はぁ、も……すぐ、挿れて」

「最後、このままでもいいか？」

　硬い先端を蜜壺に押し当てられ、亀頭がめり込む。彼の体温を直に感じられる期待に胸が高まり、媚肉が物欲しそうに蠢いた。まるで蜜穴とキスをしているようにちゅぷ、ちゅぷっと先端で突かれる。

　答える代わりに、みちるは彼の腰に足を絡ませ、引き寄せた。一番太い部分がずぶずぶと入ってきて、肌と肌が触れあうと媚肉が埋め尽くされる。

「はぁ……」

　感動するように深い息が漏れた。

　自分の身体は、まるで最初から彼のために作られているようだ。これほどにぴたりとはまり心地好さを分け合えるなんて、誰とでもできることではない。

「みちると出会えて幸せだ」

　こつんと額が押し当てられる。

「私も……同じこと考えてた」

　悠人の首に腕を回しぎゅうっと抱きつくと、ゆるゆると腰を揺さぶられて、にやりと笑われる。

「婚姻届、すぐに出そう。結婚して、早く全部、俺のものにしたい」

「うん」

　どちらからともなく唇を重ねると、歯列を割り、舌が滑り込んでくる。舌を絡ませ、唾液ごと啜られる。舌の周りをくるくると舐め回され、新たな唾液が口腔内に溢れてきた。

「はぁ、ふっ、んん」

　手のひらで乳房を押し上げられて、ぐにぐにと押し回された。乳首を捏ねられ、弄ぶように指先で爪弾かれる。勃起した乳首を指で扱かれ、口に含まれた。

　くちゅ、くちゅっと舌の上で舐め転がされると、結合部から愛液が溢れだす。媚肉が収縮しうねると彼の口から狂おしげな声が漏れる。

「何度も、出したのに……全然収まんねぇの」

　おかしそうに笑う彼の目は劣情を孕んだままだ。身体の中で大きく膨れ上がる肉棒は凶悪なまでに漲っていて、すでに数度達しているとは思えない。かくいう自分も、悠人に抱かれていると際限なく求めてしまう。

「私も……もっと、悠人がほしい」

　滾る肉棒をゆさゆさと抜き差しされて、食らい付くように乳輪を口に含まれ、しゃぶられる。どこもかしこも気持ち良くて、おかしくなりそうだ。

「あぁっ、あ、はぁっ、奧、いいっ」

　何度も擦られ続けた柔襞はひりひりと痛むほどなのに、気持ちはまったく萎えないのだから不思議なものだ。ぐんと漲り張り詰めた亀頭で最奥を叩きつけられる。

「はぁ、はぁっ……ま、た……くるっ、あぁっ！」

　硬い肉棒でじゅぶ、じゅぶっと愛液を泡立てるように膣内をかき混ぜられて、悲鳴のようにか細く、掠れた声を上げながら何度目かの絶頂に上り詰めた。

「ん、くっ、あ……はぁ、あ」

　全身が硬直し、背中に回した腕に力を込める。絡ませた足が宙に浮き、つま先がぴんと張った。新たな愛液が滲み、じわりと中が濡れるのがわかる。うねる媚肉が彼のものに絡みつき、精を欲しているのだ。

「悠人……悠人……」

「ん……」

「中にほしい。ね、悠人の精液、中に出して」

　頭ではわかっているのだ。いくら結婚が決まっているとは言え、計画性もなしに妊娠するような行為を自らねだるなんて、と。

　けれど、本能に抗えなかった。もしも妊娠したらきっと彼は喜んでくれる。自分もまた望外の幸せに満たされるだろう。そうしたいと思ってしまったのだ。

　悠人は一瞬、躊躇ったものの、みちるを安心させるような幸せいっぱいの笑みを浮かべて頷いた。

「わかった」

　身体を起こした彼は、ゆっくりと腰を引き、熱の孕んだ目で結合部を見つめる。ぐちゃぐちゃに濡れそぼった蜜穴を凝視しながら、抽送のスピードを徐々に速めていった。

「あ、はぁ……はっ、ん」

「俺の入ってるの、丸見え……真っ赤に腫れて、すっげぇエロい」

　容赦のない抜き差しで最奥を穿たれ、愛液がじゅぼじゅぼと泡立った音を立てた。巧みな抽送でより深い快感を得られる部分を擦られる。

「あぁぁっ」

　めいっぱい太ももを開くと、包皮が捲れ存在を主張したクリトリスを親指で捏ねられた。中と外を同時に愛撫され、得も言われぬ快感が頭の奧を支配する。

「ひぁ、あ……一緒、しちゃ、いっ、く、もっ、あぁぁっ」

　理性などすでになく、おびただしい量の潮を噴くと、子宮口を押し上げるような動きでさらにがんがんと貫かれる。巧みな指の動きでぬるぬると花芽を弄られ、刮げるような動きで腰を押し回された。

「あぁーっ、あ、も……だめぇっ」

　このままではおかしくなりそうだ。それなのに、やめてほしいとは思わない。

「はぁ、あぁぁっ、ん、おかしく、なる……っ、あぁっ、また」

「く……ぅっ」

　はぁはぁと息をする悠人が、狂おしげな声を漏らし、自身の快感を追うような動きで腰を振る。浅黒く膨らんだ肉棒ははち切れんばかりに膨らんでいて、すでに絶頂が近そうだ。

　全身の肌が総毛立ち、さらに追い詰められていく。じゅぼ、じゅぼっと淫水が蜜穴から噴きだす。気持ち良くて、このままではどこかに落ちていきそうだ。

「ひっ、あ、あ……も、達く……落ち、ちゃう」

　みちるが目を恍惚と細めて宙を見つめると、体内で脈打つ昂りがどくどくと脈動し、おびただしい量の精がびゅうびゅうと注がれた。

　悠人は最後の一滴まで注ぎきるように緩やかに抽送すると、ずるりと陰茎を引きずり出す。なにかが足の間をつぅっと伝う感覚に包まれ、うっすらと目を開けた。

「ゆ、うと？」

「悪い……まだ」

　最後と言ったのに、彼のものがふたたび中に入ってきた。

　だが、みちるの意識はすでに遠退いている。そして、目を瞑ると、夢も見ないほどに深く寝入ってしまったのだった。







　悠人に起こされ、みちるはまだ半分眠りの中にいる重い身体を引きずりながら、よたよたとリビングへ行った。

　隣でみちるの身体を支える悠人は、なんとも申し訳なさそうな顔をしている。

「悪い、無理をさせた」

「私がしてって言ったんだよ。悠人のせいじゃないよ」

　ダイニングテーブルにつくと、できたての朝食がキッチンから運ばれる。いつのまに朝食の準備をしてくれたのだろう。

　疲れて深く寝入っていたのか、悠人が起きたことにもキッチンで朝食を作っていたことにも気づかなかった。

　しかし空腹ではあるのだが、今のみちるは椅子に座っているのも辛かった。

（全身が筋肉痛……っ）

　股の感覚もなにやらおかしい。いまだに彼のものが入っているような感覚がするのだ。

「ありがとう」

「今日は横になってろよ」

「うーん、でも土曜日だから、二人で結婚指輪を見に行きたいな」

　せっかく二人で出かけられる休日なのだ。家にこもっているのはもったいない。式場の見学にも行きたいし、互いの両親に挨拶もしなければ。

「じゃあ、午後から出かけようか」

「うん」

　みちるは、いただきますと手を合わせて、味噌汁に口をつけた。それに味付け海苔と玉子焼きにご飯、簡単なサラダがいつもの定番の朝食だ。

　身体のだるさもあって箸の進みは遅い。みちるがのろのろと食べている間に、すっかり皿を空にした悠人がお茶を飲みながら口を開いた。

「そうだ……みちる、仕事、本当に無理をしてないか？」

「仕事？　無理なんてしてないよ。昨日も同じこと言ってたね。どうかした？」

　なにか気に懸かっていることがあるのだろうか。本当は専業主婦になって、自分を支えてほしいとか。

「この前、みちるに偶然会ったとき、話が聞こえたんだよ。男にセクハラされてただろ」

「あぁっ！」

　やはり聞こえていたのか、とみちるは頬を赤らめる。だが、あの下着を身につけて、散々彼に抱かれたのだから今さら隠すことでもない。

「違うの、相談に乗ってもらってただけなの」

「相談？」

「須和くんは久美の彼氏なの。でね、どうしたら悠人をその気にさせられるかって。それで透けてる下着とかで誘えばいいって言われて……」

　悠人は、昨夜の翔の言葉を思い出したのか、納得いったように頷くが、なにかが気に食わないのか眉間にしわを寄せた。

「だから、あの下着だったのか」

　悠人ははぁと深いため息を漏らし、テーブルで拳を握った。みちるの下着姿を見たときは嬉しそうだったのに、今はなぜか不機嫌そうだ。

「いやだった？」

「そうじゃないけど……あの男に、みちるのそういう格好を想像されるのは不快だな」

「須和くんは、たぶん私じゃなくて久美で想像してたと思うから安心して」

　思わずくすくすと笑い声を漏らすと、珍しく悠人が拗ねたような顔をする。

「わからないだろ？」

「悠人、やきもち焼き」

　みちるが腕を伸ばして悠人の頬をつんと突くと、その手を取られて、指先に口づけられた。

「そうだよ。頭の中がおかしくなるくらい、みちるに溺れてるって、もうわかってるよな？」

　自信ありげに言われると、顔が緩みっぱなしになってしまう。

　みちるの手を取ったまま、悠人が立ち上がった。目の前が翳り、視界が彼の顔で埋め尽くされる。

　こんななんでもない日常を、これからも彼と過ごしていければいい。

　みちるは未来に思いを馳せて、まぶたを伏せたのだった。
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　はじめましての方もそうでない方も、本作を最後までお読みいただき、ありがとうございました。本ほん郷ごうアキと申します。

　濃蜜ラブルージュ様では四作目となります。今回のストーリーはいかがでしたでしょうか。楽しんでいただけていたら嬉しいです。

　実は私は、御曹司やハイスペックなエリートヒーローよりも、友人関係だったり幼馴染みだったり同期だったりとヒロインと立場の近い関係のヒーローが好きでして、今回のお話しは同級生もので大変楽しく執筆ができました。

　さらに言えば、初恋拗らせ系ヒーローが大好物なので（今回は初恋を拗らせたわけじゃないですが）、どういうトラウマを与えようか毎回わくわくしながら考えております。

　今回のヒロインみちるは、過去のトラウマに苦しめられ、本性をひた隠しにしている女性です。けれど、卑屈にならず、明るく前向きに好きな人を追いかける女性……とキャラを作った結果、ディルドを買おうとしたり、うなぎを食べさせたり、色っぽい下着で誘ったり（笑）。書いていて悠人に同情しそうになりました。

　また悠人も同様に、過去の経験からみちるに対して遠慮がち。くっついているのにもだもだしますが、互いが大切で思いやっているからこそ、みちるも悠人も本音を言えなかったのではないかと思います。結婚後の生活までは書きませんでしたが、遠慮をなくした二人は凄そうですね。もしみちるが妊娠したら？と未来のストーリーを考えると、それだけでもう一本書けそうです。

　話は変わりますが、濃蜜ラブルージュ様の表紙はヒーローもヒロインも色っぽく扇情的ですよね。そしてイラストレーター様が豪華！

　ということで、今回の表紙は北きた沢ざわきょう先生です！　このあとがきを書いている二〇二三年六月現在、実はまだラフも拝見しておりません。ですが、ほかの方の作品で美麗なイラストを書かれているので、かなり楽しみなのです！　きっと読者様をどきどきさせるような素敵な表紙に違いありません。




　最後になりますが、担当編集様を始め、本作品の出版に関わってくださったすべての皆様にお礼を申し上げます。ありがとうございました。

　そして、本作品を購入してくださった読者様、また、いつも応援してくださる皆様。Ｔｗｉｔｔｅｒでの感想やお手紙、またレビューなど大変励みになっております。本当にありがとうございました。






本郷アキ










【著者紹介】

関東在住。２０１６年頃からオリジナル小説を書き始めＷｅｂに投稿。少女漫画と恋愛小説が大好物。







濃蜜ラブルージュ

絶ぜつ倫りん御おん曹ぞう司しの淫いん靡びな溺でき愛あいは疼うずく身体からだを蕩とろかせる



2023年11月 ＥＰＵＢ版発行



■著　　者　本郷アキ

■イラスト　北沢きょう

■企画編集　エースクリエイター

■デザイン　RIRI Design Works



発行者　久保田裕

発行所　株式会社パラダイム

〒166-0004

東京都杉並区阿佐谷南1-36-4 三幸ビル４A

TEL 03-5306-6921



©Aki Hongo ©Kyo Kitazawa








この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。







[image: ]







[image: ]




item/navigation-documents.xhtml






目次





		目次



		第一章 二度と〝清楚系ビッチ〟なんて呼ばれたくありません！



		第二章 可愛過ぎる彼女からのお誘いに理性が持ちそうにないのだが



		第三章 その気にさせる方法を教えてください！



		第四章 可愛過ぎる彼女にいろいろな男がよってきて困るのだが



		第五章 もう我慢の限界です！













Guide





		表紙



		本編



		目次











item/image/cover.jpg





item/image/p1-cg.jpg
A R OB B R B2 EPE S






item/image/ad01.jpg





item/image/ad02.jpg
m—*\‘

_— e S ST A SSZRREIS e  ©UT A  A  —






